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　　　　　　コンテンツ科学研究系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
　　　　　　情報社会相関研究系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
　　　　　　その他役職員（研究系）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
　　　　　　事業系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
参画する大型プロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19
科研費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22
人材育成（トップエスイー／「情報科学の達人」育成官民協働プログラム）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24
共同研究の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25
知的財産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26
産官学連携（実践的な研究開発の推進と産官学連携活動）／研究者による学術指導・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
知が生み出すイノベーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28
国際交流・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31
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総合研究大学院大学 先端学術院 情報学コース／情報学コース長あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33
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はじめに

20 世紀半ばのコンピュータの誕生以来、情報学は社会
および学術界に対して広範なインパクトを与え続けてきまし
た。およそ 30 年前に発明された WWW（World Wide 
Web）は情報発信・流通の在り方を根本から覆し、社会
構造を変革しました。さらに、この10 年あまりの深層学習
の進展も目覚ましく、AlphaFold によるタンパク質構造予
測は生命科学研究に革命をもたらし、WWW 上の膨大な
対訳テキストから学習された機械翻訳システム DeepL は世
界のコミュニケーションの形態を変容させつつあります。最
近では、ChatGPTが大学の定期試験等で合格レベルのエッ
セイを書くというニュースも駆け巡っています。今後、想像
以上のスピードで AIと人間が本格的に共生する社会が訪れ
るでしょう。一方で、現代社会には環境問題、格差問題、
地域紛争などの問題も山積しており、人類はむしろ矛盾に
満ちた世界で苦しんでいます。複合的な社会課題を解決し
つつ、AI と人間の共生社会をデザインし、真に人々の心の
安寧をもたらすためには、人文・社会科学を含む様々な学
術研究の協働が必要であり、それを可能にする土壌の構築
が喫緊の課題です。

21世紀の学術および社会の大きな潮流として、データの
重要性が明確に認識されました。様々な観測や計測から
データを作成し、デジタル化し、オープンにして議論・利活用
することで学術的に大きな進展が起こっています。このよう
な状況下で、我が国では国立情報学研究所（NII）を中心に
SINET6 に至るネットワーク整備と、研究データ基盤の整備
が継続的に進められてきました。

様々な学術研究の協働を進める上で問題となるのは、特
定分野の専門家も他分野については素人であり、多様な分
野を見通してデータを直に活用することは容易ではないとい
う点です。これからの学術研究が総合知として深化し、複合
的な社会課題を解決していくためには、データの解釈、知識
の関係付け・体系化を自動化し、分野を横断する新たな知の
創造を支援する知識基盤の構築が必要です。そのような基
盤の必要性は 10 年以上前から指摘されてきましたが、デー
タ基盤が整い、データをオープンにすることの価値が認識さ
れ始め、機械翻訳研究に端を発する AI 基盤モデルにより論
文やマルチメディアデータを高度に解釈することが可能となり
つつあることから、ついに知識基盤の構築を本格的に目指す
べき時代となりました。しかし、AI 基盤モデルの構築には大
規模計算資源を必要とし、一部の海外企業による寡占化が
進んでいることが大きな問題です。我が国全体の連携のもと
に、AI 基盤モデルの研究・開発・運用の体制を整備し、知
識基盤の構築に取り組むことが必要であると考えます。

このような急速な社会変革の時代に、2023年4月から
NII の所長を務めさせていただくこととなりました。NII は、
大学共同利用機関として、そして、我が国における情報学の
中核機関として、歴代所長のリーダーシップのもと、研究と
事業の両面で社会の要請に応えてきました。今後も、基礎論
から最先端までの総合的な情報学研究、そして、学術ネット
ワーク基盤、研究データ基盤等に関する事業をさらに推し進
めるとともに、学術研究の協働の土壌となる知識基盤の構
築に一歩一歩取り組んでいきたいと考えております。

　データ基盤から知識基盤へ

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構
国立情報学研究所 所長

黒橋 禎夫



基礎論から最先端まで総合的に研究
「情報学」は、計算機科学や情報工学だけでなく、人文・社会科学や生命科学など他の領域とも融合し、
社会のあらゆる側面に関わる学術領域です。NIIは、4つの研究系と、15の研究施設（センター）を設置し
て、情報学の基礎論から、人工知能、ビッグデータ、IoT、情報セキュリティなどの最先端のテーマまで、
総合的に研究を推進しています。また、海外の大学・研究機関との国際交流や国際連携、研究成果を社
会実装へ結び付けるための産官学連携にも力を入れています。

学術研究基盤や教育活動を支える事業
NIIは、大学・研究機関、研究コミュニティと連携し、学術情報ネットワーク（SINET）を構築・運用していま
す。SINETの超高速・高信頼・高機能なネットワークを活かし、認証連携基盤、クラウド導入・活用支援、学術
コンテンツ基盤の整備・提供、オープンサイエンスを推進する研究データ基盤の開発に取り組むことで、学
術研究プラットフォームの整備・提供を進めています。また、大学間連携に基づく情報セキュリティ体制基
盤では、国立大学法人等が迅速にインシデント等に対応できる体制構築に貢献しています。

高度情報社会を担う優れた人材の育成
国立情報学研究所は、「総合研究大学院大学（総研大）への参画」 「他大学院との連携」 「特別共同利用
研究員の受け入れ」の3つの形態で大学院教育を実施しています。
総研大は、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術研究の推進や、科学の新たな流れを創
造する先導的学問分野の開拓を目指して設立された国内初の大学院大学です。国立情報学研究所は
総研大に参画、情報学コースを設置し、5年一貫制博士課程および博士後期課程の大学院教育を行っ
ています。情報学コースには、6つの教育研究指導分野があり、学生自身がそれぞれに目指す専門性に
応じて講義や研究指導を受けることができます。

NIIは社会課題の解決を目指した実践的な研究開発に取り組んでお
り、その成果を社会実装へ結び付けるために産官学の連携を推進し
ています。企業と協働で研究組織を設置・運営する「共同研究部門」
や、「包括連携」、「公募型共同研究」など、産業界や自治体、大学等と
の連携を積極的に進めるほか、新たな連携や成果活用（ライセンス）
の機会創出のため、最先端研究シーズの紹介と企業・社会ニーズを
共有するセミナー、研究者による学術指導、IT人材育成などの活動に
も取り組んでいます。

国際交流
NIIでは、海外の大学や研究機関との国際的な研究交流活動を組織
的に推進するため、グローバル・リエゾンオフィス（GLO）を設置し、国
際交流協定（MOU）の締結や、MOU/Non-MOU GRANT （研究交
流助成プログラム）、NII国際インターンシッププログラムなどを実施
しています。また、世界トップクラスの研究者が集まり合宿形式で情
報学分野の課題を集中的に議論する「NII湘南会議」の開催、ドイツ学
術交流会（DAAD）および日仏情報学連携研究拠点（JFLI）による研
究員の受け入れなども行っています。

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所（NII）は、情報学という新しい学術分野での「未来価値
創成」を使命とする国内唯一の学術総合研究所です。情報学における基礎論から、人工知能、ビッグデータ、IoT（Inter-
net of Things）、情報セキュリティといった最先端のテーマまで、長期的な視点に立つ基礎研究、ならびに、社会課題の解
決を目指した実践的な研究を推進しています。また、学術情報ネットワーク（SINET）等の学術研究コミュニティ全体の研
究や教育活動に不可欠な学術情報基盤の構築・運用、学術コンテンツやサービスプラットフォームの提供、研究データ基盤
の整備等の事業を展開・発展させ、事業を通じて得られた知見と学術研究から得られた知見を相互にフィードバックす
ることにより、最先端技術を利用した事業を行っています。そして、こうした活動を通じて人材育成と社会貢献・国際貢
献に努めると共に、国内外の大学や研究機関、民間企業等との連携・協力も重視した運営を行っています。さらに、独創
的・国際的な学術研究の推進や先導的学問分野の開拓をめざす大学院教育にも取り組んでいます。

情報から知を紡ぎだす

「研究」と「事業」を両輪として、
情報学による未来価値を創成します
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基礎論から最先端まで総合的に研究
「情報学」は、計算機科学や情報工学だけでなく、人文・社会科学や生命科学など他の領域とも融合し、
社会のあらゆる側面に関わる学術領域です。NIIは、4つの研究系と、15の研究施設（センター）を設置し
て、情報学の基礎論から、人工知能、ビッグデータ、IoT、情報セキュリティなどの最先端のテーマまで、
総合的に研究を推進しています。また、海外の大学・研究機関との国際交流や国際連携、研究成果を社
会実装へ結び付けるための産官学連携にも力を入れています。

学術研究基盤や教育活動を支える事業
NIIは、大学・研究機関、研究コミュニティと連携し、学術情報ネットワーク（SINET）を構築・運用していま
す。SINETの超高速・高信頼・高機能なネットワークを活かし、認証連携基盤、クラウド導入・活用支援、学術
コンテンツ基盤の整備・提供、オープンサイエンスを推進する研究データ基盤の開発に取り組むことで、学
術研究プラットフォームの整備・提供を進めています。また、大学間連携に基づく情報セキュリティ体制基
盤では、国立大学法人等が迅速にインシデント等に対応できる体制構築に貢献しています。

高度情報社会を担う優れた人材の育成
国立情報学研究所は、「総合研究大学院大学（総研大）への参画」 「他大学院との連携」 「特別共同利用
研究員の受け入れ」の3つの形態で大学院教育を実施しています。
総研大は、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術研究の推進や、科学の新たな流れを創
造する先導的学問分野の開拓を目指して設立された国内初の大学院大学です。国立情報学研究所は
総研大に参画、情報学コースを設置し、5年一貫制博士課程および博士後期課程の大学院教育を行っ
ています。情報学コースには、6つの教育研究指導分野があり、学生自身がそれぞれに目指す専門性に
応じて講義や研究指導を受けることができます。

NIIは社会課題の解決を目指した実践的な研究開発に取り組んでお
り、その成果を社会実装へ結び付けるために産官学の連携を推進し
ています。企業と協働で研究組織を設置・運営する「共同研究部門」
や、「包括連携」、「公募型共同研究」など、産業界や自治体、大学等と
の連携を積極的に進めるほか、新たな連携や成果活用（ライセンス）
の機会創出のため、最先端研究シーズの紹介と企業・社会ニーズを
共有するセミナー、研究者による学術指導、IT人材育成などの活動に
も取り組んでいます。

国際交流
NIIでは、海外の大学や研究機関との国際的な研究交流活動を組織
的に推進するため、グローバル・リエゾンオフィス（GLO）を設置し、国
際交流協定（MOU）の締結や、MOU/Non-MOU GRANT （研究交
流助成プログラム）、NII国際インターンシッププログラムなどを実施
しています。また、世界トップクラスの研究者が集まり合宿形式で情
報学分野の課題を集中的に議論する「NII湘南会議」の開催、ドイツ学
術交流会（DAAD）および日仏情報学連携研究拠点（JFLI）による研
究員の受け入れなども行っています。

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所（NII）は、情報学という新しい学術分野での「未来価値
創成」を使命とする国内唯一の学術総合研究所です。情報学における基礎論から、人工知能、ビッグデータ、IoT（Inter-
net of Things）、情報セキュリティといった最先端のテーマまで、長期的な視点に立つ基礎研究、ならびに、社会課題の解
決を目指した実践的な研究を推進しています。また、学術情報ネットワーク（SINET）等の学術研究コミュニティ全体の研
究や教育活動に不可欠な学術情報基盤の構築・運用、学術コンテンツやサービスプラットフォームの提供、研究データ基盤
の整備等の事業を展開・発展させ、事業を通じて得られた知見と学術研究から得られた知見を相互にフィードバックす
ることにより、最先端技術を利用した事業を行っています。そして、こうした活動を通じて人材育成と社会貢献・国際貢
献に努めると共に、国内外の大学や研究機関、民間企業等との連携・協力も重視した運営を行っています。さらに、独創
的・国際的な学術研究の推進や先導的学問分野の開拓をめざす大学院教育にも取り組んでいます。

情報から知を紡ぎだす

「研究」と「事業」を両輪として、
情報学による未来価値を創成します
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NIIは、情報学という広範囲な学術領域に対応するため、「情報学プリンシプル研究系」「アーキテクチャ
科学研究系」「コンテンツ科学研究系」「情報社会相関研究系」の４研究系を設置し、基礎から応用まで
それぞれ特色ある研究をしています。

情報学
プリンシプル研究系
研究主幹：武田 英明

研究分野

アルゴリズムや計算量理論をはじめ、人工知能、ロ
ボティクス、量子計算など、情報学の新しい原理や理
論などを追究するとともに、未来の社会を支える新
技術の開発や新領域の開拓を目指して研究を行って
います。

アルゴリズム、人工知能、機械学習、ディープラーニン
グ、ビッグデータ解析、データマイニング、数理モデリン
グ、数値解析、計算科学、ウェブ情報学、脳神経科学、量
子情報、および、これらの境界領域等に関する新しい原
理・理論や新たな応用への可能性を創出する先端研究

アーキテクチャ科学
研究系
研究主幹：計 宇生

研究分野

情報技術の基盤的要素であるコンピュータやネット
ワークなどの高性能化・高品質化・高機能化をめざ
し、ソフトウェア・ハードウェアのアーキテクチャに
おける革新的技術の確立から実用システムの実装ま
でを行っています。

情報通信ネットワーク、サイバーセキュリティ、ソフト
ウェア・ハードウェアアーキテクチャ、モバイル・エッジ・
クラウドコンピューティング、ソフトウェア科学・ソフト
ウェア工学、システム性能解析・可視化、ディペンダブル
システム、Internet of Things (IoT)、サイバーフィジカ
ルシステムに関する研究開発

コンテンツ科学
研究系
研究主幹：佐藤 いまり

研究分野

記号メディア、パターンメディアなどのコンテンツやメ
ディアに関する分析・生成等の研究、コンテンツを蓄
積・検索・組織化するための基盤技術の研究、人間
や知識に軸足を置いたインタラクションやソーシャ
ルメディア解析の研究などを行っています。

自然言語処理、コンピュータビジョン、画像処理、音響
情報処理、コンピュータグラフィックス、データベース、
ヒューマンインタラクション、ウェブマイニング、ソー
シャルメディア、コミュニティ解析、メディアクローン生
成・認識、generative models、vision and language 
analysis、機械学習・ディープラーニング応用等の展開
に関する研究開発

情報社会相関研究系
研究主幹：越前 功

研究分野

情報世界と現実世界が統合・連携するサイバー・フィ
ジカル融合社会において、科学的な根拠のあるデー
タに基づいて合理的な意思決定を行うための情報・
システム技術と人間科学・社会科学との学際的な研
究を行っています。

プライバシー情報保護と活用、次世代匿名化、データ・
ガバナンス、次世代IR基盤論、データ政策論、データ活
用人材育成論、デジタルヒューマニティ、ITヘルスケア、
データ信頼性評価、クラウドソーシング、デジタル・エ
デュケーション、オープンイノベーション基盤等に関する
研究開発やこれらのトピックスと関連する人文・社会
科学に関する研究

研究系

研究 Research Research

社会の重要課題に迅速に対応するため、研究系の壁を取り払って15の研究施設（センター）を設
置し、異なる専門を持つ研究者が横断的に連携しながら、特定の研究分野を集中的に探究でき
る体制を構築しています。

サービス・事業

学術ネットワーク研究開発センター
https://www.nii.ac.jp/research/centers/network/

日本全国1,000以上の大学や研究機関などのバックボーンであ
る学術情報ネットワーク（SINET）の新サービスや運用効率化の
ための機能などを開発、提供します。
センター長：漆谷 重雄 NII副所長・アーキテクチャ科学研究系教授
副センター長：栗本 崇 アーキテクチャ科学研究系教授

先端ソフトウェア工学・国際研究センター

21世紀の「ソフトウェア基盤」を実現するため、国内外の研究機関
との連携や産学連携のもと、研究・実践・教育を三位一体で運営
し、次代の中核となる世界レベルの研究者および技術者を育成し
ます。
センター長：本位田 真一 NII特任教授、NII 名誉教授
副センター長：石川 冬樹 アーキテクチャ科学研究系准教授

http://grace-center.jp/

クラウド基盤研究開発センター

学術情報ネットワーク（SINET）上でのクラウドを活用した最先端
の学術情報基盤の整備に向けた研究開発を大学・研究機関の研
究者と共同で推進することにより、ITを活用した研究教育活動を
促進します。
センター長：
合田 憲人 学術基盤推進部部長・アーキテクチャ科学研究系教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/ccrd/

ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター

学術情報ネットワークにおける情報セキュリティ基盤の構築と運
用から得た知見をもとに、強靱なサイバー空間利活用を可能とす
る技術開発や戦略に関する研究、これらを支える高度人材の育成
を大学と連携して行います。
センター長：高倉 弘喜 アーキテクチャ科学研究系教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/cyberresilience/

研究データエコシステム構築事業推進センター
https://www.nii.ac.jp/research/centers/creded/

全国的な研究データ基盤を中心に、研究データの管理・利活用が
持続的に行われる仕組みである研究データエコシステムの実現に
関する研究開発を推進します。
センター長：黒橋 禎夫 NII所長
副センター長：安浦 寛人 NII副所長

https://www.nii.ac.jp/research/centers/kmcs/
知識コンテンツ科学研究センター

社会共有知研究センター

人と人、および人と機械が共有知を形成する過程の収集分析およ
び研究成果の普及促進活動を行い、次世代の情報共有を促進す
るための実証的な研究開発を行います。
センター長：新井 紀子 情報社会相関研究系教授

データセット共同利用研究開発センター

情報学研究に有用なデータセットを整備し、研究者に提供すると
ともに、データセットの構築と活用基盤に関する研究開発を行
い、情報学における共同利用研究を推進します。
センター長：大山 敬三 コンテンツ科学研究系特任教授、NII 名誉教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/dsc/

オープンサイエンス基盤研究センター

研究スタイルのパラダイムシフトとなるオープンサイエンスの推進
に向けて、研究データの管理・公開・検索のための基盤を国際連
携のもとで研究開発し、国内の大学や研究機関と共に利活用の
促進を実践します。
センター長：山地 一禎 コンテンツ科学研究系教授
副センター長：込山 悠介 コンテンツ科学研究系准教授

https://rcos.nii.ac.jp/

研究論文などをはじめとする学術コンテンツの解析および知識
獲得に関する先進的な研究を推進するとともに、学術的な知識の
流通を促進するための実証的な研究開発を行います。
センター長：相澤 彰子 NII副所長・コンテンツ科学研究系教授

研究施設
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NIIは、情報学という広範囲な学術領域に対応するため、「情報学プリンシプル研究系」「アーキテクチャ
科学研究系」「コンテンツ科学研究系」「情報社会相関研究系」の４研究系を設置し、基礎から応用まで
それぞれ特色ある研究をしています。

情報学
プリンシプル研究系
研究主幹：武田 英明

研究分野

アルゴリズムや計算量理論をはじめ、人工知能、ロ
ボティクス、量子計算など、情報学の新しい原理や理
論などを追究するとともに、未来の社会を支える新
技術の開発や新領域の開拓を目指して研究を行って
います。

アルゴリズム、人工知能、機械学習、ディープラーニン
グ、ビッグデータ解析、データマイニング、数理モデリン
グ、数値解析、計算科学、ウェブ情報学、脳神経科学、量
子情報、および、これらの境界領域等に関する新しい原
理・理論や新たな応用への可能性を創出する先端研究

アーキテクチャ科学
研究系
研究主幹：計 宇生

研究分野

情報技術の基盤的要素であるコンピュータやネット
ワークなどの高性能化・高品質化・高機能化をめざ
し、ソフトウェア・ハードウェアのアーキテクチャに
おける革新的技術の確立から実用システムの実装ま
でを行っています。

情報通信ネットワーク、サイバーセキュリティ、ソフト
ウェア・ハードウェアアーキテクチャ、モバイル・エッジ・
クラウドコンピューティング、ソフトウェア科学・ソフト
ウェア工学、システム性能解析・可視化、ディペンダブル
システム、Internet of Things (IoT)、サイバーフィジカ
ルシステムに関する研究開発

コンテンツ科学
研究系
研究主幹：佐藤 いまり

研究分野

記号メディア、パターンメディアなどのコンテンツやメ
ディアに関する分析・生成等の研究、コンテンツを蓄
積・検索・組織化するための基盤技術の研究、人間
や知識に軸足を置いたインタラクションやソーシャ
ルメディア解析の研究などを行っています。

自然言語処理、コンピュータビジョン、画像処理、音響
情報処理、コンピュータグラフィックス、データベース、
ヒューマンインタラクション、ウェブマイニング、ソー
シャルメディア、コミュニティ解析、メディアクローン生
成・認識、generative models、vision and language 
analysis、機械学習・ディープラーニング応用等の展開
に関する研究開発

情報社会相関研究系
研究主幹：越前 功

研究分野

情報世界と現実世界が統合・連携するサイバー・フィ
ジカル融合社会において、科学的な根拠のあるデー
タに基づいて合理的な意思決定を行うための情報・
システム技術と人間科学・社会科学との学際的な研
究を行っています。

プライバシー情報保護と活用、次世代匿名化、データ・
ガバナンス、次世代IR基盤論、データ政策論、データ活
用人材育成論、デジタルヒューマニティ、ITヘルスケア、
データ信頼性評価、クラウドソーシング、デジタル・エ
デュケーション、オープンイノベーション基盤等に関する
研究開発やこれらのトピックスと関連する人文・社会
科学に関する研究

研究系

研究 Research Research

社会の重要課題に迅速に対応するため、研究系の壁を取り払って15の研究施設（センター）を設
置し、異なる専門を持つ研究者が横断的に連携しながら、特定の研究分野を集中的に探究でき
る体制を構築しています。

サービス・事業

学術ネットワーク研究開発センター
https://www.nii.ac.jp/research/centers/network/

日本全国1,000以上の大学や研究機関などのバックボーンであ
る学術情報ネットワーク（SINET）の新サービスや運用効率化の
ための機能などを開発、提供します。
センター長：漆谷 重雄 NII副所長・アーキテクチャ科学研究系教授
副センター長：栗本 崇 アーキテクチャ科学研究系教授

先端ソフトウェア工学・国際研究センター

21世紀の「ソフトウェア基盤」を実現するため、国内外の研究機関
との連携や産学連携のもと、研究・実践・教育を三位一体で運営
し、次代の中核となる世界レベルの研究者および技術者を育成し
ます。
センター長：本位田 真一 NII特任教授、NII 名誉教授
副センター長：石川 冬樹 アーキテクチャ科学研究系准教授

http://grace-center.jp/

クラウド基盤研究開発センター

学術情報ネットワーク（SINET）上でのクラウドを活用した最先端
の学術情報基盤の整備に向けた研究開発を大学・研究機関の研
究者と共同で推進することにより、ITを活用した研究教育活動を
促進します。
センター長：
合田 憲人 学術基盤推進部部長・アーキテクチャ科学研究系教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/ccrd/

ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター

学術情報ネットワークにおける情報セキュリティ基盤の構築と運
用から得た知見をもとに、強靱なサイバー空間利活用を可能とす
る技術開発や戦略に関する研究、これらを支える高度人材の育成
を大学と連携して行います。
センター長：高倉 弘喜 アーキテクチャ科学研究系教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/cyberresilience/

研究データエコシステム構築事業推進センター
https://www.nii.ac.jp/research/centers/creded/

全国的な研究データ基盤を中心に、研究データの管理・利活用が
持続的に行われる仕組みである研究データエコシステムの実現に
関する研究開発を推進します。
センター長：黒橋 禎夫 NII所長
副センター長：安浦 寛人 NII副所長

https://www.nii.ac.jp/research/centers/kmcs/
知識コンテンツ科学研究センター

社会共有知研究センター

人と人、および人と機械が共有知を形成する過程の収集分析およ
び研究成果の普及促進活動を行い、次世代の情報共有を促進す
るための実証的な研究開発を行います。
センター長：新井 紀子 情報社会相関研究系教授

データセット共同利用研究開発センター

情報学研究に有用なデータセットを整備し、研究者に提供すると
ともに、データセットの構築と活用基盤に関する研究開発を行
い、情報学における共同利用研究を推進します。
センター長：大山 敬三 コンテンツ科学研究系特任教授、NII 名誉教授

https://www.nii.ac.jp/research/centers/dsc/

オープンサイエンス基盤研究センター

研究スタイルのパラダイムシフトとなるオープンサイエンスの推進
に向けて、研究データの管理・公開・検索のための基盤を国際連
携のもとで研究開発し、国内の大学や研究機関と共に利活用の
促進を実践します。
センター長：山地 一禎 コンテンツ科学研究系教授
副センター長：込山 悠介 コンテンツ科学研究系准教授

https://rcos.nii.ac.jp/

研究論文などをはじめとする学術コンテンツの解析および知識
獲得に関する先進的な研究を推進するとともに、学術的な知識の
流通を促進するための実証的な研究開発を行います。
センター長：相澤 彰子 NII副所長・コンテンツ科学研究系教授

研究施設
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産学連携

先端モバイル駆動研究センター

最先端学術情報ネットワーク（SINET6）の高速性やローカル5Gの高機能なモバイル環境を活用したユースケース蓄積や高度なアプリ開発を基に次世
代の革新的な共用プラットフォームの創出を目指します。
センター長：黒橋 禎夫 NII所長
副センター長：吉田 進 京都大学名誉教授 
　　　　　　　鈴木 茂樹 YRP代表取締役社長

量子情報国際研究センター
https://qis1.ex.nii.ac.jp/qi/

量子情報科学と量子情報技術の国際的な最先端研究の拠点とし
て、量子情報科学を深化させ、量子情報技術の可能性を拓きま
す。出口を見据えた中長期的な研究を先導する、国際的な人材の
育成を推進します。
センター長：根本 香絵 情報学プリンシプル研究系特任教授

数理的高信頼ソフトウェアシステム研究センター

「JST ERATO蓮尾メタ数理システムデザインプロジェクト」の研
究拠点。ものづくりに、「形式手法」と呼ばれるソフトウェア工学の
知見を取り入れ、工業製品の仕様策定から設計、製造、保守に至
るまでの支援をめざします。
センター長：蓮尾 一郎 アーキテクチャ科学研究系教授
副センター長：石川 裕 アーキテクチャ科学研究系教授

ビッグデータ数理国際研究センター

「JST ERATO河原林巨大グラフプロジェクト」の研究拠点。高速ア
ルゴリズム開発を中心としたビッグデータの数理研究における世
界トップレベルの拠点として先端的研究と人材育成を推進します。
センター長：河原林 健一 情報学プリンシプル研究系教授
副センター長：𠮷田 悠一 情報学プリンシプル研究系教授

https://bigdata.nii.ac.jp/wp/

医療ビッグデータ研究センター

NIIが構築・運用する学術情報ネットワーク（SINET）を活用した
医療画像ビッグデータのクラウド基盤の構築と、収集した大量の
医療画像を解析し医師の診断を助ける人工知能（AI）の開発を進
めています。
センター長： 森 健策 NII客員教授
副センター長： 原田 達也 NII客員教授
  合田 憲人 学術基盤推進部部長・
  アーキテクチャ科学研究系教授
  佐藤 真一 コンテンツ科学研究系教授

http://research.nii.ac.jp/rc4mb/

研究施設

研究 Research 研究者一覧 Research

シンセティックメディア国際研究センター

人間中心のAI社会を実現するため、顔、音声などの多様なモダリ
ティを対象としたシンセティックメディアの生成、フェイクメディア
の検知、メディアの信頼性確保、意思決定支援のための研究開発
を推進します。
センター長：越前 功 情報社会相関研究系教授
副センター長：山岸 順一 コンテンツ科学研究系教授

http://research.nii.ac.jp/̃iechizen/synmediacenter/

教授
河原林｠健一
KAWARABAYASHI, Ken-ichi
ビッグデータ数理国際研究センター長
博士（理学）
専門分野：離散数学におけ
るグラフ彩色問題／グラ
フ構造理論とアルゴリズ
ム／ネットワークフローと
パス問題
研究テーマ：離散数学、特に「グラフ理論」および「理
論計算機科学」領域を研究。「離散グラフ理論」分野
では世界的な研究をしている。数学的な理論が必
要になるテーマは多く、実社会のニーズに応えるこ
とにも興味がある。

准教授
岸田 昌子
KISHIDA, Masako

Ph.D.
専門分野：制御理論、連続
最適化
研究テーマ：不確かさに
注目した制御と最適化に
関する数理的手法を研
究。最近は特に、通信を介
して制御を行う「ネットワーク化制御」における新し
い理論の構築と種々の問題解決のための数理的ア
プローチの開発をめざしている。

特任准教授
吾妻 広夫
AZUMA, Hiroo

博士(理学)
専門分野：量子情報、量子
光学、量子暗号
研究テーマ：量子情報理
論に関するオンライン講
義コンテンツを企画・作成
する業務に従事。また、こ
れと並行して、広い意味での量子プロセッサ実装、量
子力学における観測問題についての研究を行って
いる。

特任教授
根本 香絵
NEMOTO, Kae
量子情報国際研究センター長
博士（理学）
専門分野：量子情報および
量子計算／量子光学／理論
物理学
研究テーマ：量子コン
ピュータが生み出す新し
い物理の創造と発見、それらの応用へ向けた研究を
行っている。また、スケーラブルな量子情報システム
の理論的基礎および分散性のある量子情報システ
ムの構築により、拡張性のある量子情報システムの
実現と量子情報システムのもつ量子的本質を明ら
かにすることをめざす。

助教
藤井 海斗
FUJII, Kaito

博士（情報理工学）
専門分野：組合せ最適化
／機械学習／近似アルゴ
リズム／オンラインアル
ゴリズム
研究テーマ：組合せ最適
化問題を解くための効率
的なアルゴリズムについて研究している。特に、理
論的な近似保証をもつアルゴリズムの設計と、そ
の機械学習への応用に取り組んでいる。

准教授
平原 秀一
HIRAHARA, Shuichi

博士（情報理工学）
専門分野：計算量理論／
回路最小化問題／コルモ
ゴロフ記述量／平均時計
算量
研究テーマ：暗号の安全
性の基盤となる理論であ
る計算量理論を研究。回路最小化問題という問題
を研究の軸として、P対NP問題をはじめとした計算
の限界を明らかにするような未解決問題の解決を
めざす。

教授
井上 克巳
INOUE, Katsumi

博士（工学）
専門分野：人工知能／知
識表現・推論／機械学習
／論理プログラミング
研究テーマ：知能の原理
に近づく人工知能研究。
推論や学習のための理論
の構築、効率的なアルゴリズムの開発を通じて、科
学の発展や社会の理解に寄与することを目的とし
ている。

助教
小林 泰介
KOBAYASHI, Taisuke

博士（工学）
専門分野：ロボット制御／
強化学習／模倣学習／潜
在表現学習
研究テーマ：実世界で活
躍する知能ロボットのた
めの機械学習、特に経験
データより制御則を得る強化学習や模倣学習、ロ
ボットシステムの潜在モデルを表現・獲得するため
の技術開発に取り組んでいる。

准教授
松本 啓史
MATSUMOTO, Keiji

博士（数理科学）
専門分野：量子情報およ
び量子計算
研究テーマ：エンタングル
メントの研究に情報理論
的な考えを導入すること
で、定量化の可能性を探
る。量子と情報、ひいては物理学と情報科学を深い
レベルで融合させることによって、新しい概念の創
出を目標としている。

特任教授
佐藤 泰介
SATO, Taisuke

工学博士
専門分野：人工知能、確率
モデリング、神経回路的記
号処理
研究テーマ：確率と統合
され線形空間で動作する
論理に基づいた人工知能

特任教授
新田 克己
NITTA, Katsumi

工学博士
専門分野：人工知能、法情
報学、人間とエージェント
の対話
研究テーマ：コンピュータ
による交渉や議論の支
援、判例データの解析に
よる判決予測などの研究

教授
佐藤 健
SATOH, Ken

博士（理学）
専門分野：人工知能、ジュ
リス・インフォマティクス
研究テーマ：論理に基づく
人工知能の研究に長年従
事し、最近では、法律と情
報学の融合の新学問領域
のジュリス・インフォマティクスの研究の一環とし
て、民法の要件事実論の論理型言語PROLEGの実
装を行っている。

情報学プリンシプル研究系 2023/4/1現在
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先端モバイル駆動研究センター

最先端学術情報ネットワーク（SINET6）の高速性やローカル5Gの高機能なモバイル環境を活用したユースケース蓄積や高度なアプリ開発を基に次世
代の革新的な共用プラットフォームの創出を目指します。
センター長：黒橋 禎夫 NII所長
副センター長：吉田 進 京都大学名誉教授 
　　　　　　　鈴木 茂樹 YRP代表取締役社長

量子情報国際研究センター
https://qis1.ex.nii.ac.jp/qi/

量子情報科学と量子情報技術の国際的な最先端研究の拠点とし
て、量子情報科学を深化させ、量子情報技術の可能性を拓きま
す。出口を見据えた中長期的な研究を先導する、国際的な人材の
育成を推進します。
センター長：根本 香絵 情報学プリンシプル研究系特任教授

数理的高信頼ソフトウェアシステム研究センター

「JST ERATO蓮尾メタ数理システムデザインプロジェクト」の研
究拠点。ものづくりに、「形式手法」と呼ばれるソフトウェア工学の
知見を取り入れ、工業製品の仕様策定から設計、製造、保守に至
るまでの支援をめざします。
センター長：蓮尾 一郎 アーキテクチャ科学研究系教授
副センター長：石川 裕 アーキテクチャ科学研究系教授

ビッグデータ数理国際研究センター

「JST ERATO河原林巨大グラフプロジェクト」の研究拠点。高速ア
ルゴリズム開発を中心としたビッグデータの数理研究における世
界トップレベルの拠点として先端的研究と人材育成を推進します。
センター長：河原林 健一 情報学プリンシプル研究系教授
副センター長：𠮷田 悠一 情報学プリンシプル研究系教授

https://bigdata.nii.ac.jp/wp/

医療ビッグデータ研究センター

NIIが構築・運用する学術情報ネットワーク（SINET）を活用した
医療画像ビッグデータのクラウド基盤の構築と、収集した大量の
医療画像を解析し医師の診断を助ける人工知能（AI）の開発を進
めています。
センター長： 森 健策 NII客員教授
副センター長： 原田 達也 NII客員教授
  合田 憲人 学術基盤推進部部長・
  アーキテクチャ科学研究系教授
  佐藤 真一 コンテンツ科学研究系教授

http://research.nii.ac.jp/rc4mb/
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シンセティックメディア国際研究センター

人間中心のAI社会を実現するため、顔、音声などの多様なモダリ
ティを対象としたシンセティックメディアの生成、フェイクメディア
の検知、メディアの信頼性確保、意思決定支援のための研究開発
を推進します。
センター長：越前 功 情報社会相関研究系教授
副センター長：山岸 順一 コンテンツ科学研究系教授

http://research.nii.ac.jp/̃iechizen/synmediacenter/

教授
河原林｠健一
KAWARABAYASHI, Ken-ichi
ビッグデータ数理国際研究センター長
博士（理学）
専門分野：離散数学におけ
るグラフ彩色問題／グラ
フ構造理論とアルゴリズ
ム／ネットワークフローと
パス問題
研究テーマ：離散数学、特に「グラフ理論」および「理
論計算機科学」領域を研究。「離散グラフ理論」分野
では世界的な研究をしている。数学的な理論が必
要になるテーマは多く、実社会のニーズに応えるこ
とにも興味がある。

准教授
岸田 昌子
KISHIDA, Masako

Ph.D.
専門分野：制御理論、連続
最適化
研究テーマ：不確かさに
注目した制御と最適化に
関する数理的手法を研
究。最近は特に、通信を介
して制御を行う「ネットワーク化制御」における新し
い理論の構築と種々の問題解決のための数理的ア
プローチの開発をめざしている。

特任准教授
吾妻 広夫
AZUMA, Hiroo

博士(理学)
専門分野：量子情報、量子
光学、量子暗号
研究テーマ：量子情報理
論に関するオンライン講
義コンテンツを企画・作成
する業務に従事。また、こ
れと並行して、広い意味での量子プロセッサ実装、量
子力学における観測問題についての研究を行って
いる。

特任教授
根本 香絵
NEMOTO, Kae
量子情報国際研究センター長
博士（理学）
専門分野：量子情報および
量子計算／量子光学／理論
物理学
研究テーマ：量子コン
ピュータが生み出す新し
い物理の創造と発見、それらの応用へ向けた研究を
行っている。また、スケーラブルな量子情報システム
の理論的基礎および分散性のある量子情報システ
ムの構築により、拡張性のある量子情報システムの
実現と量子情報システムのもつ量子的本質を明ら
かにすることをめざす。

助教
藤井 海斗
FUJII, Kaito

博士（情報理工学）
専門分野：組合せ最適化
／機械学習／近似アルゴ
リズム／オンラインアル
ゴリズム
研究テーマ：組合せ最適
化問題を解くための効率
的なアルゴリズムについて研究している。特に、理
論的な近似保証をもつアルゴリズムの設計と、そ
の機械学習への応用に取り組んでいる。

准教授
平原 秀一
HIRAHARA, Shuichi

博士（情報理工学）
専門分野：計算量理論／
回路最小化問題／コルモ
ゴロフ記述量／平均時計
算量
研究テーマ：暗号の安全
性の基盤となる理論であ
る計算量理論を研究。回路最小化問題という問題
を研究の軸として、P対NP問題をはじめとした計算
の限界を明らかにするような未解決問題の解決を
めざす。

教授
井上 克巳
INOUE, Katsumi

博士（工学）
専門分野：人工知能／知
識表現・推論／機械学習
／論理プログラミング
研究テーマ：知能の原理
に近づく人工知能研究。
推論や学習のための理論
の構築、効率的なアルゴリズムの開発を通じて、科
学の発展や社会の理解に寄与することを目的とし
ている。

助教
小林 泰介
KOBAYASHI, Taisuke

博士（工学）
専門分野：ロボット制御／
強化学習／模倣学習／潜
在表現学習
研究テーマ：実世界で活
躍する知能ロボットのた
めの機械学習、特に経験
データより制御則を得る強化学習や模倣学習、ロ
ボットシステムの潜在モデルを表現・獲得するため
の技術開発に取り組んでいる。

准教授
松本 啓史
MATSUMOTO, Keiji

博士（数理科学）
専門分野：量子情報およ
び量子計算
研究テーマ：エンタングル
メントの研究に情報理論
的な考えを導入すること
で、定量化の可能性を探
る。量子と情報、ひいては物理学と情報科学を深い
レベルで融合させることによって、新しい概念の創
出を目標としている。

特任教授
佐藤 泰介
SATO, Taisuke

工学博士
専門分野：人工知能、確率
モデリング、神経回路的記
号処理
研究テーマ：確率と統合
され線形空間で動作する
論理に基づいた人工知能

特任教授
新田 克己
NITTA, Katsumi

工学博士
専門分野：人工知能、法情
報学、人間とエージェント
の対話
研究テーマ：コンピュータ
による交渉や議論の支
援、判例データの解析に
よる判決予測などの研究

教授
佐藤 健
SATOH, Ken

博士（理学）
専門分野：人工知能、ジュ
リス・インフォマティクス
研究テーマ：論理に基づく
人工知能の研究に長年従
事し、最近では、法律と情
報学の融合の新学問領域
のジュリス・インフォマティクスの研究の一環とし
て、民法の要件事実論の論理型言語PROLEGの実
装を行っている。

情報学プリンシプル研究系 2023/4/1現在
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教授
福田｠健介
FUKUDA, Kensuke
先端ICTセンター長
博士（工学）

専門分野：インターネット
トラフィック測定、解析お
よびモデリングに関する
研究／ネットワーク科学に
関する研究 
研究テーマ：自律分散型のシステムであるインター
ネット。ネットワーク上を流れるデータをどのように
測定・解析・モデル化し、より安全かつ効率的な制御
に役立てるかについて研究を進めている。

教授
合田｠憲人
AIDA, Kento
学術基盤推進部部長
クラウド基盤研究開発センター長
医療ビッグデータ研究センター 副センター長
博士（工学）
専門分野：クラウドコン
ピューティング／IoT／並
列・分散計算
研究テーマ：ネットワーク
に接続された複数の計算資源を一体的に活用する
ための並列・分散計算基盤技術について研究。クラ
ウド、IoTなどの高度な情報基盤整備における活用
が期待される。

特任助教
エバーハート｠
クロビス
EBERHART, Clovis
Ph.D.
専門分野：形式手法、プロ
グラミング言語の意味
論、数理論理学
研究テーマ：最近の研究
として、特に、物理システ
ムとサイバーフィジカルシステム、ならびに不確定
要素が含まれるシステムに関する仕様と検証に重
点的に取り組む。

専門分野：自動運転／サ
イバーフィジカルシステム
／リアルタイム組込システ
ム／Internet-of-Things
研究テーマ：自動運転・自
律移動ロボットのためのリ
アルタイムシステム・計算基盤の研究を行う。タス
クのスケジューリング・計算資源の割当を追求し、
計算機内部と現実世界が密な「サイバーフィジカル
システム」の実現をめざす。

助教
青木 俊介
AOKI, Shunsuke

Ph.D.

准教授
杉山 麿人
SUGIYAMA, Mahito

博士（情報学）
専門分野：機械学習／
データマイニング
研究テーマ：機械学習の
理論を中心として、データ
マイニングや統計などの
データ解析手法に関する
基礎理論および実践的技術を研究する。特に、デー
タから得られた情報の信頼性を担保するための理
論を大切にする。

教授
武田｠英明
TAKEDA, Hideaki
研究主幹
工学博士
専門分野：知識共有シス
テム／セマンティックウェ
ブ／設計学
研究テーマ：社会と共存・
共創する人工知能がテー
マ。人間とコンピュータの間でスムーズな情報共有
を可能とするセマンティックウェブの研究として、大
規模ナレッジグラフの構築やその応用を手がける。

2023/4/1現在

教授
宇野 毅明
UNO, Takeaki

博士（理学）
専門分野：データマイニング
やゲノム情報学での大規模計
算の高速化アルゴリズムの開
発／離散、特に列挙アルゴリズ
ムの計算量解析スケジューリン
グ、施設配置など産業用計算モ
デルの構築と高速解法の研究
研究テーマ：大量のデータを短時間で処理できるプロ
グラム技術(アルゴリズム)の理論と、データの特徴を効
果的に見つけ出し、データを分かりやすくする技術を研
究。婚活、広告、新聞記事、腸内細菌など多くの応用あり。

教授
𠮷田 悠一
YOSHIDA, Yuichi
ビッグデータ数理国際研究センター
副センター長
博士（情報学）
専門分野：定数時間アル
ゴリズム／制約充足問題
／離散最適化／スペクト
ラルグラフ理論
研究テーマ：大規模データを高速に解析するため
のアルゴリズムを理論・応用の両面から研究してい
る。乱択計算や離散最適化などの理論的な道具を
用いることで、計算時間や精度に理論保証を付け
ることを重視している。

准教授
添田 彬仁
SOEDA, Akihito

博士（理学）
専門分野：量子情報理論。
量子アルゴリズム。高階量
子情報処理。
研究テーマ：現在開発中
の量子情報処理システム
の実験結果を踏まえ、大
規模な量子情報処理の実現を目指した量子情報理
論研究。特に「高階量子情報処理」という観点より
研究を推進する。

教授
龍田｠真
TATSUTA, Makoto

博士（理学）
専門分野：ソフトウェア検
証／分離論理／プログラ
ム理論／型理論／構成的
論理
研究テーマ：プログラミン
グ言語の「型」の理論を抽
象化した「型理論」を研究。重要かつ困難な型理論
の未解決問題22題のうち、2007年に20番目の問
題を解くことに成功。研究成果は大規模、高品質の
プログラムの実現に活かせる。

助教
志垣 俊介
SHIGAKI, Shunsuke

博士（工学）
専門分野：知能ロボット／
神経行動学／システム同
定
研究テーマ：実環境で知
的に振る舞うことのでき
るロボットシステムを構築
するための実現手法確立を目指す。具体的には、生
物が有する知能を抽出し，工学的に再構成すること
に取り組んでいる。

情報学プリンシプル研究系

専門分野：サーチベースド
テスティング、自動運転、
自動修復、ソフトウェアプ
ロダクトライン
研究テーマ：自動運転シ
ステムのような複雑なシ
ステムのテストに関する研究に従事。サーチベース
ドアプローチにより、効率的にテストを生成し、正確
なオラクルの欠如のような課題に取り組む。

特任准教授
アルカイニ パオロ
ARCAINI, Paolo

Ph.D.

専門分野：計算機アーキ
テクチャ、分散システム、ク
ラウドコンピューティング
研究テーマ：次世代学術
研究プラットフォーム NII 
Research Data Cloud 
に統合されたデータ解析機能・計算再現パッケー
ジ機能の開発に取り組んでいます。

准教授
藤原 一毅
FUJIWARA, Ikki

博士（情報学）

教授
五島｠正裕
GOSHIMA, Masahiro

博士（情報学）
専門分野：プロセッサアー
キテクチャ／メモリアーキ
テクチャ／デジタル回路
技術
研究テーマ：コンピュータ
のたゆまぬ高速化は情報
社会の発展の礎である。この10年でも、クロック速
度はほぼ一定のままだが、実効速度は10倍となっ
た。このような高速化をさらに10年、20年と延長す
るための研究を続ける。

教授
蓮尾 一郎
HASUO, Ichiro
数理的高信頼ソフトウェア
システム研究センター長
博士（計算機科学）
専門分野：情報学基礎／
計算機システム・ネット
ワーク／代数学
研究テーマ：ソフトウェア
設計のための数理的技法（形式手法と呼ばれる）の
研究。形式手法の数学的理論を追究し抽象化・一般
化を行うことで、応用面でソフトウェアの範疇を超
越し、工業製品設計などへの広範囲な適用を実現。

特任助教
平澤 将一
HIRASAWA, Shoichi

博士(情報学)
専門分野：コンピュータシ
ステム、プログラミング言
語処理、自動チューニング
研究テーマ：計算機アー
キテクチャ、特に相互結合
網のおけるルーティング
処理の遅延削減および、複雑な性能パラメータを
持つ計算機システム全体に対して高速な探索によ
り高性能・高効率を目指す最適化技術の研究を
行っている。

准教授
石川｠冬樹
ISHIKAWA, Fuyuki
先端ソフトウェア工学・国際研究センター
副センター長
博士（情報理工学）
専門分野：ソフトウェア工
学／テスティング／形式
手法／自律・スマートシス
テム／サイバーフィジカル
システム／機械学習工学
研究テーマ：「スマートなシステム・スマートなディ
ペンダビリティ保証」がキャッチフレーズ。先端AIシ
ステムに対し、要求や設計に関するモデルと、シミュ
レーターやブラックボックスの実装の双方に対し、自
動テスト生成や最適化、形式検証、デバッグなどの研
究に取り組む。

専門分野：システムソフト
ウェア／オペレーティング
システム／サイバーセ
キュリティ／並列分散処理
研究テーマ：サイバーセキュリティのためのシステ
ムソフトウェア研究を行っている。研究テーマとし
て、脅威分析に基づく脆弱性解析、トラステッド実行
環境、強制アクセス制御、実行時モニタリングおよ
び実行制御などがある。

教授
石川 裕
ISHIKAWA, Yutaka
数理的高信頼ソフトウェア
システム研究センター 副センター長
博士(工学)専門分野：情報科学基礎、

ソフトウェア
研究テーマ：プログラミン
グ言語とソフトウェア工学
全般、特に関数型プログ
ラミング、双方向変換、ド
メイン固有言語に関する研究に従事。

特任教授
胡 振江
HU, Zhenjiang

博士（工学）
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教授
福田｠健介
FUKUDA, Kensuke
先端ICTセンター長
博士（工学）

専門分野：インターネット
トラフィック測定、解析お
よびモデリングに関する
研究／ネットワーク科学に
関する研究 
研究テーマ：自律分散型のシステムであるインター
ネット。ネットワーク上を流れるデータをどのように
測定・解析・モデル化し、より安全かつ効率的な制御
に役立てるかについて研究を進めている。

教授
合田｠憲人
AIDA, Kento
学術基盤推進部部長
クラウド基盤研究開発センター長
医療ビッグデータ研究センター 副センター長
博士（工学）
専門分野：クラウドコン
ピューティング／IoT／並
列・分散計算
研究テーマ：ネットワーク
に接続された複数の計算資源を一体的に活用する
ための並列・分散計算基盤技術について研究。クラ
ウド、IoTなどの高度な情報基盤整備における活用
が期待される。

特任助教
エバーハート｠
クロビス
EBERHART, Clovis
Ph.D.
専門分野：形式手法、プロ
グラミング言語の意味
論、数理論理学
研究テーマ：最近の研究
として、特に、物理システ
ムとサイバーフィジカルシステム、ならびに不確定
要素が含まれるシステムに関する仕様と検証に重
点的に取り組む。

専門分野：自動運転／サ
イバーフィジカルシステム
／リアルタイム組込システ
ム／Internet-of-Things
研究テーマ：自動運転・自
律移動ロボットのためのリ
アルタイムシステム・計算基盤の研究を行う。タス
クのスケジューリング・計算資源の割当を追求し、
計算機内部と現実世界が密な「サイバーフィジカル
システム」の実現をめざす。

助教
青木 俊介
AOKI, Shunsuke

Ph.D.

准教授
杉山 麿人
SUGIYAMA, Mahito

博士（情報学）
専門分野：機械学習／
データマイニング
研究テーマ：機械学習の
理論を中心として、データ
マイニングや統計などの
データ解析手法に関する
基礎理論および実践的技術を研究する。特に、デー
タから得られた情報の信頼性を担保するための理
論を大切にする。

教授
武田｠英明
TAKEDA, Hideaki
研究主幹
工学博士
専門分野：知識共有シス
テム／セマンティックウェ
ブ／設計学
研究テーマ：社会と共存・
共創する人工知能がテー
マ。人間とコンピュータの間でスムーズな情報共有
を可能とするセマンティックウェブの研究として、大
規模ナレッジグラフの構築やその応用を手がける。

2023/4/1現在

教授
宇野 毅明
UNO, Takeaki

博士（理学）
専門分野：データマイニング
やゲノム情報学での大規模計
算の高速化アルゴリズムの開
発／離散、特に列挙アルゴリズ
ムの計算量解析スケジューリン
グ、施設配置など産業用計算モ
デルの構築と高速解法の研究
研究テーマ：大量のデータを短時間で処理できるプロ
グラム技術(アルゴリズム)の理論と、データの特徴を効
果的に見つけ出し、データを分かりやすくする技術を研
究。婚活、広告、新聞記事、腸内細菌など多くの応用あり。

教授
𠮷田 悠一
YOSHIDA, Yuichi
ビッグデータ数理国際研究センター
副センター長
博士（情報学）
専門分野：定数時間アル
ゴリズム／制約充足問題
／離散最適化／スペクト
ラルグラフ理論
研究テーマ：大規模データを高速に解析するため
のアルゴリズムを理論・応用の両面から研究してい
る。乱択計算や離散最適化などの理論的な道具を
用いることで、計算時間や精度に理論保証を付け
ることを重視している。

准教授
添田 彬仁
SOEDA, Akihito

博士（理学）
専門分野：量子情報理論。
量子アルゴリズム。高階量
子情報処理。
研究テーマ：現在開発中
の量子情報処理システム
の実験結果を踏まえ、大
規模な量子情報処理の実現を目指した量子情報理
論研究。特に「高階量子情報処理」という観点より
研究を推進する。

教授
龍田｠真
TATSUTA, Makoto

博士（理学）
専門分野：ソフトウェア検
証／分離論理／プログラ
ム理論／型理論／構成的
論理
研究テーマ：プログラミン
グ言語の「型」の理論を抽
象化した「型理論」を研究。重要かつ困難な型理論
の未解決問題22題のうち、2007年に20番目の問
題を解くことに成功。研究成果は大規模、高品質の
プログラムの実現に活かせる。

助教
志垣 俊介
SHIGAKI, Shunsuke

博士（工学）
専門分野：知能ロボット／
神経行動学／システム同
定
研究テーマ：実環境で知
的に振る舞うことのでき
るロボットシステムを構築
するための実現手法確立を目指す。具体的には、生
物が有する知能を抽出し，工学的に再構成すること
に取り組んでいる。

情報学プリンシプル研究系

専門分野：サーチベースド
テスティング、自動運転、
自動修復、ソフトウェアプ
ロダクトライン
研究テーマ：自動運転シ
ステムのような複雑なシ
ステムのテストに関する研究に従事。サーチベース
ドアプローチにより、効率的にテストを生成し、正確
なオラクルの欠如のような課題に取り組む。

特任准教授
アルカイニ パオロ
ARCAINI, Paolo

Ph.D.

専門分野：計算機アーキ
テクチャ、分散システム、ク
ラウドコンピューティング
研究テーマ：次世代学術
研究プラットフォーム NII 
Research Data Cloud 
に統合されたデータ解析機能・計算再現パッケー
ジ機能の開発に取り組んでいます。

准教授
藤原 一毅
FUJIWARA, Ikki

博士（情報学）

教授
五島｠正裕
GOSHIMA, Masahiro

博士（情報学）
専門分野：プロセッサアー
キテクチャ／メモリアーキ
テクチャ／デジタル回路
技術
研究テーマ：コンピュータ
のたゆまぬ高速化は情報
社会の発展の礎である。この10年でも、クロック速
度はほぼ一定のままだが、実効速度は10倍となっ
た。このような高速化をさらに10年、20年と延長す
るための研究を続ける。

教授
蓮尾 一郎
HASUO, Ichiro
数理的高信頼ソフトウェア
システム研究センター長
博士（計算機科学）
専門分野：情報学基礎／
計算機システム・ネット
ワーク／代数学
研究テーマ：ソフトウェア
設計のための数理的技法（形式手法と呼ばれる）の
研究。形式手法の数学的理論を追究し抽象化・一般
化を行うことで、応用面でソフトウェアの範疇を超
越し、工業製品設計などへの広範囲な適用を実現。

特任助教
平澤 将一
HIRASAWA, Shoichi

博士(情報学)
専門分野：コンピュータシ
ステム、プログラミング言
語処理、自動チューニング
研究テーマ：計算機アー
キテクチャ、特に相互結合
網のおけるルーティング
処理の遅延削減および、複雑な性能パラメータを
持つ計算機システム全体に対して高速な探索によ
り高性能・高効率を目指す最適化技術の研究を
行っている。

准教授
石川｠冬樹
ISHIKAWA, Fuyuki
先端ソフトウェア工学・国際研究センター
副センター長
博士（情報理工学）
専門分野：ソフトウェア工
学／テスティング／形式
手法／自律・スマートシス
テム／サイバーフィジカル
システム／機械学習工学
研究テーマ：「スマートなシステム・スマートなディ
ペンダビリティ保証」がキャッチフレーズ。先端AIシ
ステムに対し、要求や設計に関するモデルと、シミュ
レーターやブラックボックスの実装の双方に対し、自
動テスト生成や最適化、形式検証、デバッグなどの研
究に取り組む。

専門分野：システムソフト
ウェア／オペレーティング
システム／サイバーセ
キュリティ／並列分散処理
研究テーマ：サイバーセキュリティのためのシステ
ムソフトウェア研究を行っている。研究テーマとし
て、脅威分析に基づく脆弱性解析、トラステッド実行
環境、強制アクセス制御、実行時モニタリングおよ
び実行制御などがある。

教授
石川 裕
ISHIKAWA, Yutaka
数理的高信頼ソフトウェア
システム研究センター 副センター長
博士(工学)専門分野：情報科学基礎、

ソフトウェア
研究テーマ：プログラミン
グ言語とソフトウェア工学
全般、特に関数型プログ
ラミング、双方向変換、ド
メイン固有言語に関する研究に従事。

特任教授
胡 振江
HU, Zhenjiang

博士（工学）
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コンテンツ科学
研究系

教授
相澤｠彰子
AIZAWA, Akiko
所長補佐／副所長
知識コンテンツ科学研究センター長
博士（工学）
専門分野：自然言語解析と
言語資源の自動構築／テキ
ストのマイニングと知識検索
／知的言語インターフェース
研究テーマ：自然言語で書かれたテキストを計算機
で解析して知識を獲得・利用するための手法、語彙
の獲得や情報の同一性判定や文書の構造解析など
の基盤技術、および、人間の文章の読み書きを支援
するためのインターフェースに関する研究。

専門分野：プログラミング
言語意味論／計算と検証
の理論
研究テーマ：意味論とはプ
ログラミング言語やシス
テムの数理モデルを構築
し、検証に応用する分野である。この中で圏論を応
用した数理モデルの構築と、ソフトウェア検証への
応用を研究。

特任教授
勝股 審也
KATSUMATA, Shinya

Ph.D.

専門分野：並列・分散処理
／クラウド基盤技術／IoT
／サイバーフィジカルシ
ステム
研究テーマ：モバイル環
境からクラウドまで複数の計算機を安全に接続し、
高度な解析を容易にする新しい情報基盤の構築を
めざす。高効率なIoTデータ収集・解析プログラム
の開発支援ソフトウェアやコンテナ型仮想化を用
いた計算環境構築技術を研究・開発している。

准教授
関山 太朗
SEKIYAMA, Taro

博士（情報学）
専門分野：プログラミング
言語理論／型システム／
プログラム検証
研究テーマ：型システムを
用いたプログラム検証
（特に静的検査と動的検
査の融合を目指す漸進的型付け、副作用を解析す
るための効果システム、限定継続の柔軟な操作を
許容する型システム）やIoTシステムのための形式
手法。

教授
鯉渕 道紘
KOIBUCHI, Michihiro

博士（工学）
専門分野：計算機システ
ム・ネットワーク／相互結
合網/計算機アーキテク
チャ
研究テーマ：並列計算機
システムにおけるグラフ
理論、システム設計技術、光通信技術を融合した
相互結合網の研究を行っている．これまでに、ラン
ダム性を導入したネットワーク構成法、光無線通
信アーキテクチャなどを考案した。

教授
竹房 あつ子
TAKEFUSA, Atsuko
クラウド支援室長
博士（理学）

助教
加藤｠弘之
KATO, Hiroyuki

博士（工学）
専門分野：データベースプ
ログラミング言語／ビュー
更新問題／問合せ最適化
研究テーマ：既存の複数
のシステムを連携するこ
とで、今までにない新しい
価値が生まれる。そのための要素技術や基盤技術
に関する研究をデータベースプログラミング言語
的観点からすすめている。

アーキテクチャ科学研究系

専門分野：無線通信工学
／モバイルネットワーク／
IoT通信ネットワーク／
LPWA
研究テーマ：データ量の
爆発的増加が予想される一方、無線資源である周
波数は限界を迎えている。問題解決に向けて、次世
代移動体通信やIoTシステムでの無線資源割当て
最適化、超多数接続を実現する無線アクセス法を
研究。

教授
栗本 崇
KURIMOTO, Takashi

学術ネットワーク研究開発センター
副センター長
SINET利用推進室長
博士（工学）

専門分野：ネットワークシ
ステムアーキテクチャ／
ネットワークプロトコル
研究テーマ：信頼性・安定性向上やコスト削減をめ
ざし、NFV/SDN等の技術を用いた新たなネット
ワークサービスの研究を行っている。またSINETと
連携することで安全かつ高速なネットワークサービ
スの具体化をめざす。

教授
高倉 弘喜
TAKAKURA, Hiroki
ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発
センター長
博士（工学）
専門分野：サイバーセキュ
リティ／高信頼ネットワー
ク／異常検知／抗堪性管理
研究テーマ：年々巧妙化す
るサイバー攻撃に対し、被害発生を未然に防ぐ技
術、ダメージコントロールによる被害の影響を最小
限に留める技術、組織運用の縮退により業務を継続
する技術により、抗堪性のある組織運営を実現する。

特任助教
河野｠隆太
KAWANO, Ryuta

博士(工学)
専門分野：Interconnec
tion Networks, Dead
lock - f r ee  Rou t i ng ,  
H i gh  Pe r f o rmance  
Computing
研究テーマ：理論上最高
の通信性能を達成するスパコン・データセンタ向け
マシン間ネットワークを実用化させるための、高性
能かつ拡張性の高いパケット・ルーティング手法の
開発

准教授
金子 めぐみ
KANEKO, Megumi

Ph.D.（工学）
HDR（フランス教授資格）

准教授
坂根 栄作
SAKANE, Eisaku

学術認証推進室長
博士（理学）

専門分野：認証／アクセ
ス制御／サービス構築基
盤技術
研究テーマ：多様化する
オンラインサービスを安
全かつ効率的に利活用するための本人同定、認証
認可技術、運用管理、相互運用技術を研究。多種多
様な学術研究活動に資する、より高度な認証連携
基盤の構築をめざす。

助教
清水 さや子
SHIMIZU, Sayako

博士（情報学）
専門分野：認証認可／情
報セキュリティ／システム
運用技術／データサイエ
ンス
研究テーマ：様々なサー
ビスを提供するにあたっ
て求められる、より信頼性の高い認証とそれに関連
する情報を扱うための技術を研究するとともに、
NIIの認証関連サービスに反映することを目指す。

教授
漆谷｠重雄
URUSHIDANI, Shigeo
副所長
学術ネットワーク研究開発センター長
博士（工学）
専門分野：マルチレイヤ
ネットワークにおける動的資
源最適化制御／ユニバーサ
ルシステムアーキテクチャ
研究テーマ：SINET上での実用化を目標とした革
新的なネットワークアーキテクチャならびにサービ
ス制御・管理技術。システムベンダーとの連携によ
りNII独自／学術特有のネットワーク機能や新サー
ビスなどを展開。

特任助教
クーパー エリカ
COOPER, Erica

Ph.D.
専門分野：音声情報処理、
音声合成、機械学習
研究テーマ：低資源言語・
方言などにおける音声合
成及び音声クローニング
技術。合成音声の自動品
質評価。音楽合成など。

助教
淺野 祐太
ASANO, Yuta

博士(工学)
専門分野：光学的物理モ
デルに基づくコンピュー
タビジョン／コンピュテー
ショナルフォトグラフィー
／医療画像解析
研究テーマ：物理的光学
特性を特徴量として活用した画像処理技術の研究
に取り組む。特に、光の吸収・散乱の影響に着目し
た海中の画像鮮明化や深度推定、光の吸収・偏光
に着目した医療診断用の疾患部の可視化技術の実
現を目指す。

専門分野：マルセメディア
／集合知、データサイエ
ンス、超大型データベース
研究テーマ：分散型の集
合知ベースのアプリケー
ション、インテリジェント
フードと料理のレシピ、CIベースのセマンティック
およびソーシャルメディアエコシステム、コミュニ
ティの行動の検出、早期ストレスの検出とモニタリ
ング。

准教授
アンドレス｠フレデリック
ANDRES, Frederic

Ph.D.／HDR（フランス教授資格）

教授
計 宇生
JI, Yusheng
研究主幹
博士（工学）
専門分野：ネットワーク資
源管理／サービス品質制
御／モバイルコンピュー
ティング
研究テーマ：さまざまな先
進的社会活動の基盤となる情報通信ネットワークの
資源管理、アクセス制御と品質管理の方法について
研究し、多様なアプリケーションの要求を支え、高品
質・大容量・高効率なシステムの実現をめざす。
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コンテンツ科学
研究系

教授
相澤｠彰子
AIZAWA, Akiko
所長補佐／副所長
知識コンテンツ科学研究センター長
博士（工学）
専門分野：自然言語解析と
言語資源の自動構築／テキ
ストのマイニングと知識検索
／知的言語インターフェース
研究テーマ：自然言語で書かれたテキストを計算機
で解析して知識を獲得・利用するための手法、語彙
の獲得や情報の同一性判定や文書の構造解析など
の基盤技術、および、人間の文章の読み書きを支援
するためのインターフェースに関する研究。

専門分野：プログラミング
言語意味論／計算と検証
の理論
研究テーマ：意味論とはプ
ログラミング言語やシス
テムの数理モデルを構築
し、検証に応用する分野である。この中で圏論を応
用した数理モデルの構築と、ソフトウェア検証への
応用を研究。

特任教授
勝股 審也
KATSUMATA, Shinya

Ph.D.

専門分野：並列・分散処理
／クラウド基盤技術／IoT
／サイバーフィジカルシ
ステム
研究テーマ：モバイル環
境からクラウドまで複数の計算機を安全に接続し、
高度な解析を容易にする新しい情報基盤の構築を
めざす。高効率なIoTデータ収集・解析プログラム
の開発支援ソフトウェアやコンテナ型仮想化を用
いた計算環境構築技術を研究・開発している。

准教授
関山 太朗
SEKIYAMA, Taro

博士（情報学）
専門分野：プログラミング
言語理論／型システム／
プログラム検証
研究テーマ：型システムを
用いたプログラム検証
（特に静的検査と動的検
査の融合を目指す漸進的型付け、副作用を解析す
るための効果システム、限定継続の柔軟な操作を
許容する型システム）やIoTシステムのための形式
手法。

教授
鯉渕 道紘
KOIBUCHI, Michihiro

博士（工学）
専門分野：計算機システ
ム・ネットワーク／相互結
合網/計算機アーキテク
チャ
研究テーマ：並列計算機
システムにおけるグラフ
理論、システム設計技術、光通信技術を融合した
相互結合網の研究を行っている．これまでに、ラン
ダム性を導入したネットワーク構成法、光無線通
信アーキテクチャなどを考案した。

教授
竹房 あつ子
TAKEFUSA, Atsuko
クラウド支援室長
博士（理学）

助教
加藤｠弘之
KATO, Hiroyuki

博士（工学）
専門分野：データベースプ
ログラミング言語／ビュー
更新問題／問合せ最適化
研究テーマ：既存の複数
のシステムを連携するこ
とで、今までにない新しい
価値が生まれる。そのための要素技術や基盤技術
に関する研究をデータベースプログラミング言語
的観点からすすめている。

アーキテクチャ科学研究系

専門分野：無線通信工学
／モバイルネットワーク／
IoT通信ネットワーク／
LPWA
研究テーマ：データ量の
爆発的増加が予想される一方、無線資源である周
波数は限界を迎えている。問題解決に向けて、次世
代移動体通信やIoTシステムでの無線資源割当て
最適化、超多数接続を実現する無線アクセス法を
研究。

教授
栗本 崇
KURIMOTO, Takashi

学術ネットワーク研究開発センター
副センター長
SINET利用推進室長
博士（工学）

専門分野：ネットワークシ
ステムアーキテクチャ／
ネットワークプロトコル
研究テーマ：信頼性・安定性向上やコスト削減をめ
ざし、NFV/SDN等の技術を用いた新たなネット
ワークサービスの研究を行っている。またSINETと
連携することで安全かつ高速なネットワークサービ
スの具体化をめざす。

教授
高倉 弘喜
TAKAKURA, Hiroki
ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発
センター長
博士（工学）
専門分野：サイバーセキュ
リティ／高信頼ネットワー
ク／異常検知／抗堪性管理
研究テーマ：年々巧妙化す
るサイバー攻撃に対し、被害発生を未然に防ぐ技
術、ダメージコントロールによる被害の影響を最小
限に留める技術、組織運用の縮退により業務を継続
する技術により、抗堪性のある組織運営を実現する。

特任助教
河野｠隆太
KAWANO, Ryuta

博士(工学)
専門分野：Interconnec
tion Networks, Dead
lock - f r ee  Rou t i ng ,  
H i gh  Pe r f o rmance  
Computing
研究テーマ：理論上最高
の通信性能を達成するスパコン・データセンタ向け
マシン間ネットワークを実用化させるための、高性
能かつ拡張性の高いパケット・ルーティング手法の
開発

准教授
金子 めぐみ
KANEKO, Megumi

Ph.D.（工学）
HDR（フランス教授資格）

准教授
坂根 栄作
SAKANE, Eisaku

学術認証推進室長
博士（理学）

専門分野：認証／アクセ
ス制御／サービス構築基
盤技術
研究テーマ：多様化する
オンラインサービスを安
全かつ効率的に利活用するための本人同定、認証
認可技術、運用管理、相互運用技術を研究。多種多
様な学術研究活動に資する、より高度な認証連携
基盤の構築をめざす。

助教
清水 さや子
SHIMIZU, Sayako

博士（情報学）
専門分野：認証認可／情
報セキュリティ／システム
運用技術／データサイエ
ンス
研究テーマ：様々なサー
ビスを提供するにあたっ
て求められる、より信頼性の高い認証とそれに関連
する情報を扱うための技術を研究するとともに、
NIIの認証関連サービスに反映することを目指す。

教授
漆谷｠重雄
URUSHIDANI, Shigeo
副所長
学術ネットワーク研究開発センター長
博士（工学）
専門分野：マルチレイヤ
ネットワークにおける動的資
源最適化制御／ユニバーサ
ルシステムアーキテクチャ
研究テーマ：SINET上での実用化を目標とした革
新的なネットワークアーキテクチャならびにサービ
ス制御・管理技術。システムベンダーとの連携によ
りNII独自／学術特有のネットワーク機能や新サー
ビスなどを展開。

特任助教
クーパー エリカ
COOPER, Erica

Ph.D.
専門分野：音声情報処理、
音声合成、機械学習
研究テーマ：低資源言語・
方言などにおける音声合
成及び音声クローニング
技術。合成音声の自動品
質評価。音楽合成など。

助教
淺野 祐太
ASANO, Yuta

博士(工学)
専門分野：光学的物理モ
デルに基づくコンピュー
タビジョン／コンピュテー
ショナルフォトグラフィー
／医療画像解析
研究テーマ：物理的光学
特性を特徴量として活用した画像処理技術の研究
に取り組む。特に、光の吸収・散乱の影響に着目し
た海中の画像鮮明化や深度推定、光の吸収・偏光
に着目した医療診断用の疾患部の可視化技術の実
現を目指す。

専門分野：マルセメディア
／集合知、データサイエ
ンス、超大型データベース
研究テーマ：分散型の集
合知ベースのアプリケー
ション、インテリジェント
フードと料理のレシピ、CIベースのセマンティック
およびソーシャルメディアエコシステム、コミュニ
ティの行動の検出、早期ストレスの検出とモニタリ
ング。

准教授
アンドレス｠フレデリック
ANDRES, Frederic

Ph.D.／HDR（フランス教授資格）

教授
計 宇生
JI, Yusheng
研究主幹
博士（工学）
専門分野：ネットワーク資
源管理／サービス品質制
御／モバイルコンピュー
ティング
研究テーマ：さまざまな先
進的社会活動の基盤となる情報通信ネットワークの
資源管理、アクセス制御と品質管理の方法について
研究し、多様なアプリケーションの要求を支え、高品
質・大容量・高効率なシステムの実現をめざす。

2023/4/1現在
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教授
山岸 順一
YAMAGISHI, Junichi
シンセティックメディア国際研究センター
副センター長
博士（工学）
専門分野：音声情報処理
／音声合成／話者照合／
メディアフォレンジック／
機械学習
研究テーマ：声、顔、文章など個人の特性や特徴を
機械学習により再現（デジタルクローン）し、パーソ
ナルアバターなど新たな応用例を模索すると同時
に、生体認証の生体検知技術などセキュリティやプ
ライバシーを両立させる枠組みを検討。

教授
佐藤｠いまり
SATO, Imari
研究主幹
博士（学際情報学）
専門分野：物理ベースドビ
ジョンに基づく物体の形
状および反射特性の解析
研究テーマ：光は、現実世
界の物体に作用し、反射、
屈折、吸収、散乱などの光学的過程を繰り返しなが
ら伝搬する。相互反射や内部散乱、吸収／発光と
いった複雑な光のふるまいの伝搬モデルに着目し
た物体認識、状態解析、医療分野解析に取り組んで
いる。

教授
佐藤｠真一
SATOH, Shin'ichi
医療ビッグデータ研究センター
副センター長
工学博士

専門分野：放送映像アーカ
イブを用いた映像解析・検
索・情報発見に関する研究／
画像検索に関する研究
研究テーマ：人間と同じように、動画が持つ意味を
理解できる視覚システムの構築。顔の映像から名
前を判別する技術や、動画に写るモノ・コトからの
検索技術を確立させる。海外の研究開発プロジェ
クトにも加わり、技術を磨く。

教授
杉本｠晃宏
SUGIMOTO, Akihiro
副所長
博士（工学）

専門分野：日常生活環境に
おける人間の行動計測技術
の研究開発／RGB-Dカメラ
を用いた実時間3次元環境復
元／離散コンピュータビジョ
ンの構築 
研究テーマ：「視る」とはどういうことかを念頭に、
視覚情報処理における理論研究からシステム構築
に至るまで幅広く取り組む。特に、数理工学の立場
からコンピュータビジョンにおける問題を捉え直
し、「視る数理」を構築する。

特任助教
島野｠美保子
SHIMANO, Mihoko

博士(情報理工学)
専門分野：コンピュータビ
ジョン技術による対象の物
理的特性の解析／医療画
像解析／細胞特徴解析
研究テーマ：光源のパ
ターンとカメラを組合せ
た3次元イメージング技術により、物体の組成や光
の伝搬等の物理的特性を解明する研究。生体試料
などの複雑な構造における複雑な散乱過程解明に
よる医療画像・細胞特徴解析も目指す。

専門分野：人工知能、深層
学習、高機能ドローン
研究テーマ：新たな社会
インフラとしてのドローン
の幅広い可能性。情報工
学を活用し、より多くの分
野で有効活用するためのコアテクノロジーの開発。
深層学習による情報処理の研究。時系列解析。

教授
プレンディンガー｠ヘルムト
PRENDINGER, Helmut

Ph.D.

教授
山田｠誠二
YAMADA, Seiji

博士（工学）
専門分野：人工知能／
ヒューマンエージェントイ
ンタラクション／知的イン
タラクティブシステム
研究テーマ：多くのA I
エージェントは、人間の助
けなく単独で稼働しない。そこで、人間とAIエー
ジェントが密に協調するシステムを開発。GUIデザ
インや、人間の認知モデルを取り込んだインタラク
ションデザインの技術を研究。

特任助教
ワン｠シン
WANG, Xin

博士（情報学）
専門分野：音声情報処理
／音声合成／なりすまし
音声検出／機械学習
研究テーマ：伝統的な信
号処理と深層学習を融合
した新たな方法論により
高品質の音声波形生成モデルについて研究を行
う。音声合成スシテムの悪用により生じたフェイク
音声の検出にも取り組む。

助教
ユ イ
YU, Yi

博士（情報科学）
専門分野：人工知能・深層
学習に基づくマルチモー
ダル内容解析に関する研
究 
研究テーマ：音声やテキ
スト、画像などの複数のモ
ダリティを機械学習や深層学習により解析し、高度
なマルチモーダル対話システムを構築する。また、
画像や映像を分析し、映っている物や動作を識別
し、それを説明する音声やテキストを生成するモデ
ルを検討する。さらに、メロディーや歌詞やモーショ
ンの間のマルチモーダル音楽生成を行う。

助教
菅原 朔
SUGAWARA, Saku

博士（情報理工学）
専門分野：自然言語処理
／計算言語学／自然言語
理解／タスク設計
研究テーマ：計算論的な
モデル化を通して人間の
言語理解を探究するた
め、読解・含意関係認識・常識推論などの説明性の
高い評価タスクを設計すると同時に、実用上の信
頼性・解釈性の担保されたシステムの構築に取り
組む。

教授
高須｠淳宏
TAKASU, Atsuhiro
副所長
サイバーフィジカル情報学国際研究センター長
工学博士

専門分野：データ工学／
構造マッチング／系列
データ分析
研究テーマ：大規模なテ
キストやセンサデータなどの系列データに潜在す
る知識を抽出するための分析技術、構造データ統
合のためのマッチング技術、効率的な分析を可能
にするデータ管理技術を研究。

教授
山地｠一禎
YAMAJI, Kazutsuna
オープンサイエンス基盤研究センター長
博士（工学）
専門分野：学術コンテンツ
のメタデータ化と共有に
関する研究／学術コミュ
ニティ形成プラットフォー
ムに関する研究
研究テーマ：論文や研究データなどの研究成果を
公開・共有する、オープンサイエンスを支援する技
術開発に関する研究。研究ワークフローに即した研
究データ基盤を世界に先駆けて開発し、日本の大
学や研究機関にサービス提供。

特任教授
大山｠敬三
OYAMA, Keizo
データセット共同利用研究開発センター長
NII名誉教授
博士（工学）
専門分野：データに基づく
ウェブの利用者行動分析
と情報アクセスの高度化
／ウェブ情報検索技術／
全文検索技術／人文情報学
研究テーマ：ユーザーの行動を反映した多様なデー
タを活用して、ユーザーが必要としている情報をイン
ターネットやさまざまなデータベースから効率よく見
つけ出すことを支援するための技術を研究している。

助教
西岡｠千文
NISHIOKA, Chifumi

博士（工学）
専門分野：学術情報流通
／オープンサイエンス／
ビブリオメトリクス
研究テーマ：学術出版物
や研究データ等の研究成
果の公開・共有を促進す
るオープンサイエンス基盤についての研究開発。
引用データ等を使用することによりオープンサイ
エンス基盤の効果を検証する調査研究。

准教授
込山 悠介
KOMIYAMA, Yusuke
オープンサイエンス基盤研究センター
副センター長
博士（農学）
専門分野：オープンサイ
エンス／研究データ管理
／セマンティックウェブ／
Linked Data／バイオイ
ンフォマティクス
研究テーマ：学術機関の研究データを適切に管理
し、共有できるオープンサイエンス基盤の整備は、
学術基盤分野の喫緊の課題。SINET・学認・UPKI・
クラウド・学術コンテンツを活用した、安全で汎用性
の高い研究データ管理サービスを提供。

准教授
小山 翔一
KOYAMA, Shoichi

博士（情報理工学）
専門分野：音響信号処理
／物理に基づく機械学習
／逆問題／空間音響
研究テーマ：音空間を計
測あるいは制御するため
の基礎技術及びその応用
技術。波動場の性質を考慮した信号処理／機械学
習による新たな方法論を用いて、音のバーチャルリ
アリティや領域的な騒音制御技術などの実現を目
指す。

助教
孟｠洋
MO, Hiroshi

博士（工学）
専門分野：事例型映像索
引付け手法に関する研究
／映像の知的構造化に関
する研究
研究テーマ：オンデマンド
視聴など、放送番組を能
動的に選択する際に不可欠な技術を開発。映像が
表すものを明らかにし、索引付け、自動整理の仕組
みづくりを実現。信頼性の高いアーカイブを構築
し、映像を知識として活用したい。

准教授
児玉｠和也
KODAMA, Kazuya

博士（工学）
専門分野：実時間での品
質調整に適した多次元画
像情報の構造化とその分
散共有通信方式の研究
研究テーマ：撮影後に、視
点・焦点を変えた映像を
自由に生成する方法を研究。「像」を生み出す空間
中の「光」に着目した多次元信号処理により、立体
映像情報の撮影・蓄積・伝送・表示技術を刷新し先
端的な視覚環境を構築する。

2023/4/1現在

准教授
片山｠紀生
KATAYAMA, Norio

博士（工学）
専門分野：映像コーパス
解析のためのデータベー
スシステム技術／マルチ
メディア・データ・アナリ
ティクス
研究テーマ：大量の映像
を蓄積するマルチメディア・データベースを、高速
かつ効率的に解析できるようにする。テレビアーカ
イブを対象とするマルチメディア・データ・アナリ
ティクスへの応用を進める。

助教
池畑 諭
IKEHATA, Satoshi

博士（情報理工学）
専門分野：コンピュータビ
ジョン／コンピュータグラ
フィックス
研究テーマ：デジタルカメ
ラ、距離センサー等を利
用した最先端の3次元コ
ンピュータビジョン研究に取り組んでいる。産業応
用可能なプロフェッショナルな3次元計測をカジュ
アルに実現し、地理、建築、医療、エンターテインメ
ント等の各分野で実際に利用されるような実用的3
次元復元技術の実現をめざす。

准教授
金澤 輝一
KANAZAWA, Teruhito

博士（工学）
専門分野：情報アクセス技
術／書誌、人物同定／機械
学習／ビッグデータ処理
研究テーマ：情報検索、情
報同定、情報統合による、
利用者の関心に適合する
情報を能動的に提供する「スマートナビゲーショ
ン」の実現で研究者の日常的な活動を支える。また
研究力分析に資するデータと活用環境の整備も進
める。

教授
北本｠朝展
KITAMOTO, Asanobu

博士（工学）
専門分野：データ駆動型
サイエンス／人文情報学
／地球環境・災害ビッグ
データ解析／オープンサ
イエンス／画像解析
研究テーマ：データ駆動
型サイエンスを地球環境や自然災害、人文学などの
多様な分野で展開する基礎となる画像解析やデー
タベース、機械学習などの研究を進め、オープンサ
イエンスの考え方に基づき研究成果を超学際的に
展開。
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教授
山岸 順一
YAMAGISHI, Junichi
シンセティックメディア国際研究センター
副センター長
博士（工学）
専門分野：音声情報処理
／音声合成／話者照合／
メディアフォレンジック／
機械学習
研究テーマ：声、顔、文章など個人の特性や特徴を
機械学習により再現（デジタルクローン）し、パーソ
ナルアバターなど新たな応用例を模索すると同時
に、生体認証の生体検知技術などセキュリティやプ
ライバシーを両立させる枠組みを検討。

教授
佐藤｠いまり
SATO, Imari
研究主幹
博士（学際情報学）
専門分野：物理ベースドビ
ジョンに基づく物体の形
状および反射特性の解析
研究テーマ：光は、現実世
界の物体に作用し、反射、
屈折、吸収、散乱などの光学的過程を繰り返しなが
ら伝搬する。相互反射や内部散乱、吸収／発光と
いった複雑な光のふるまいの伝搬モデルに着目し
た物体認識、状態解析、医療分野解析に取り組んで
いる。

教授
佐藤｠真一
SATOH, Shin'ichi
医療ビッグデータ研究センター
副センター長
工学博士

専門分野：放送映像アーカ
イブを用いた映像解析・検
索・情報発見に関する研究／
画像検索に関する研究
研究テーマ：人間と同じように、動画が持つ意味を
理解できる視覚システムの構築。顔の映像から名
前を判別する技術や、動画に写るモノ・コトからの
検索技術を確立させる。海外の研究開発プロジェ
クトにも加わり、技術を磨く。

教授
杉本｠晃宏
SUGIMOTO, Akihiro
副所長
博士（工学）

専門分野：日常生活環境に
おける人間の行動計測技術
の研究開発／RGB-Dカメラ
を用いた実時間3次元環境復
元／離散コンピュータビジョ
ンの構築 
研究テーマ：「視る」とはどういうことかを念頭に、
視覚情報処理における理論研究からシステム構築
に至るまで幅広く取り組む。特に、数理工学の立場
からコンピュータビジョンにおける問題を捉え直
し、「視る数理」を構築する。

特任助教
島野｠美保子
SHIMANO, Mihoko

博士(情報理工学)
専門分野：コンピュータビ
ジョン技術による対象の物
理的特性の解析／医療画
像解析／細胞特徴解析
研究テーマ：光源のパ
ターンとカメラを組合せ
た3次元イメージング技術により、物体の組成や光
の伝搬等の物理的特性を解明する研究。生体試料
などの複雑な構造における複雑な散乱過程解明に
よる医療画像・細胞特徴解析も目指す。

専門分野：人工知能、深層
学習、高機能ドローン
研究テーマ：新たな社会
インフラとしてのドローン
の幅広い可能性。情報工
学を活用し、より多くの分
野で有効活用するためのコアテクノロジーの開発。
深層学習による情報処理の研究。時系列解析。

教授
プレンディンガー｠ヘルムト
PRENDINGER, Helmut

Ph.D.

教授
山田｠誠二
YAMADA, Seiji

博士（工学）
専門分野：人工知能／
ヒューマンエージェントイ
ンタラクション／知的イン
タラクティブシステム
研究テーマ：多くのA I
エージェントは、人間の助
けなく単独で稼働しない。そこで、人間とAIエー
ジェントが密に協調するシステムを開発。GUIデザ
インや、人間の認知モデルを取り込んだインタラク
ションデザインの技術を研究。

特任助教
ワン｠シン
WANG, Xin

博士（情報学）
専門分野：音声情報処理
／音声合成／なりすまし
音声検出／機械学習
研究テーマ：伝統的な信
号処理と深層学習を融合
した新たな方法論により
高品質の音声波形生成モデルについて研究を行
う。音声合成スシテムの悪用により生じたフェイク
音声の検出にも取り組む。

助教
ユ イ
YU, Yi

博士（情報科学）
専門分野：人工知能・深層
学習に基づくマルチモー
ダル内容解析に関する研
究 
研究テーマ：音声やテキ
スト、画像などの複数のモ
ダリティを機械学習や深層学習により解析し、高度
なマルチモーダル対話システムを構築する。また、
画像や映像を分析し、映っている物や動作を識別
し、それを説明する音声やテキストを生成するモデ
ルを検討する。さらに、メロディーや歌詞やモーショ
ンの間のマルチモーダル音楽生成を行う。

助教
菅原 朔
SUGAWARA, Saku

博士（情報理工学）
専門分野：自然言語処理
／計算言語学／自然言語
理解／タスク設計
研究テーマ：計算論的な
モデル化を通して人間の
言語理解を探究するた
め、読解・含意関係認識・常識推論などの説明性の
高い評価タスクを設計すると同時に、実用上の信
頼性・解釈性の担保されたシステムの構築に取り
組む。

教授
高須｠淳宏
TAKASU, Atsuhiro
副所長
サイバーフィジカル情報学国際研究センター長
工学博士

専門分野：データ工学／
構造マッチング／系列
データ分析
研究テーマ：大規模なテ
キストやセンサデータなどの系列データに潜在す
る知識を抽出するための分析技術、構造データ統
合のためのマッチング技術、効率的な分析を可能
にするデータ管理技術を研究。

教授
山地｠一禎
YAMAJI, Kazutsuna
オープンサイエンス基盤研究センター長
博士（工学）
専門分野：学術コンテンツ
のメタデータ化と共有に
関する研究／学術コミュ
ニティ形成プラットフォー
ムに関する研究
研究テーマ：論文や研究データなどの研究成果を
公開・共有する、オープンサイエンスを支援する技
術開発に関する研究。研究ワークフローに即した研
究データ基盤を世界に先駆けて開発し、日本の大
学や研究機関にサービス提供。

特任教授
大山｠敬三
OYAMA, Keizo
データセット共同利用研究開発センター長
NII名誉教授
博士（工学）
専門分野：データに基づく
ウェブの利用者行動分析
と情報アクセスの高度化
／ウェブ情報検索技術／
全文検索技術／人文情報学
研究テーマ：ユーザーの行動を反映した多様なデー
タを活用して、ユーザーが必要としている情報をイン
ターネットやさまざまなデータベースから効率よく見
つけ出すことを支援するための技術を研究している。

助教
西岡｠千文
NISHIOKA, Chifumi

博士（工学）
専門分野：学術情報流通
／オープンサイエンス／
ビブリオメトリクス
研究テーマ：学術出版物
や研究データ等の研究成
果の公開・共有を促進す
るオープンサイエンス基盤についての研究開発。
引用データ等を使用することによりオープンサイ
エンス基盤の効果を検証する調査研究。

准教授
込山 悠介
KOMIYAMA, Yusuke
オープンサイエンス基盤研究センター
副センター長
博士（農学）
専門分野：オープンサイ
エンス／研究データ管理
／セマンティックウェブ／
Linked Data／バイオイ
ンフォマティクス
研究テーマ：学術機関の研究データを適切に管理
し、共有できるオープンサイエンス基盤の整備は、
学術基盤分野の喫緊の課題。SINET・学認・UPKI・
クラウド・学術コンテンツを活用した、安全で汎用性
の高い研究データ管理サービスを提供。

准教授
小山 翔一
KOYAMA, Shoichi

博士（情報理工学）
専門分野：音響信号処理
／物理に基づく機械学習
／逆問題／空間音響
研究テーマ：音空間を計
測あるいは制御するため
の基礎技術及びその応用
技術。波動場の性質を考慮した信号処理／機械学
習による新たな方法論を用いて、音のバーチャルリ
アリティや領域的な騒音制御技術などの実現を目
指す。

助教
孟｠洋
MO, Hiroshi

博士（工学）
専門分野：事例型映像索
引付け手法に関する研究
／映像の知的構造化に関
する研究
研究テーマ：オンデマンド
視聴など、放送番組を能
動的に選択する際に不可欠な技術を開発。映像が
表すものを明らかにし、索引付け、自動整理の仕組
みづくりを実現。信頼性の高いアーカイブを構築
し、映像を知識として活用したい。

准教授
児玉｠和也
KODAMA, Kazuya

博士（工学）
専門分野：実時間での品
質調整に適した多次元画
像情報の構造化とその分
散共有通信方式の研究
研究テーマ：撮影後に、視
点・焦点を変えた映像を
自由に生成する方法を研究。「像」を生み出す空間
中の「光」に着目した多次元信号処理により、立体
映像情報の撮影・蓄積・伝送・表示技術を刷新し先
端的な視覚環境を構築する。

2023/4/1現在

准教授
片山｠紀生
KATAYAMA, Norio

博士（工学）
専門分野：映像コーパス
解析のためのデータベー
スシステム技術／マルチ
メディア・データ・アナリ
ティクス
研究テーマ：大量の映像
を蓄積するマルチメディア・データベースを、高速
かつ効率的に解析できるようにする。テレビアーカ
イブを対象とするマルチメディア・データ・アナリ
ティクスへの応用を進める。

助教
池畑 諭
IKEHATA, Satoshi

博士（情報理工学）
専門分野：コンピュータビ
ジョン／コンピュータグラ
フィックス
研究テーマ：デジタルカメ
ラ、距離センサー等を利
用した最先端の3次元コ
ンピュータビジョン研究に取り組んでいる。産業応
用可能なプロフェッショナルな3次元計測をカジュ
アルに実現し、地理、建築、医療、エンターテインメ
ント等の各分野で実際に利用されるような実用的3
次元復元技術の実現をめざす。

准教授
金澤 輝一
KANAZAWA, Teruhito

博士（工学）
専門分野：情報アクセス技
術／書誌、人物同定／機械
学習／ビッグデータ処理
研究テーマ：情報検索、情
報同定、情報統合による、
利用者の関心に適合する
情報を能動的に提供する「スマートナビゲーショ
ン」の実現で研究者の日常的な活動を支える。また
研究力分析に資するデータと活用環境の整備も進
める。

教授
北本｠朝展
KITAMOTO, Asanobu

博士（工学）
専門分野：データ駆動型
サイエンス／人文情報学
／地球環境・災害ビッグ
データ解析／オープンサ
イエンス／画像解析
研究テーマ：データ駆動
型サイエンスを地球環境や自然災害、人文学などの
多様な分野で展開する基礎となる画像解析やデー
タベース、機械学習などの研究を進め、オープンサ
イエンスの考え方に基づき研究成果を超学際的に
展開。
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教授
神門 典子
KANDO, Noriko

博士（図書館・情報学）
専門分野：情報検索シス
テムの評価／情報メディ
アの構造・ジャンルの分析
と情報アクセス技術への
応用／マルチファセットメ
タデータと検索UI
研究テーマ：答えが予想できないものを探すとき、
どこから手をつけたらいいのか分からないときにも
対応できる検索システムを研究。検索質問の背後
にあるニーズをも満たし、有用な情報を収集できる
仕組みを構築することが目標。

准教授
坊農 真弓
BONO,｠Mayumi

博士（学術）
専門分野：マルチモーダ
ルインタラクション分析／
コーパス手話言語学
研究テーマ：人間の社会
的相互行為のメカニズム
を観察するために，マルチ
モーダルインタラクションや手話言語を記録し、
コーパスデータを構築しています。音声言語と手話
言語を比較することで，音声言語を対象につくられ
たコミュニケーション理論を再考することを目指し
ています。

教授
新井 紀子
ARAI, Noriko
社会共有知研究センター長
博士（理学）
専門分野：情報共有・協働
システムの研究開発／人
工知能／数理論理学
研究テーマ：知識や情報
のスムーズな共有を可能
にする情報技術を研究。「ロボットは東大に入れる
か」を通じて人工知能の可能性と限界について研
究する。また、21世紀に必要なスキルを「教育のた
めの科学研究所」を通じ発信する。

助教
植木 浩一郎
UEKI, Kouichirou

修士（理学）
専門分野：次世代情報シ
ステムの開発
研究テーマ：自然な情報
処理を行うための手法を
研究している。具体的に
は、ニューラルネットワー
クと遺伝的アルゴリズムに取り組んでいる。また、こ
れらの技術を用いて次世代学術情報システムを実
現するための研究及び開発を行っている。

専門分野：3次元ディスプ
レイ／立体音響システム
／3次元形状モデルの類
似検索
研究テーマ：コンピュータ
に物体を認識させたり、描
画させたりできる「モデル化」を研究。二つの物体の
似ている所を見つける「マッチング」技術が確立す
れば、例えば写真から物体の3次元データを算出す
ることもできる。

准教授
後藤田 洋伸
GOTODA, Hironobu

博士（理学）

専門分野：機械学習、生体
認証
研究テーマ：生成系AIに
より生成された人間由来
の情報（シンセティックメ
ディア）は、様々な分野で活用されているが、生体
認証における「なりすまし」をはじめとした詐欺や思
考誘導が懸念されている。このようなシンセティッ
クメディアの負の側面を解決する研究に取り組ん
でいる。

特任助教
グエン ホン フイ
NGUYEN, Hong Huy

博士

准教授
水野 貴之
MIZUNO, Takayuki

博士（理学）
専門分野：計算社会科学
／経済物理学／複雑ネッ
トワーク科学
研究テーマ：情報科学と
社会科学との融合分野の
創出。ビッグデータ分析や
大規模シミュレーションにより経済・国際政治・社会
問題を解決する。情報技術と経済力を用いた持続
可能な社会システムの構築を行う。

准教授
孫 媛
SUN, Yuan
図書室室長
修士（教育学）
専門分野：教育・心理統計
学／テスト理論／ビブリ
オメトリックス
研究テーマ：学習者モデ
ルと学習ドメインモデル
に基づく学習者個々人の習得状況の認知診断アセ
スメント，および最適化したパーソナライズド学習
の支援；学術情報流通に与えるプレプリントの影響
および研究活動評価手法の研究。

准教授
西澤 正己
NISHIZAWA, Masaki

博士（理学）
専門分野：科学計量学/ビ
ブリオメトリックス/宇宙
線物理学
研究テーマ：学術研究の
プレスリリースとメディア
報道の関連や産学連携研
究とアカデミックマーケティングとの関連等につい
て研究しています。

准教授
船守 美穂
FUNAMORI, Miho
オープンサイエンス基盤研究センター（政策・連携担当）
修士（理学）

専門分野：高等教育政策／
学術情報流通政策／オー
プンサイエンス／研究評価
／デジタル時代の高等教育
研究テーマ：デジタル化が
高等教育に与える影響を、大学運営面、研究面、教育
面から分析する。高等教育のマス化とデジタル化の関
係性、デジタル化のプロセス、学術情報流通と研究評
価の関係性、Society 5.0時代の高等教育の展望の解
明に取り組む。

助教
古川 雅子
FURUKAWA, Masako

博士（情報学）
専門分野：学習ログの解
析・標準化／ラーニング
アナリティクス／MOOC
等eラーニング教材の開
発・評価
研究テーマ：大学等のオ
ンライン教育やMOOCにおける学習行動履歴
データ「学習ログ」の蓄積・分析システム基盤を構
築し、学生・教員・教育機関それぞれに適したフィー
ドバック等、学習ログを活用した効果的な教育支援
を行う。

教授
越前 功
ECHIZEN, Isao
研究主幹
シンセティックメディア国際研究センター長
博士（工学）
専門分野：情報セキュリ
ティ／メディアセキュリ
ティ／プライバシー保護
技術
研究テーマ：サイバー空間と現実空間の境界にお
けるセキュリティ・プライバシー保護技術の確立に
取り組む。生体情報保護技術やメディアクローンの
生成・認識技術の研究を通して、実社会の情報セ
キュリティ向上に貢献している。

准教授
岡田 仁志
OKADA, Hitoshi

博士（国際公共政策）
専門分野：電子商取引お
よび電子マネーの成長決
定要因に関する国際比較
研究／ブロックチェイン技
術の社会的含意に関する
学際的研究
研究テーマ：分散型仮想通貨を支えるブロックチェ
イン技術は、インターネット取引のあらゆる場面に
応用可。動作可能性の検証システムを構築し、流通
実験を実施。法制度などの課題も学際的に分析し、
経済社会への応用を検証中。

教授
佐藤 一郎
SATOH, Ichiro

博士（工学）
専門分野：クラウドコン
ピューティングやIoTを含
む分散システム向けのシ
ステムソフトウェア（OS／
ミドルウェア）及びシステ
ムアーキテクチャ
研究テーマ：分散システムの高信頼性のために
データ及びソフトウェアの複製を複数コンピュータ
及び複数データセンターに保持するとともに一貫
性を実現する技術を含むミドルウェア及び通信プ
ロトコルに関する研究。

副所長
学術基盤チーフディレクター
安浦 寛人
YASUURA, Hiroto

国立情報学研究所特任教授
九州大学名誉教授

所長
黒橋 禎夫

KUROHASHI, Sadao

国立情報学研究所教授
京都大学特定教授

GLO Acting Director

プラナス エマニュエル
PLANAS, Emmanuel

国立情報学研究所教授

副所長
片岡 洋

KATAOKA, Hiroshi

国立情報学研究所教授

2023/4/1現在
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教授
神門 典子
KANDO, Noriko

博士（図書館・情報学）
専門分野：情報検索シス
テムの評価／情報メディ
アの構造・ジャンルの分析
と情報アクセス技術への
応用／マルチファセットメ
タデータと検索UI
研究テーマ：答えが予想できないものを探すとき、
どこから手をつけたらいいのか分からないときにも
対応できる検索システムを研究。検索質問の背後
にあるニーズをも満たし、有用な情報を収集できる
仕組みを構築することが目標。

准教授
坊農 真弓
BONO,｠Mayumi

博士（学術）
専門分野：マルチモーダ
ルインタラクション分析／
コーパス手話言語学
研究テーマ：人間の社会
的相互行為のメカニズム
を観察するために，マルチ
モーダルインタラクションや手話言語を記録し、
コーパスデータを構築しています。音声言語と手話
言語を比較することで，音声言語を対象につくられ
たコミュニケーション理論を再考することを目指し
ています。

教授
新井 紀子
ARAI, Noriko
社会共有知研究センター長
博士（理学）
専門分野：情報共有・協働
システムの研究開発／人
工知能／数理論理学
研究テーマ：知識や情報
のスムーズな共有を可能
にする情報技術を研究。「ロボットは東大に入れる
か」を通じて人工知能の可能性と限界について研
究する。また、21世紀に必要なスキルを「教育のた
めの科学研究所」を通じ発信する。

助教
植木 浩一郎
UEKI, Kouichirou

修士（理学）
専門分野：次世代情報シ
ステムの開発
研究テーマ：自然な情報
処理を行うための手法を
研究している。具体的に
は、ニューラルネットワー
クと遺伝的アルゴリズムに取り組んでいる。また、こ
れらの技術を用いて次世代学術情報システムを実
現するための研究及び開発を行っている。

専門分野：3次元ディスプ
レイ／立体音響システム
／3次元形状モデルの類
似検索
研究テーマ：コンピュータ
に物体を認識させたり、描
画させたりできる「モデル化」を研究。二つの物体の
似ている所を見つける「マッチング」技術が確立す
れば、例えば写真から物体の3次元データを算出す
ることもできる。

准教授
後藤田 洋伸
GOTODA, Hironobu

博士（理学）

専門分野：機械学習、生体
認証
研究テーマ：生成系AIに
より生成された人間由来
の情報（シンセティックメ
ディア）は、様々な分野で活用されているが、生体
認証における「なりすまし」をはじめとした詐欺や思
考誘導が懸念されている。このようなシンセティッ
クメディアの負の側面を解決する研究に取り組ん
でいる。

特任助教
グエン ホン フイ
NGUYEN, Hong Huy

博士

准教授
水野 貴之
MIZUNO, Takayuki

博士（理学）
専門分野：計算社会科学
／経済物理学／複雑ネッ
トワーク科学
研究テーマ：情報科学と
社会科学との融合分野の
創出。ビッグデータ分析や
大規模シミュレーションにより経済・国際政治・社会
問題を解決する。情報技術と経済力を用いた持続
可能な社会システムの構築を行う。

准教授
孫 媛
SUN, Yuan
図書室室長
修士（教育学）
専門分野：教育・心理統計
学／テスト理論／ビブリ
オメトリックス
研究テーマ：学習者モデ
ルと学習ドメインモデル
に基づく学習者個々人の習得状況の認知診断アセ
スメント，および最適化したパーソナライズド学習
の支援；学術情報流通に与えるプレプリントの影響
および研究活動評価手法の研究。

准教授
西澤 正己
NISHIZAWA, Masaki

博士（理学）
専門分野：科学計量学/ビ
ブリオメトリックス/宇宙
線物理学
研究テーマ：学術研究の
プレスリリースとメディア
報道の関連や産学連携研
究とアカデミックマーケティングとの関連等につい
て研究しています。

准教授
船守 美穂
FUNAMORI, Miho
オープンサイエンス基盤研究センター（政策・連携担当）
修士（理学）

専門分野：高等教育政策／
学術情報流通政策／オー
プンサイエンス／研究評価
／デジタル時代の高等教育
研究テーマ：デジタル化が
高等教育に与える影響を、大学運営面、研究面、教育
面から分析する。高等教育のマス化とデジタル化の関
係性、デジタル化のプロセス、学術情報流通と研究評
価の関係性、Society 5.0時代の高等教育の展望の解
明に取り組む。

助教
古川 雅子
FURUKAWA, Masako

博士（情報学）
専門分野：学習ログの解
析・標準化／ラーニング
アナリティクス／MOOC
等eラーニング教材の開
発・評価
研究テーマ：大学等のオ
ンライン教育やMOOCにおける学習行動履歴
データ「学習ログ」の蓄積・分析システム基盤を構
築し、学生・教員・教育機関それぞれに適したフィー
ドバック等、学習ログを活用した効果的な教育支援
を行う。

教授
越前 功
ECHIZEN, Isao
研究主幹
シンセティックメディア国際研究センター長
博士（工学）
専門分野：情報セキュリ
ティ／メディアセキュリ
ティ／プライバシー保護
技術
研究テーマ：サイバー空間と現実空間の境界にお
けるセキュリティ・プライバシー保護技術の確立に
取り組む。生体情報保護技術やメディアクローンの
生成・認識技術の研究を通して、実社会の情報セ
キュリティ向上に貢献している。

准教授
岡田 仁志
OKADA, Hitoshi

博士（国際公共政策）
専門分野：電子商取引お
よび電子マネーの成長決
定要因に関する国際比較
研究／ブロックチェイン技
術の社会的含意に関する
学際的研究
研究テーマ：分散型仮想通貨を支えるブロックチェ
イン技術は、インターネット取引のあらゆる場面に
応用可。動作可能性の検証システムを構築し、流通
実験を実施。法制度などの課題も学際的に分析し、
経済社会への応用を検証中。

教授
佐藤 一郎
SATOH, Ichiro

博士（工学）
専門分野：クラウドコン
ピューティングやIoTを含
む分散システム向けのシ
ステムソフトウェア（OS／
ミドルウェア）及びシステ
ムアーキテクチャ
研究テーマ：分散システムの高信頼性のために
データ及びソフトウェアの複製を複数コンピュータ
及び複数データセンターに保持するとともに一貫
性を実現する技術を含むミドルウェア及び通信プ
ロトコルに関する研究。

副所長
学術基盤チーフディレクター
安浦 寛人
YASUURA, Hiroto

国立情報学研究所特任教授
九州大学名誉教授

所長
黒橋 禎夫

KUROHASHI, Sadao

国立情報学研究所教授
京都大学特定教授

GLO Acting Director

プラナス エマニュエル
PLANAS, Emmanuel

国立情報学研究所教授

副所長
片岡 洋

KATAOKA, Hiroshi

国立情報学研究所教授
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事業系
〈オープンサイエンス基盤研究センター〉

〈学術ネットワーク研究開発センター〉

〈社会共有知研究センター〉

特任助教
朝岡｠誠
ASAOKA, Makoto

修士
専門分野：メディア情報
学・データベース、図書館
情報学・人文社会情報学、
社会学
研究テーマ：データ保護
やデータ提供者の権利保
護の観点から研究データ公開とライセンスについ
て研究を行っている。プライバシ保護やライセンス
の観点から公開が難しいコンテンツを安全に共有
する手法の開発に取り組む。

特任准教授
大波｠純一
ONAMI, Jun-ichi

博士（理学）
専門分野：情報検索／
オープンサイエンス／シ
ステムゲノム科学
研究テーマ：多分野に跨る
研究データ等の学術情報
データセットを適切なス
キーマを介して統合化。情報検索の構築と最適なイ
ンターフェースの設計に携わり、大規模な学術情報
検索基盤を提供。

特任准教授
大江 和一
OE, Kazuichi

博士（情報科学）
専門分野：コンピュータシ
ステム／ワークロード分
析／置換アルゴリズム／
システムソフトウェア
研究テーマ：オンプレミス
や複数のクラウド環境下
の計算機資源を透過的に扱うコンピュータシステ
ムの研究。ハイブリッドメモリ/ストレージシステム
の研究。

特任准教授
長谷川 皓一
HASEGAWA, Hirokazu

博士（情報科学）
専門分野：サイバーセキュ
リティ／情報ネットワーク
研究テーマ：サイバー攻撃
に対するセキュリティ対策
技術について研究。サイ
バー攻撃を受けた際に、事
業継続を重視しつつ被害低減に効果的な対応策を
自動設計し、管理者に推薦する技術を研究・開発し
ている。

特任教授
明石｠修
AKASHI, Osamu

博士(理学)
専門分野：分散処理/ネッ
トワークマネジメント/
ネットワークアーキテク
チャ
研究テーマ：巨大分散シ
ステムであるインター
ネットを自律協調の枠組みを通じて安定動作させ
ることを目指し，観測したネットワーク状態の解析と
ネットワーク制御の自律動作を連携させる機構の
研究を行う

専門分野：ソフトウェア、知
能情報学、情報セキュリ
ティ
研究テーマ：研究者の業
績情報・研究成果等の可
視化。Webソフトウエア
開発および、機械学習の
導入。ネットワーク上の協調的活動の支援。

特任准教授
北川｠直哉
KITAGAWA, Naoya

博士（情報科学）
専門分野：ネットワークシ
ステム、情報ネットワーク、
情報セキュリティ
研究テーマ：多様なネット
ワークサービスの実運用
を意識した低負荷・低遅
延なシステム設計や、効果的なセキュリティ対策手
法の開発など、高信頼かつ安全なシステムの研究
開発を行なっている。

〈クラウド基盤研究開発センター〉

〈先端ソフトウェア工学・国際研究センター〉

〈ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター〉

〈医療ビッグデータ研究センター〉

特任助教
南山｠泰之
MINAMIYAMA, Yasuyuki

博士（情報学）
専門分野：情報通信／
ウェブ情報学、サービス情
報学／情報通信／知能情
報学／人文・社会/図書館
情報学、人文社会情報学
研究テーマ：研究データの
アクセスと再利用を促進するデータキュレーション
が研究対象。分野横断的なデータキュレーション活
動の分析と形式化を通じて、再利用性の高い情報
パッケージを提供する機能開発に取り組む。

特任教授
髙橋 克巳
TAKAHASHI, Katsumi

博士（情報理工学）

専門分野：データセキュリ
ティ、データプライバシー
研究テーマ：データ駆動
型研究においてデータや
研究成果を安心・安全に
共有できるためのセキュ
ア解析機能を研究しています（秘密計算等）。プラ
イバシー保護技術と制度・倫理の関係の体系化に
興味があります。

特任准教授
下山 武司
SHIMOYAMA, Takeshi

博士(工学)
専門分野：研究データ管
理基盤／研究データプロ
ビナンス機能／情報セ
キュリティ(暗号解析)
研究テーマ：研究データ
管理基盤GakuNin RDM
に関する研究開発に取り組む。特に情報セキュリ
ティに関する知見を活かし、研究公正を実現する機
能の開発を目指す。

特任准教授
村尾 晃平
MURAO, Kohei

博士（工学）
専門分野：医用画像処理
／診断支援／異常検出／
鑑別支援／重症度判定支
援／クラウド基盤構築・整
備
研究テーマ：医用画像処
理、特に診断を支援するための画像処理。異常検
出、鑑別支援、重症度判定支援など。また、それらの
技術を開発するためのクラウド基盤の構築と整備。

特任助教
劉 佳
LIU, Jia

博士
専門分野：情報セキュリ
ティ、無線通信工学、シス
テム情報科学
研究テーマ：無線通信シ
ステムにおける物理層セ
キュリティ、大規模無線
ネットワークパフォーマンスモデリング、レジリエン
トな空天地一体化ネットワーク、ネットワーク経済学
のためのゲーム理論

特任教授
笹山 浩二
SASAYAMA, Koji

博士（工学）
専門分野：通信ネットワー
ク、モバイルネットワーク、
光ネットワーク
研究テーマ：学術ネット
ワークSINETにおけるモ
バイルサービスの研究開
発、特に5Gモバイルネットワークおよびローカル
5Gネットワーク構築に関する研究開発

特任助手
舛川 竜治
MASUKAWA, Ryuji

特任教授
本位田｠真一
HONIDEN, Shinichi
先端ソフトウェア工学・国際研究センター長
NII名誉教授
工学博士
専門分野：ソフトウェア工
学、エージェント工学、自己
適応工学
研究テーマ：ソフトウェア
（S）は与えられた環境（D）において要求（R）を満た
しているとする。DとRのいかなる変化に対しても、
S自身が自らを改変し変化に追従できるソフトウェ
アアーキテクチャとメカニズムの実現

表記はアルファベット順
本研究者一覧には、教授、特任教授、准教授、特任准教授、助教、特任助教、助手、特任助手を掲載しています。
特任研究員、客員研究員は下記URL、名誉教授については、本誌P55をご覧ください。
※特任教授、特任准教授、特任助教、特任助手については、本人の希望等により、本誌に掲載していない場合があります。
特任研究員一覧　https://www.nii.ac.jp/faculty/list/project-profs/
客員研究員一覧　https://www.nii.ac.jp/faculty/list/visiting-profs/

特任助教
林｠正治
HAYASHI, Masaharu

博士（知識科学）
専門分野：学術情報流通
のためのインフラ構築に
関する研究／学術情報の
メタデータ共有・活用に関
する研究
研究テーマ：論文や研究
データなどの研究成果を公開・共有するリポジトリ
機能およびその活用に関する研究に取り組んでい
る。共有プラットフォームとしてのリポジトリ機能の
提供、その活用をテーマに研究している。

専門分野：オンライン学習
環境の設計・構築、学習コ
ンテンツの共有・利活用
支援、オープンエデュケー
ション
研究テーマ：Moodle等
の学習管理システムを核としたオンライン学習環
境の設計・構築を研究。また、学習コンテンツ共有
やマイクロクレデンシャルの活用を支援するための
基盤構築を目指す。

特任助教
長岡 千香子
NAGAOKA, Chikako

博士（学術）

2023/4/1現在

研究者一覧 Research Research

17



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

事業系
〈オープンサイエンス基盤研究センター〉

〈学術ネットワーク研究開発センター〉

〈社会共有知研究センター〉

特任助教
朝岡｠誠
ASAOKA, Makoto

修士
専門分野：メディア情報
学・データベース、図書館
情報学・人文社会情報学、
社会学
研究テーマ：データ保護
やデータ提供者の権利保
護の観点から研究データ公開とライセンスについ
て研究を行っている。プライバシ保護やライセンス
の観点から公開が難しいコンテンツを安全に共有
する手法の開発に取り組む。

特任准教授
大波｠純一
ONAMI, Jun-ichi

博士（理学）
専門分野：情報検索／
オープンサイエンス／シ
ステムゲノム科学
研究テーマ：多分野に跨る
研究データ等の学術情報
データセットを適切なス
キーマを介して統合化。情報検索の構築と最適なイ
ンターフェースの設計に携わり、大規模な学術情報
検索基盤を提供。

特任准教授
大江 和一
OE, Kazuichi

博士（情報科学）
専門分野：コンピュータシ
ステム／ワークロード分
析／置換アルゴリズム／
システムソフトウェア
研究テーマ：オンプレミス
や複数のクラウド環境下
の計算機資源を透過的に扱うコンピュータシステ
ムの研究。ハイブリッドメモリ/ストレージシステム
の研究。

特任准教授
長谷川 皓一
HASEGAWA, Hirokazu

博士（情報科学）
専門分野：サイバーセキュ
リティ／情報ネットワーク
研究テーマ：サイバー攻撃
に対するセキュリティ対策
技術について研究。サイ
バー攻撃を受けた際に、事
業継続を重視しつつ被害低減に効果的な対応策を
自動設計し、管理者に推薦する技術を研究・開発し
ている。

特任教授
明石｠修
AKASHI, Osamu

博士(理学)
専門分野：分散処理/ネッ
トワークマネジメント/
ネットワークアーキテク
チャ
研究テーマ：巨大分散シ
ステムであるインター
ネットを自律協調の枠組みを通じて安定動作させ
ることを目指し，観測したネットワーク状態の解析と
ネットワーク制御の自律動作を連携させる機構の
研究を行う

専門分野：ソフトウェア、知
能情報学、情報セキュリ
ティ
研究テーマ：研究者の業
績情報・研究成果等の可
視化。Webソフトウエア
開発および、機械学習の
導入。ネットワーク上の協調的活動の支援。

特任准教授
北川｠直哉
KITAGAWA, Naoya

博士（情報科学）
専門分野：ネットワークシ
ステム、情報ネットワーク、
情報セキュリティ
研究テーマ：多様なネット
ワークサービスの実運用
を意識した低負荷・低遅
延なシステム設計や、効果的なセキュリティ対策手
法の開発など、高信頼かつ安全なシステムの研究
開発を行なっている。

〈クラウド基盤研究開発センター〉

〈先端ソフトウェア工学・国際研究センター〉

〈ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター〉

〈医療ビッグデータ研究センター〉

特任助教
南山｠泰之
MINAMIYAMA, Yasuyuki

博士（情報学）
専門分野：情報通信／
ウェブ情報学、サービス情
報学／情報通信／知能情
報学／人文・社会/図書館
情報学、人文社会情報学
研究テーマ：研究データの
アクセスと再利用を促進するデータキュレーション
が研究対象。分野横断的なデータキュレーション活
動の分析と形式化を通じて、再利用性の高い情報
パッケージを提供する機能開発に取り組む。

特任教授
髙橋 克巳
TAKAHASHI, Katsumi

博士（情報理工学）

専門分野：データセキュリ
ティ、データプライバシー
研究テーマ：データ駆動
型研究においてデータや
研究成果を安心・安全に
共有できるためのセキュ
ア解析機能を研究しています（秘密計算等）。プラ
イバシー保護技術と制度・倫理の関係の体系化に
興味があります。

特任准教授
下山 武司
SHIMOYAMA, Takeshi

博士(工学)
専門分野：研究データ管
理基盤／研究データプロ
ビナンス機能／情報セ
キュリティ(暗号解析)
研究テーマ：研究データ
管理基盤GakuNin RDM
に関する研究開発に取り組む。特に情報セキュリ
ティに関する知見を活かし、研究公正を実現する機
能の開発を目指す。

特任准教授
村尾 晃平
MURAO, Kohei

博士（工学）
専門分野：医用画像処理
／診断支援／異常検出／
鑑別支援／重症度判定支
援／クラウド基盤構築・整
備
研究テーマ：医用画像処
理、特に診断を支援するための画像処理。異常検
出、鑑別支援、重症度判定支援など。また、それらの
技術を開発するためのクラウド基盤の構築と整備。

特任助教
劉 佳
LIU, Jia

博士
専門分野：情報セキュリ
ティ、無線通信工学、シス
テム情報科学
研究テーマ：無線通信シ
ステムにおける物理層セ
キュリティ、大規模無線
ネットワークパフォーマンスモデリング、レジリエン
トな空天地一体化ネットワーク、ネットワーク経済学
のためのゲーム理論

特任教授
笹山 浩二
SASAYAMA, Koji

博士（工学）
専門分野：通信ネットワー
ク、モバイルネットワーク、
光ネットワーク
研究テーマ：学術ネット
ワークSINETにおけるモ
バイルサービスの研究開
発、特に5Gモバイルネットワークおよびローカル
5Gネットワーク構築に関する研究開発

特任助手
舛川 竜治
MASUKAWA, Ryuji

特任教授
本位田｠真一
HONIDEN, Shinichi
先端ソフトウェア工学・国際研究センター長
NII名誉教授
工学博士
専門分野：ソフトウェア工
学、エージェント工学、自己
適応工学
研究テーマ：ソフトウェア
（S）は与えられた環境（D）において要求（R）を満た
しているとする。DとRのいかなる変化に対しても、
S自身が自らを改変し変化に追従できるソフトウェ
アアーキテクチャとメカニズムの実現

表記はアルファベット順
本研究者一覧には、教授、特任教授、准教授、特任准教授、助教、特任助教、助手、特任助手を掲載しています。
特任研究員、客員研究員は下記URL、名誉教授については、本誌P55をご覧ください。
※特任教授、特任准教授、特任助教、特任助手については、本人の希望等により、本誌に掲載していない場合があります。
特任研究員一覧　https://www.nii.ac.jp/faculty/list/project-profs/
客員研究員一覧　https://www.nii.ac.jp/faculty/list/visiting-profs/

特任助教
林｠正治
HAYASHI, Masaharu

博士（知識科学）
専門分野：学術情報流通
のためのインフラ構築に
関する研究／学術情報の
メタデータ共有・活用に関
する研究
研究テーマ：論文や研究
データなどの研究成果を公開・共有するリポジトリ
機能およびその活用に関する研究に取り組んでい
る。共有プラットフォームとしてのリポジトリ機能の
提供、その活用をテーマに研究している。

専門分野：オンライン学習
環境の設計・構築、学習コ
ンテンツの共有・利活用
支援、オープンエデュケー
ション
研究テーマ：Moodle等
の学習管理システムを核としたオンライン学習環
境の設計・構築を研究。また、学習コンテンツ共有
やマイクロクレデンシャルの活用を支援するための
基盤構築を目指す。

特任助教
長岡 千香子
NAGAOKA, Chikako

博士（学術）

2023/4/1現在

研究者一覧 Research Research
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科研 ： 学術変革領域研究（A）

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系助教　青木 俊介
安全なデータ共有・協調型自動運転システムの開発

様々なIoTセンサ群・通信機器を有した自動運転システムに関する技
術開発が進んでいる一方、自動運転システムのIoTセンサ群からのリ
アルタイムデータ・蓄積データの利活用はほとんど進んでいない。こ
れは自動運転システムがカメラ・GPS受信機・LiDAR等多種センサを有
しているため、走行中に周囲の人間のプライバシーに関する情報を収
集してしまうことに主な原因があった。また自動運転システムは人命に
直接関わるIoT制御システムであり、高い信頼性・安全性を常に担保す
る必要があり、データ活用まで見据えたシ
ステム設計が難しいことも現実的な原因
であったと言える。
これらの問題を解決し、自動運転システム
を未来社会のセンサデータ収集基盤とし
て用いるために、本さきがけ研究提案では
「データ共有・協調型自動運転システムの
開発」に取り組んでいる。具体的には、(1)
インフラ側IoT機器・他車両とのセキュア
なセンサデータ共有技術、(2)複数自動運
転システムの衝突・デッドロックを高信頼で
回避する協調走行技術、(3)自動運転シス
テムを安心してデータ収集基盤として用い
るためのプライバシー保護機構の3つの 図：新しい都市アプリケーション創出のためのデータ共有・協調型自動運転システム開発を目指して

図：ゼロトラストIoTシステムの概要

JST　さきがけ ： IoTが拓く未来

研究テーマに取り組み、インフラ側IoT機器・周辺の他車両・遠隔の一
般ユーザと安全・安心・高信頼にデータ共有・協調する自動運転システ
ムの実現を目指して開発・設計を行っている。
本研究の遂行によって、走行データ・センサデータをリアルタイムに共
有し、自動運転システム自身の安全だけでなく、都市交通全体の安全
性・利便性及び都市生活の快適性・生活環境を飛躍的に高める自動運
転システムの構築が期待できる。

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系 教授　鯉渕 道紘

極限光技術を生かすフォトニック近似コンピューティング

本研究では、多値表現能力を極限まで活用するためにフォトニック近
似コンピューティングを探究する。古典コンピュータでは1つの信号あ
たり1ビットずつ処理を行っている。一方、本近似コンピューティングで
は1つの波長あたり多値処理を行うため、現行の数倍から十倍の計算
処理を実現可能にする。多値処理の導入のトレードオフとして、信頼性
と技術成熟度の面で課題が生じる。そこで、アルゴリズム、処理系、
アーキテクチャに関するフォトニックコンピューティング向け近似処理

についての研究開発を行う。本近似コンピューティングの特徴は、光電
融合技術であるCo-Packaged Optics （CPO）やオンボードシリコン
フォトニクスのトランシーバを最大限に活用して広帯域I/Oを利用する
点にある。最終的に、近似コンピューティングとフォトニックコンピュー
ティングの融合を世界に先駆けて実現し、光の極限性能を生かすシス
テムアーキテクチャを明らかにする。

科研 ： 基盤研究(S)

研究代表者：情報学プリンシプル研究系 教授　河原林 健一

グラフアルゴリズム基盤と最適化 ： 理論研究と高速アルゴリズム開発

近年「第4の科学」と呼ばれる学術領域が勃興し、ほぼあらゆる科学の
分野で情報処理技術が必要不可欠となっており、その高性能化の原動
力となるアルゴリズム基盤の重要性は一層高まっている。特に現在の
情報検索、プライバシー保護などのアルゴリズム革新は国家規模のビ
ジネス創成につながっている。本研究では、数学的理論を駆使すること
により、アルゴリズムの理論分野（おもにグラフアルゴリズム）の強化
および、理論分野の道具を利用してアルゴリズムの高速化・スケール

化に挑む。

中心となる研究課題は以下の3点
１． 離散数学、グラフアルゴリズムにおける構造解析
２． オンラインアルゴリズム開発と機械学習への応用
３． アルゴリズム技術を機械学習への応用

Society 5.0では、防犯カメラや室内外の環境センサ、産業用ロボット
といった多種大量のIoT (Internet of Things)デバイスから収集さ
れるセンサデータをクラウドに蓄積してAI処理を行い、生活の質の向
上、自然監視や防災減災、都市環境の効率化といった社会的課題の解
決や新たな価値の創造が期待されている。しかしながら、このような
IoTシステムは様々なサイバーセキュリティ上の脅威にさらされてお
り、社会インフラに莫大な被害を及ぼすような事例も発生している。
この研究では、理論研究とシステムソフトウェア研究
の融合によって、ゼロトラストの概念を踏襲した安全
なIoTシステム(ZT-IoT)の実現を目指しています。
ゼロトラストは、VPNやファイアウォールなどの安全
対策を無条件に信頼するのではなく、保護したい計
算機やデータに対して継続的に監視、評価し、セキュ
リティ対策を改善していくという、サイバーセキュリ
ティ計画の方法論である。私たちの研究では、ゼロト
ラストの考え方に基づき、形式検証とシステムソフト
ウェア技術を融合させる独創的なアプローチによっ
て、安全なIoTシステムを実現する。
理論研究では、IoTシステムのトラストチェーンの正
当性に数学的証明を与えるとともに、動的検証技術

形式検証とシステムソフトウェアの協働によるゼロトラストIoT
研究代表者：アーキテクチャ科学研究系教授　竹房 あつ子

も併用して未知の脅威にも対応する新たな形式検証手法を確立す
る。システムソフトウェア研究では、理論的成果と連係して上記トラス
トチェーンを支える実行隔離・自動検知・自動対処技術を開発し、
ZT-IoTを実証する。さらに、ZT-IoTの安全性を説明可能な形（アカウ
ンタビリティ）で保証して、IoTシステムの社会受容を促進し、Society 
5.0の実現に貢献する。
https://zt-iot.nii.ac.jp/

JST　CREST ： 基礎理論とシステム基盤技術の融合によるSociety 5.0のための基盤ソフトウェアの創出
科学技術振興機構（JST）　さきがけ ： 信頼されるAIの基盤技術

研究代表者：情報学プリンシプル研究系 助教　小林 泰介

頑健性と安全性の性能限界を明らかにする深層強化学習

ロボットを巧みに動かせる深層強化学習技術が近年発展を遂げている
が、それを制御器として見た場合の信頼性は不十分と言える。特に、考
え得る最悪ケースに対処できるかを示す頑健性と、ロボットの持つ制
約条件を満足できるかを示す安全性については、個別に研究され改善
する技術は提案されているが、包括的に扱った研究は非常に限られて
いる。それにもかかわらず、これら2つの信頼性の指標を闇雲に改善・
達成しようとすると、例えばロボットから人への物体の手渡しのような
シナリオであれば、最悪ケースを過度に考慮しすぎて人とぶつからな
いという制約条件を厳密に満たせないと誤認してしまう事態が生じ得
る。つまり、頑健性と安全性に関する現状の技術は容易に干渉し合い
所望の作業を破綻させ得るものであり、本来であれば包括的に考慮す
る技術が不可欠である。そこで本研究では，安全性を最優先に達成す
べきものとしつつ、干渉問題で所望の作業が破綻しない範囲で可能な
限り頑健性を高める技術を開発している。また、深層強化学習で獲得
された制御器がどの程度頑健なのか・安全なのかを定量的に評価する
ことで、その制御器が扱える問題・作業内容を明確化することを目指し
ている。具体的には、最悪ケースを確率分布の裾として適切に表現可
能な学習則・確率モデルや、実時間で安全な準最適解を発見する最適
制御アルゴリズムなどを開発し、ロボットでの実証実験を進めている。

参画する大型プロジェクト 金額（千円）
692,738

受け入れ件数
18件

受け入れ状況 （2022年度）

※大型プロジェクト：科研費基盤S以上、Erato、Crest、さきがけ、未来
開拓、その他年間の研究費が20,000千円以上のプロジェクト
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科研 ： 学術変革領域研究（A）

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系助教　青木 俊介
安全なデータ共有・協調型自動運転システムの開発

様々なIoTセンサ群・通信機器を有した自動運転システムに関する技
術開発が進んでいる一方、自動運転システムのIoTセンサ群からのリ
アルタイムデータ・蓄積データの利活用はほとんど進んでいない。こ
れは自動運転システムがカメラ・GPS受信機・LiDAR等多種センサを有
しているため、走行中に周囲の人間のプライバシーに関する情報を収
集してしまうことに主な原因があった。また自動運転システムは人命に
直接関わるIoT制御システムであり、高い信頼性・安全性を常に担保す
る必要があり、データ活用まで見据えたシ
ステム設計が難しいことも現実的な原因
であったと言える。
これらの問題を解決し、自動運転システム
を未来社会のセンサデータ収集基盤とし
て用いるために、本さきがけ研究提案では
「データ共有・協調型自動運転システムの
開発」に取り組んでいる。具体的には、(1)
インフラ側IoT機器・他車両とのセキュア
なセンサデータ共有技術、(2)複数自動運
転システムの衝突・デッドロックを高信頼で
回避する協調走行技術、(3)自動運転シス
テムを安心してデータ収集基盤として用い
るためのプライバシー保護機構の3つの 図：新しい都市アプリケーション創出のためのデータ共有・協調型自動運転システム開発を目指して

図：ゼロトラストIoTシステムの概要

JST　さきがけ ： IoTが拓く未来

研究テーマに取り組み、インフラ側IoT機器・周辺の他車両・遠隔の一
般ユーザと安全・安心・高信頼にデータ共有・協調する自動運転システ
ムの実現を目指して開発・設計を行っている。
本研究の遂行によって、走行データ・センサデータをリアルタイムに共
有し、自動運転システム自身の安全だけでなく、都市交通全体の安全
性・利便性及び都市生活の快適性・生活環境を飛躍的に高める自動運
転システムの構築が期待できる。

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系 教授　鯉渕 道紘

極限光技術を生かすフォトニック近似コンピューティング

本研究では、多値表現能力を極限まで活用するためにフォトニック近
似コンピューティングを探究する。古典コンピュータでは1つの信号あ
たり1ビットずつ処理を行っている。一方、本近似コンピューティングで
は1つの波長あたり多値処理を行うため、現行の数倍から十倍の計算
処理を実現可能にする。多値処理の導入のトレードオフとして、信頼性
と技術成熟度の面で課題が生じる。そこで、アルゴリズム、処理系、
アーキテクチャに関するフォトニックコンピューティング向け近似処理

についての研究開発を行う。本近似コンピューティングの特徴は、光電
融合技術であるCo-Packaged Optics （CPO）やオンボードシリコン
フォトニクスのトランシーバを最大限に活用して広帯域I/Oを利用する
点にある。最終的に、近似コンピューティングとフォトニックコンピュー
ティングの融合を世界に先駆けて実現し、光の極限性能を生かすシス
テムアーキテクチャを明らかにする。

科研 ： 基盤研究(S)

研究代表者：情報学プリンシプル研究系 教授　河原林 健一

グラフアルゴリズム基盤と最適化 ： 理論研究と高速アルゴリズム開発

近年「第4の科学」と呼ばれる学術領域が勃興し、ほぼあらゆる科学の
分野で情報処理技術が必要不可欠となっており、その高性能化の原動
力となるアルゴリズム基盤の重要性は一層高まっている。特に現在の
情報検索、プライバシー保護などのアルゴリズム革新は国家規模のビ
ジネス創成につながっている。本研究では、数学的理論を駆使すること
により、アルゴリズムの理論分野（おもにグラフアルゴリズム）の強化
および、理論分野の道具を利用してアルゴリズムの高速化・スケール

化に挑む。

中心となる研究課題は以下の3点
１． 離散数学、グラフアルゴリズムにおける構造解析
２． オンラインアルゴリズム開発と機械学習への応用
３． アルゴリズム技術を機械学習への応用

Society 5.0では、防犯カメラや室内外の環境センサ、産業用ロボット
といった多種大量のIoT (Internet of Things)デバイスから収集さ
れるセンサデータをクラウドに蓄積してAI処理を行い、生活の質の向
上、自然監視や防災減災、都市環境の効率化といった社会的課題の解
決や新たな価値の創造が期待されている。しかしながら、このような
IoTシステムは様々なサイバーセキュリティ上の脅威にさらされてお
り、社会インフラに莫大な被害を及ぼすような事例も発生している。
この研究では、理論研究とシステムソフトウェア研究
の融合によって、ゼロトラストの概念を踏襲した安全
なIoTシステム(ZT-IoT)の実現を目指しています。
ゼロトラストは、VPNやファイアウォールなどの安全
対策を無条件に信頼するのではなく、保護したい計
算機やデータに対して継続的に監視、評価し、セキュ
リティ対策を改善していくという、サイバーセキュリ
ティ計画の方法論である。私たちの研究では、ゼロト
ラストの考え方に基づき、形式検証とシステムソフト
ウェア技術を融合させる独創的なアプローチによっ
て、安全なIoTシステムを実現する。
理論研究では、IoTシステムのトラストチェーンの正
当性に数学的証明を与えるとともに、動的検証技術

形式検証とシステムソフトウェアの協働によるゼロトラストIoT
研究代表者：アーキテクチャ科学研究系教授　竹房 あつ子

も併用して未知の脅威にも対応する新たな形式検証手法を確立す
る。システムソフトウェア研究では、理論的成果と連係して上記トラス
トチェーンを支える実行隔離・自動検知・自動対処技術を開発し、
ZT-IoTを実証する。さらに、ZT-IoTの安全性を説明可能な形（アカウ
ンタビリティ）で保証して、IoTシステムの社会受容を促進し、Society 
5.0の実現に貢献する。
https://zt-iot.nii.ac.jp/

JST　CREST ： 基礎理論とシステム基盤技術の融合によるSociety 5.0のための基盤ソフトウェアの創出
科学技術振興機構（JST）　さきがけ ： 信頼されるAIの基盤技術

研究代表者：情報学プリンシプル研究系 助教　小林 泰介

頑健性と安全性の性能限界を明らかにする深層強化学習

ロボットを巧みに動かせる深層強化学習技術が近年発展を遂げている
が、それを制御器として見た場合の信頼性は不十分と言える。特に、考
え得る最悪ケースに対処できるかを示す頑健性と、ロボットの持つ制
約条件を満足できるかを示す安全性については、個別に研究され改善
する技術は提案されているが、包括的に扱った研究は非常に限られて
いる。それにもかかわらず、これら2つの信頼性の指標を闇雲に改善・
達成しようとすると、例えばロボットから人への物体の手渡しのような
シナリオであれば、最悪ケースを過度に考慮しすぎて人とぶつからな
いという制約条件を厳密に満たせないと誤認してしまう事態が生じ得
る。つまり、頑健性と安全性に関する現状の技術は容易に干渉し合い
所望の作業を破綻させ得るものであり、本来であれば包括的に考慮す
る技術が不可欠である。そこで本研究では，安全性を最優先に達成す
べきものとしつつ、干渉問題で所望の作業が破綻しない範囲で可能な
限り頑健性を高める技術を開発している。また、深層強化学習で獲得
された制御器がどの程度頑健なのか・安全なのかを定量的に評価する
ことで、その制御器が扱える問題・作業内容を明確化することを目指し
ている。具体的には、最悪ケースを確率分布の裾として適切に表現可
能な学習則・確率モデルや、実時間で安全な準最適解を発見する最適
制御アルゴリズムなどを開発し、ロボットでの実証実験を進めている。

参画する大型プロジェクト 金額（千円）
692,738

受け入れ件数
18件

受け入れ状況 （2022年度）

※大型プロジェクト：科研費基盤S以上、Erato、Crest、さきがけ、未来
開拓、その他年間の研究費が20,000千円以上のプロジェクト
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図：深層学習による自動ファクトチェックの枠組み
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【科研費による研究事例】

科学研究費助成事業（科研費）

科研費は、研究者の自由な発想に基づいて行われる学術研究を広く支える
資金であり、基礎から応用までの幅広い学術研究を対象としています。教員・
研究員ともに科研費の応募を積極的に行っており、多数採択されています。
また、獲得した科研費を他機関の研究者（研究分担者）へ配分し、連携のもと
で研究に取り組んでいます。
同様に、他機関の研究者が獲得した科研費にも研究分担者として多くのNII
の教員が参画しています。

マスター生体情報のなりすまし防止と生体情報の活用を実現する生体情報保護活用基盤

研究代表者：情報社会相関研究系教授  越前 功

金額(千円)
388,186

60,700

採択件数
73

57

研究代表者
研究分担者
(他機関→NII)

採択状況 （2022年度）

― 基礎から応用までのさまざまな研究に挑戦 ―

本物に類似した映像・音声・文章等のフェイクメディアが機械学習によ
り容易に生成でき、フェイクニュース等不正確な情報も氾濫するイン
フォデミック時代の今、社会に正しいメディアや情報を提示し、適切な
意思決定を支援すべく、次世代メディア解析技術を世界に先駆け提案
する。まずフェイクメディアの改ざん領域と手法を同定し根拠として表
示する事で、真贋判定の説明可能性を向上させた生体検知手法を提
案する。次に常に変化するメディア生成方法に頑健に対処するため、未
知のフェイクメディア生成法を原理的に内包した新たな検知方法およ
びその学習法を提案する。更にファクトチェックを自動化した自動ファ
クト照合(Automatic fact verification)の高度化・メディア解析技術
との融合にも取り組む。

説明可能フェイクメディア検出と自動ファクト照合による
次世代メディア解析技術

研究代表者：コンテンツ科学研究系教授  山岸 順一

基盤研究(A)

基盤研究(A)

高性能なカメラやマイクロフォンの普及により、人物の顔、音声、歩行
動作、さらには指紋、静脈、虹彩といった生体情報が、遠隔からの撮影
や録音を経て、サイバー空間に共有されることで、生体認証の突破
や、詐欺や詐称といった「なりす
まし」の脅威となることが指摘さ
れている。これらの「なりすまし」
には、撮影や録音された画像や
音メディアから人物の生体情報
を復元する必要があったが、機
械学習の進展により、特定の人
物の生体情報を復元せずに、公
開されている生体情報データ
セットから複数の人物の生体情
報と認識される生体情報（マス
ター生体情報）を生成可能なこ
とが新たに分かってきた。そこ
で、本研究では、マスター生体情
報の検出により「なりすまし」を
防止する一方で、当該情報の生

成に用いられる生体情報データセットについては、その有用性を担保
しつつ、生体情報データセット固有の脅威を「無毒化」する生体情報保
護活用基盤を確立する。

科研費

図：信頼インタラクションデザインとその応用

納得感のある人間-AI協調意思決定を目指す信頼インタラクションデザインの基盤構築と社会浸透
研究代表者：コンテンツ科学研究系教授　山田 誠二

利用するアルゴリズム、データや知識の質、量、バイアスなどにより、
AI もよく間違いを犯す。しかし、ほとんどのエンドユーザは、思い込
みや偏見から AI の性能を適正に評価できず、AI の出す解を闇雲に信
じたり、あるいは拒否したりする傾向が強い。認知科学でアルゴリズム
忌避（algorithm aversion）と呼ばれるこの現象は、人間 -AI 協調
意思決定における本質的問題であり、その解決は信頼される AI 実現
にとってのグランドチャレンジである。この問題を解決し、人間 -AI 協
調意思決定がベストパフォーマンスを出すには、従来のような AI 自体
の性能向上を目指すだけでは難しく、人間と AI がインタラクションを
通して、AI 性能を正確に評価可能になる信頼の最適化が必要である。
以上の背景から本プロジェクトでは、AI が人の認知バイアス、価値観
を基に信頼関係の崩れ（過信／不信）を検出し、適応的に較正キュー
を出して信頼較正を促すことで、信頼関係を最適化し納得感を向上さ
せる信頼インタラクションデザインの理論構築と医療検診による社会浸
透を目指す。
人間 -AI 協調意思決定では、自分で意思決定を遂行するか／ AI に任
せるかを人間が決定、実行を繰り返す。そして、信頼較正 AI が信頼
モデルを基に人間と AI の信頼を計算し、その大小関係から決定する
合理的選択と実際の人間の選択を比較、過信・不信を検知する。検知
されれば、信頼較正を促す較正キューを表出する。人間は較正キュー

に反応して自らの意思で信頼較正を行うため、人は納得感を持って最
適信頼を構築できる。

JST　CREST ： 信頼されるAIシステムを支える基盤技術

コロナ禍／コロナ後におけるオンライン会議状況でのクロスサイニング現象の理解
研究代表者：情報社会相関研究系准教授  坊農 真弓

日本学術振興会 ： 国際共同事業　英国との国際共同研究プログラム（JRP-LEAD with UKRI）

本研究は、異なる地域・異なる国に居住するろう者が、クロスサイン現
象（同じ手話言語を共有しておらずともその場で簡単な手話会話を
することができるろう者同士のコミュニケーション現象）を生じさせる
際に、どのように言語を適宜改変・単純化しているか(例：トランスラン
ゲージング)に着目し、ビデオ会議システムの文脈における手話コ
ミュニケーションスタイルの即興性と変化を分析するものである。本
研究の科学的意義は、COVID-19パンデミックによって引き起こさ
れたコミュニケーション環境の大きな変化によって、手話母語話者が
どのような影響を受けたかを理解することにある。この状況は、特定
の言語(例：手話言語)を使用するコミュニティに情報技術が急速に浸
透した珍しい例であり、特に人類が同様の状況に将来遭遇する可能
性を考えると、文化人類学や言語人類学の観点からも意義がある。本
研究プロジェクトの独創性は、オンラインビデオ会議における言語慣
習の変化を調査する先駆的な言語研究の性質にあるだけでなく、手
話コーパスを生成するための新しいAI技術の開発にもある。深層学
習を用いて得られた3次元情報や身体動作の情報を手話研究コミュ
ニティに配布し、手話と情報学の学際的な研究をさらに推進する。
具体的に本研究では、日本・英国において、インタビュー調査、大規模
アンケート調査、言語分析、インタラクション分析を行う。また、オンラ
イン手話対話コーパスを作成し、AI技術を用いて動きを検出し、アノ

テーションを行う。本研究で収集したデータはNIIリサーチデータクラ
ウド(NII RDC)で管理し、一部データの学術利用目的の公開を目指す。

参画する大型プロジェクト

Research

21



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

図：深層学習による自動ファクトチェックの枠組み
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【科研費による研究事例】

科学研究費助成事業（科研費）

科研費は、研究者の自由な発想に基づいて行われる学術研究を広く支える
資金であり、基礎から応用までの幅広い学術研究を対象としています。教員・
研究員ともに科研費の応募を積極的に行っており、多数採択されています。
また、獲得した科研費を他機関の研究者（研究分担者）へ配分し、連携のもと
で研究に取り組んでいます。
同様に、他機関の研究者が獲得した科研費にも研究分担者として多くのNII
の教員が参画しています。

マスター生体情報のなりすまし防止と生体情報の活用を実現する生体情報保護活用基盤

研究代表者：情報社会相関研究系教授  越前 功

金額(千円)
388,186

60,700

採択件数
73

57

研究代表者
研究分担者
(他機関→NII)

採択状況 （2022年度）

― 基礎から応用までのさまざまな研究に挑戦 ―

本物に類似した映像・音声・文章等のフェイクメディアが機械学習によ
り容易に生成でき、フェイクニュース等不正確な情報も氾濫するイン
フォデミック時代の今、社会に正しいメディアや情報を提示し、適切な
意思決定を支援すべく、次世代メディア解析技術を世界に先駆け提案
する。まずフェイクメディアの改ざん領域と手法を同定し根拠として表
示する事で、真贋判定の説明可能性を向上させた生体検知手法を提
案する。次に常に変化するメディア生成方法に頑健に対処するため、未
知のフェイクメディア生成法を原理的に内包した新たな検知方法およ
びその学習法を提案する。更にファクトチェックを自動化した自動ファ
クト照合(Automatic fact verification)の高度化・メディア解析技術
との融合にも取り組む。

説明可能フェイクメディア検出と自動ファクト照合による
次世代メディア解析技術

研究代表者：コンテンツ科学研究系教授  山岸 順一

基盤研究(A)

基盤研究(A)

高性能なカメラやマイクロフォンの普及により、人物の顔、音声、歩行
動作、さらには指紋、静脈、虹彩といった生体情報が、遠隔からの撮影
や録音を経て、サイバー空間に共有されることで、生体認証の突破
や、詐欺や詐称といった「なりす
まし」の脅威となることが指摘さ
れている。これらの「なりすまし」
には、撮影や録音された画像や
音メディアから人物の生体情報
を復元する必要があったが、機
械学習の進展により、特定の人
物の生体情報を復元せずに、公
開されている生体情報データ
セットから複数の人物の生体情
報と認識される生体情報（マス
ター生体情報）を生成可能なこ
とが新たに分かってきた。そこ
で、本研究では、マスター生体情
報の検出により「なりすまし」を
防止する一方で、当該情報の生

成に用いられる生体情報データセットについては、その有用性を担保
しつつ、生体情報データセット固有の脅威を「無毒化」する生体情報保
護活用基盤を確立する。

科研費

図：信頼インタラクションデザインとその応用

納得感のある人間-AI協調意思決定を目指す信頼インタラクションデザインの基盤構築と社会浸透
研究代表者：コンテンツ科学研究系教授　山田 誠二

利用するアルゴリズム、データや知識の質、量、バイアスなどにより、
AI もよく間違いを犯す。しかし、ほとんどのエンドユーザは、思い込
みや偏見から AI の性能を適正に評価できず、AI の出す解を闇雲に信
じたり、あるいは拒否したりする傾向が強い。認知科学でアルゴリズム
忌避（algorithm aversion）と呼ばれるこの現象は、人間 -AI 協調
意思決定における本質的問題であり、その解決は信頼される AI 実現
にとってのグランドチャレンジである。この問題を解決し、人間 -AI 協
調意思決定がベストパフォーマンスを出すには、従来のような AI 自体
の性能向上を目指すだけでは難しく、人間と AI がインタラクションを
通して、AI 性能を正確に評価可能になる信頼の最適化が必要である。
以上の背景から本プロジェクトでは、AI が人の認知バイアス、価値観
を基に信頼関係の崩れ（過信／不信）を検出し、適応的に較正キュー
を出して信頼較正を促すことで、信頼関係を最適化し納得感を向上さ
せる信頼インタラクションデザインの理論構築と医療検診による社会浸
透を目指す。
人間 -AI 協調意思決定では、自分で意思決定を遂行するか／ AI に任
せるかを人間が決定、実行を繰り返す。そして、信頼較正 AI が信頼
モデルを基に人間と AI の信頼を計算し、その大小関係から決定する
合理的選択と実際の人間の選択を比較、過信・不信を検知する。検知
されれば、信頼較正を促す較正キューを表出する。人間は較正キュー

に反応して自らの意思で信頼較正を行うため、人は納得感を持って最
適信頼を構築できる。

JST　CREST ： 信頼されるAIシステムを支える基盤技術

コロナ禍／コロナ後におけるオンライン会議状況でのクロスサイニング現象の理解
研究代表者：情報社会相関研究系准教授  坊農 真弓

日本学術振興会 ： 国際共同事業　英国との国際共同研究プログラム（JRP-LEAD with UKRI）

本研究は、異なる地域・異なる国に居住するろう者が、クロスサイン現
象（同じ手話言語を共有しておらずともその場で簡単な手話会話を
することができるろう者同士のコミュニケーション現象）を生じさせる
際に、どのように言語を適宜改変・単純化しているか(例：トランスラン
ゲージング)に着目し、ビデオ会議システムの文脈における手話コ
ミュニケーションスタイルの即興性と変化を分析するものである。本
研究の科学的意義は、COVID-19パンデミックによって引き起こさ
れたコミュニケーション環境の大きな変化によって、手話母語話者が
どのような影響を受けたかを理解することにある。この状況は、特定
の言語(例：手話言語)を使用するコミュニティに情報技術が急速に浸
透した珍しい例であり、特に人類が同様の状況に将来遭遇する可能
性を考えると、文化人類学や言語人類学の観点からも意義がある。本
研究プロジェクトの独創性は、オンラインビデオ会議における言語慣
習の変化を調査する先駆的な言語研究の性質にあるだけでなく、手
話コーパスを生成するための新しいAI技術の開発にもある。深層学
習を用いて得られた3次元情報や身体動作の情報を手話研究コミュ
ニティに配布し、手話と情報学の学際的な研究をさらに推進する。
具体的に本研究では、日本・英国において、インタビュー調査、大規模
アンケート調査、言語分析、インタラクション分析を行う。また、オンラ
イン手話対話コーパスを作成し、AI技術を用いて動きを検出し、アノ

テーションを行う。本研究で収集したデータはNIIリサーチデータクラ
ウド(NII RDC)で管理し、一部データの学術利用目的の公開を目指す。

参画する大型プロジェクト

Research
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本研究課題の目的は、指点字コミュニケーションにおける伝達と理解
のメカニズムを明らかにすることである。方法として、指点字対話を書
き起こす手法を開発し、データベース化することにより、連鎖分析や発
話内容の分析を可能にする研究環境を整備する。盲ろう者とは、視覚と
聴覚に障害を持つ人々のことを指す。指点字とは、先に視覚を失い、そ
の後聴覚を失った「盲ベース盲ろう」に分類される盲ろう者に用いられ
る傾向のあるコミュニケーション手段である。指点字は「盲ろう者の指
を点字タイプライターの6つのキーに見立てて、左右の人差し指から
薬指までの6指に直接打つ方法である」（東京盲ろう者友の会ホーム
ページ）。本研究課題では、すでに収録済みの指点字対話データに対
し、会話分析・相互行為分析を実施する。これらの分析のためには、指点
字の打点位置を同時に起こる音声と一致させ、やりとりを書き起こす
手法の開発が必要不可欠である。この手法に基づく分析結果を、盲ろ
う者当事者らと共有し、当事者研究の手法で本研究の発展の可能性を
検討する。

狭小な雑居ビル等は視界を大きく遮る柱や壁の存在に悩まされなが
らも、老舗のライブハウスから数多のアイドルグループを育成した劇
場に至るまで、安価なコミュニティスペースとして流用され、演劇、音
楽、映画など新しい対抗文化を力強く支える持続可能な地域社会の
拠点となってきた。感染症対策が要請した新時代のソーシャルディス
タンスのもと、さらなる狭小空間のリサイクルにより都市の効率的コ
ンパクト化を推し進めるには、こうした視覚的問題の解消が欠かせな
い。空間中を飛び交う光線を遮蔽物の前後等で自在に入出力し視覚
的障害物の仮想的透明化を実現する超多眼系の構築に取り組む。

視覚的障害物がキャンセルされた光線場を
実空間中に創出する超多眼系構築技術の探索

研究代表者：コンテンツ科学研究系准教授　児玉 和也

挑戦的研究（萌芽）

2020年4月から、JSTのサポートのもと、NIIが中心となり、情報処
理学会、情報オリンピック日本委員会と共同で、グローバルサイエ
ンスキャンパス（GSC）「情報科学の達人」プログラムをスタートし
ました。これは、情報学分野の才能をもつ中高生や高専生に対し、
最先端の情報学研究に触れる機会を提供し、情報学分野の知識や
研究力を培うことを目的としたプログラムです。
NIIと情報処理学会を通じた一般公募と、情報オリンピック日本委
員会の推薦から選ばれた全国の中高生・高専生40名強について、
ACT-I研究者、ACT-X研究者など日本を代表する若手研究者が、
メンターとして受講生の研究指導・助言を行います。受講生は、育
成プロセスの第1段階では、オンライン講習で最先端情報科学の
研究について広く学び、第2段階では、メンターの指導を受けて研
究を行います。論文発表など実績を出した受講生には大学進学後
もフォローアップを続け、海外の研究機関で一定期間の研究を行
う機会を設けることも検討しています。

変化する社会に先見性を持ってITでイノベーションを創出できる世界最高
水準のIT人材育成を目的に、ＧＲＡＣＥセンターでは、基礎となる理論と実践
的な演習を通して最先端ソフトウェア工学を修得するサイエンスに基づく
知的ものづくり教育プログラムを社会人向けに提供しています。

2021年度より、データサイエンスシリーズを新設しました。
このシリーズでは、技術としての機械学習だけでなく、根底にあ
る統計学から、ビジネスへの応用、そして、ドメインに特化した内
容まで幅広く学べるような科目構成になっています。

■トップレベルのIT人材を育成する教育サービス

■海外の大学との連携 ーＵＣＬ研修ー
第８回（2018年10月29日～11月2日）は、University College London（UCL） にて、UCLの学
生５、６人のグループに協賛企業から９人の技術者が一人ずつ加わり、医師や外科医から収集し
たARへの要求をチームで設計開発するプロジェクト型学習の研修を行いました。

UCL学生と
協賛企業技術者と教員

ACTーXはJSTの若手研究者発掘・
育成プログラムであり、「情報科学
の達人」プログラムの実施担当者の
河原林教授が研究統括を務める。

・「情報科学の達人」プログラムで
  最先端研究との出会い

中高生
高専生

学位取得

10年後
研究職

・世界トップ研究機関で修業

情報学のエリート

2～3年後
大学進学

・情報学コミュニティへの参入
・
・
海外研究機関で研修

 メンターとの共同研究

5～6年後
大学院進学

・ACT-Xに挑戦、採択 「達人」メンターに
受講生OBとして新しい
才能の発掘に携わる

エコシステム

世界の
第一線で活躍

「情報科学の達人」プログラムの未来とエコシステム構築への構想

トップエスイー

「情報科学の達人」育成官民協働プログラム

情報学分野の若き才能を発掘・育成する

アドバンス・トップエスイーコース 最先端の技術を駆使し、
難度の高い先端課題を解決する トップエスイーコース ソフトウェア工学の

基礎技術を修得する

プロフェッショナルスタディ

開発現場での困難な問題の分析、課題設定、解決策の創出、実行、評価、展開を、
講師が1対1で指導する。博士課程進学
希望者には、論文の執筆を指導する。

●加工時間見積もりに対する機械学習の適応
●自然言語処理技術を用いた上流工程の品質向上
アシストシステム構築に向けて
●DevOpsにおけるLC4RIの適用評価

■プロフェッショナルスタディの例

ソフトウェア開発実践演習

ソフトウェア開発の実課題に学んだ技術を使い解決する演習である。
演習では、講師が提示する課題をグループで、あるいは、受講生が提案
する課題を個人で取り組む。また、講師が随時アドバイスを行う。

●画像生成手法SPADEの品質評価
●機械学習システムにおける訓練モデル解釈による要求の明確化
●ニューノーマル時代のデザイン思考要求獲得手法　リモートワークショップにお
ける非言語要求の獲得
●脆弱性事例を通して得た現場でセキュアプログラミングを実施する上での課題整理

■ソフトウェア開発実践演習の例

最先端ソフトウェア工学ゼミ
全受講生と複数の講師が、開発現場の問題解決に役立つ最先端
ソフトウェア技術を1年にわたり調査・試行・報告・議論し、知見を共
有する。

●マイクロサービス ●機械学習 ●ＩｏＴ
■最先端ソフトウェア工学ゼミの例

最先端の技術・ツール・知見
講 義

ソフトウェアシステムの設計・実装・試験、システム基盤、開発マネジメント、およびイノベー
ションの創出に関わる、要求工学、形式仕様記述、テストと検証、アーキテクチャ、セキュリ
ティ、クラウド、プロジェクトマネジメント、およびデータサイエンス*の8分野・45科目の講
義を提供しています。
講義には、演習を取り入れ学んだ知識を定着させることで、業務への展開を図っています。

基礎知識

問題分析 ─ 課題設定

その結果どうなる?

課題解決

評価 ─ 普及展開

何を解決？

どう解決?

プロフェッショナルスタディのプロセス

*データサイエンス
●ビジネス・アナリティクス概論
●テキストデータ分析の基礎と応用
●データ駆動型時系列分析

●画像データ認識の基礎と応用
●ベイズ統計によるデータ解析

●機械学習概論
●データサイエンス実践
●ビッグデータIT基盤

●統計学と最適化
●ベイズ統計学

基
礎
編

実
践
編

応
用
編

自然言語の理解を実現するシステムの評価タスクとして、文章を読ん
で質問に答えさせる読解タスクが近年さかんに取り扱われている。し
かし、既存のデータセットでは説明的・事実的な内容の文章をもとに質
問が作成されることが多く、複数の文や文章全体にわたる内容にかか
わる理解を問うことができず、人間らしい高度な言語理解を評価する
ためのタスクとして限界があった。本研究ではまず文の相互関係の理
解に関連するような言語現象・推論を定義し、それらが含まれるような
文章を収集する。その文章に対して関係の理解が明示的に要請される
ような質問を収集することで、文脈的な事象の遷移・関係性を正確に捉
える能力を評価するためのデータセットを構築し、より高度な言語理解
システムを開発することを目指す。

談話的言語理解を評価する
文章読解データセットの構築

研究代表者：コンテンツ科学研究系助教　菅原 朔

若手研究

高信頼ソフトウェアの実現には状態管理が必要な様々な機能群（計算
効果）に対応したプログラム検証技術が必要となる。本研究課題では
計算効果の正しい使い方を表す時相的性質と、プログラムの状態に
関する状態依存的性質を検証するための新たな型システムについて
研究を行う。これらの性質を検証することで、プログラムが計算効果
を正しく使用しているか、プログラムが計算効果の正しい状態を保持
しているかを検証することを目指す。

多様な計算効果の時相的・状態依存的性質検証の
ための型システム

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系准教授　関山 太朗

若手研究

本研究は、以前開発した民事裁判上の争点整理システム（対象：弁護
士・裁判官のような法曹向け）をインタラクティブなオンライン紛争解
決（Online Dispute Resolution（ODR）） システムの各フェーズ（診
断、交渉、調停、評価）に援用することにより、人工知能技術を用いた効
率的な一般人向けのODRシステムを構築する。研究期間は３年で、ま
ず、ODRにおける技術的問題点、法的問題点の洗い出しを行い、それ
を踏まえたODR各フェーズの支援機能検討を行い、最終的には各
フェーズの支援機能を統合したプロトタイプシステムを構築し、一般
人に試用させて有用性を検証する。

人工知能によるオンライン紛争解決(ODR)システムの
構築

研究代表者：情報学プリンシプル研究系教授　佐藤 健

基盤研究(A)

指点字コミュニケーションにおける伝達と
理解メカニズムの解明

研究代表者：情報社会相関研究系准教授　坊農 真弓

基盤研究(B)

人工知能(AI)研究においては、機械学習(Machine Learning; ML)の
発展によりパターン認識機能が近年飛躍的に向上しているが、記号処
理を伴った高度な知的作業においては知識表現・推論(Knowledge 
Representation and Reasoning; KR)が活用されてきた。本研究で
はこれまで独立して研究されてきたMLとKRの両技術を有機的に統合
することで、説明可能であってロバスト性も有するような次世代のAI
を構築するための技術基盤を確立する。このために、（1）KR技術の導
入によるML技術の説明可能性・更新容易性の向上、（2）ML技術に支
えられたロバストなKR技術の開発、（3）MLとKRの統合による画期的
なAI応用、という3つの研究目標を設定している。

知識表現・推論と機械学習の統合による
ロバストAIの実現

研究代表者：情報学プリンシプル研究系教授　井上 克巳

基盤研究(A)

科研費 人材育成
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本研究課題の目的は、指点字コミュニケーションにおける伝達と理解
のメカニズムを明らかにすることである。方法として、指点字対話を書
き起こす手法を開発し、データベース化することにより、連鎖分析や発
話内容の分析を可能にする研究環境を整備する。盲ろう者とは、視覚と
聴覚に障害を持つ人々のことを指す。指点字とは、先に視覚を失い、そ
の後聴覚を失った「盲ベース盲ろう」に分類される盲ろう者に用いられ
る傾向のあるコミュニケーション手段である。指点字は「盲ろう者の指
を点字タイプライターの6つのキーに見立てて、左右の人差し指から
薬指までの6指に直接打つ方法である」（東京盲ろう者友の会ホーム
ページ）。本研究課題では、すでに収録済みの指点字対話データに対
し、会話分析・相互行為分析を実施する。これらの分析のためには、指点
字の打点位置を同時に起こる音声と一致させ、やりとりを書き起こす
手法の開発が必要不可欠である。この手法に基づく分析結果を、盲ろ
う者当事者らと共有し、当事者研究の手法で本研究の発展の可能性を
検討する。

狭小な雑居ビル等は視界を大きく遮る柱や壁の存在に悩まされなが
らも、老舗のライブハウスから数多のアイドルグループを育成した劇
場に至るまで、安価なコミュニティスペースとして流用され、演劇、音
楽、映画など新しい対抗文化を力強く支える持続可能な地域社会の
拠点となってきた。感染症対策が要請した新時代のソーシャルディス
タンスのもと、さらなる狭小空間のリサイクルにより都市の効率的コ
ンパクト化を推し進めるには、こうした視覚的問題の解消が欠かせな
い。空間中を飛び交う光線を遮蔽物の前後等で自在に入出力し視覚
的障害物の仮想的透明化を実現する超多眼系の構築に取り組む。

視覚的障害物がキャンセルされた光線場を
実空間中に創出する超多眼系構築技術の探索

研究代表者：コンテンツ科学研究系准教授　児玉 和也

挑戦的研究（萌芽）

2020年4月から、JSTのサポートのもと、NIIが中心となり、情報処
理学会、情報オリンピック日本委員会と共同で、グローバルサイエ
ンスキャンパス（GSC）「情報科学の達人」プログラムをスタートし
ました。これは、情報学分野の才能をもつ中高生や高専生に対し、
最先端の情報学研究に触れる機会を提供し、情報学分野の知識や
研究力を培うことを目的としたプログラムです。
NIIと情報処理学会を通じた一般公募と、情報オリンピック日本委
員会の推薦から選ばれた全国の中高生・高専生40名強について、
ACT-I研究者、ACT-X研究者など日本を代表する若手研究者が、
メンターとして受講生の研究指導・助言を行います。受講生は、育
成プロセスの第1段階では、オンライン講習で最先端情報科学の
研究について広く学び、第2段階では、メンターの指導を受けて研
究を行います。論文発表など実績を出した受講生には大学進学後
もフォローアップを続け、海外の研究機関で一定期間の研究を行
う機会を設けることも検討しています。

変化する社会に先見性を持ってITでイノベーションを創出できる世界最高
水準のIT人材育成を目的に、ＧＲＡＣＥセンターでは、基礎となる理論と実践
的な演習を通して最先端ソフトウェア工学を修得するサイエンスに基づく
知的ものづくり教育プログラムを社会人向けに提供しています。

2021年度より、データサイエンスシリーズを新設しました。
このシリーズでは、技術としての機械学習だけでなく、根底にあ
る統計学から、ビジネスへの応用、そして、ドメインに特化した内
容まで幅広く学べるような科目構成になっています。

■トップレベルのIT人材を育成する教育サービス

■海外の大学との連携 ーＵＣＬ研修ー
第８回（2018年10月29日～11月2日）は、University College London（UCL） にて、UCLの学
生５、６人のグループに協賛企業から９人の技術者が一人ずつ加わり、医師や外科医から収集し
たARへの要求をチームで設計開発するプロジェクト型学習の研修を行いました。

UCL学生と
協賛企業技術者と教員

ACTーXはJSTの若手研究者発掘・
育成プログラムであり、「情報科学
の達人」プログラムの実施担当者の
河原林教授が研究統括を務める。

・「情報科学の達人」プログラムで
  最先端研究との出会い

中高生
高専生

学位取得

10年後
研究職

・世界トップ研究機関で修業

情報学のエリート

2～3年後
大学進学

・情報学コミュニティへの参入
・
・
海外研究機関で研修

 メンターとの共同研究

5～6年後
大学院進学

・ACT-Xに挑戦、採択 「達人」メンターに
受講生OBとして新しい
才能の発掘に携わる

エコシステム

世界の
第一線で活躍

「情報科学の達人」プログラムの未来とエコシステム構築への構想

トップエスイー

「情報科学の達人」育成官民協働プログラム

情報学分野の若き才能を発掘・育成する

アドバンス・トップエスイーコース 最先端の技術を駆使し、
難度の高い先端課題を解決する トップエスイーコース ソフトウェア工学の

基礎技術を修得する

プロフェッショナルスタディ

開発現場での困難な問題の分析、課題設定、解決策の創出、実行、評価、展開を、
講師が1対1で指導する。博士課程進学
希望者には、論文の執筆を指導する。

●加工時間見積もりに対する機械学習の適応
●自然言語処理技術を用いた上流工程の品質向上
アシストシステム構築に向けて
●DevOpsにおけるLC4RIの適用評価

■プロフェッショナルスタディの例

ソフトウェア開発実践演習

ソフトウェア開発の実課題に学んだ技術を使い解決する演習である。
演習では、講師が提示する課題をグループで、あるいは、受講生が提案
する課題を個人で取り組む。また、講師が随時アドバイスを行う。

●画像生成手法SPADEの品質評価
●機械学習システムにおける訓練モデル解釈による要求の明確化
●ニューノーマル時代のデザイン思考要求獲得手法　リモートワークショップにお
ける非言語要求の獲得
●脆弱性事例を通して得た現場でセキュアプログラミングを実施する上での課題整理

■ソフトウェア開発実践演習の例

最先端ソフトウェア工学ゼミ
全受講生と複数の講師が、開発現場の問題解決に役立つ最先端
ソフトウェア技術を1年にわたり調査・試行・報告・議論し、知見を共
有する。

●マイクロサービス ●機械学習 ●ＩｏＴ
■最先端ソフトウェア工学ゼミの例

最先端の技術・ツール・知見
講 義

ソフトウェアシステムの設計・実装・試験、システム基盤、開発マネジメント、およびイノベー
ションの創出に関わる、要求工学、形式仕様記述、テストと検証、アーキテクチャ、セキュリ
ティ、クラウド、プロジェクトマネジメント、およびデータサイエンス*の8分野・45科目の講
義を提供しています。
講義には、演習を取り入れ学んだ知識を定着させることで、業務への展開を図っています。

基礎知識

問題分析 ─ 課題設定

その結果どうなる?

課題解決

評価 ─ 普及展開

何を解決？

どう解決?

プロフェッショナルスタディのプロセス

*データサイエンス
●ビジネス・アナリティクス概論
●テキストデータ分析の基礎と応用
●データ駆動型時系列分析

●画像データ認識の基礎と応用
●ベイズ統計によるデータ解析

●機械学習概論
●データサイエンス実践
●ビッグデータIT基盤

●統計学と最適化
●ベイズ統計学

基
礎
編

実
践
編

応
用
編

自然言語の理解を実現するシステムの評価タスクとして、文章を読ん
で質問に答えさせる読解タスクが近年さかんに取り扱われている。し
かし、既存のデータセットでは説明的・事実的な内容の文章をもとに質
問が作成されることが多く、複数の文や文章全体にわたる内容にかか
わる理解を問うことができず、人間らしい高度な言語理解を評価する
ためのタスクとして限界があった。本研究ではまず文の相互関係の理
解に関連するような言語現象・推論を定義し、それらが含まれるような
文章を収集する。その文章に対して関係の理解が明示的に要請される
ような質問を収集することで、文脈的な事象の遷移・関係性を正確に捉
える能力を評価するためのデータセットを構築し、より高度な言語理解
システムを開発することを目指す。

談話的言語理解を評価する
文章読解データセットの構築

研究代表者：コンテンツ科学研究系助教　菅原 朔

若手研究

高信頼ソフトウェアの実現には状態管理が必要な様々な機能群（計算
効果）に対応したプログラム検証技術が必要となる。本研究課題では
計算効果の正しい使い方を表す時相的性質と、プログラムの状態に
関する状態依存的性質を検証するための新たな型システムについて
研究を行う。これらの性質を検証することで、プログラムが計算効果
を正しく使用しているか、プログラムが計算効果の正しい状態を保持
しているかを検証することを目指す。

多様な計算効果の時相的・状態依存的性質検証の
ための型システム

研究代表者：アーキテクチャ科学研究系准教授　関山 太朗

若手研究

本研究は、以前開発した民事裁判上の争点整理システム（対象：弁護
士・裁判官のような法曹向け）をインタラクティブなオンライン紛争解
決（Online Dispute Resolution（ODR）） システムの各フェーズ（診
断、交渉、調停、評価）に援用することにより、人工知能技術を用いた効
率的な一般人向けのODRシステムを構築する。研究期間は３年で、ま
ず、ODRにおける技術的問題点、法的問題点の洗い出しを行い、それ
を踏まえたODR各フェーズの支援機能検討を行い、最終的には各
フェーズの支援機能を統合したプロトタイプシステムを構築し、一般
人に試用させて有用性を検証する。

人工知能によるオンライン紛争解決(ODR)システムの
構築

研究代表者：情報学プリンシプル研究系教授　佐藤 健

基盤研究(A)

指点字コミュニケーションにおける伝達と
理解メカニズムの解明

研究代表者：情報社会相関研究系准教授　坊農 真弓

基盤研究(B)

人工知能(AI)研究においては、機械学習(Machine Learning; ML)の
発展によりパターン認識機能が近年飛躍的に向上しているが、記号処
理を伴った高度な知的作業においては知識表現・推論(Knowledge 
Representation and Reasoning; KR)が活用されてきた。本研究で
はこれまで独立して研究されてきたMLとKRの両技術を有機的に統合
することで、説明可能であってロバスト性も有するような次世代のAI
を構築するための技術基盤を確立する。このために、（1）KR技術の導
入によるML技術の説明可能性・更新容易性の向上、（2）ML技術に支
えられたロバストなKR技術の開発、（3）MLとKRの統合による画期的
なAI応用、という3つの研究目標を設定している。

知識表現・推論と機械学習の統合による
ロバストAIの実現

研究代表者：情報学プリンシプル研究系教授　井上 克巳

基盤研究(A)

科研費 人材育成
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NIIでは、民間機関等との共同研究、受託研究等の
外部資金による研究を積極的に行っています。
また、情報学に求められる、人と社会に今までにな
い実価値を生み出す新しい理論、方法論、応用展
開（未来価値）のために、公募型共同研究の募集・
実施を通して情報学研究のさらなる推進と他の
学問分野との連携による研究の開拓を進めてい
ます。

民間機関等の外部の機関から研究者や研究費を受け入れ、NIIの教員と共同研究を
行うものです。実施期間は原則1年ですが、複数年契約も可能です。

【民間機関等とのさまざまな共同研究を実施】

企業等

③共同研究契約締結

④研究料・研究費の振込依頼

⑤研究の実施・成果報告

②受け入れ決定

①申し込み

https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/minkan/

①研究者のみを受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
在職のまま民間機関等外部の機関から派遣される研究者を受け入れ、NIIにて共
同研究を行います。必要な一定額の経費を研究料として負担していただきます。
②研究費のみを受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共同研究に必要な研究費を民間機関等から受け入れます。共同研究者はそれぞれ
の場所で研究を行います。
③研究者と研究費を受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究費と研究料を受け入れて、共同研究を行います。

【戦略研究テーマ一覧（14テーマ）】
COVID-19によるコロナ禍を乗り越えるための研究の提案
SINET6を活用した革新的基盤機能及び
アプリケーション・サービスの提案
NII-SOCSのデータを活用した
サイバーセキュリティ解析技術の提案
オープンサイエンス時代を見据えた大学における
研究データ管理体制整備の提案
研究資源としての「データセット」の構築と活用基盤の提案
社会の活動の効率化を実現する
CPS/IoTサービスとシステム基盤デザインの提案

民間機関等との共同研究

NIIの教員を連絡担当教員として含める形で、共同研究を公募します。公募型共同研
究には以下の三つの型があり、毎年度後期に募集を行います。

●NIIが設定した戦略テーマに基づいて申請する戦略研究公募型
●主に軽井沢国際高等セミナーハウスでの会合を通して、新たな連携や研究課題の
深化をめざす研究企画会合公募型
●応募者が自由に研究課題を設定する自由提案公募型
本公募型共同研究は、主に国内機関に所属する研究者からの申請が対象となります
が、共同研究者の所属対象が広く、国内外の大学・研究所、高等専門学校、民間企業
に所属する研究者の他、大学院生も参加が可能です。本公募型共同研究の枠組みを
積極的に利用して、新たな一歩をめざしてください。

【研究者との幅広い連携の創出と価値の創造をめざした研究を実施】
https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/koubo/NII公募型共同研究

受入研究費（千円）受入件数

58

56

30

2020年度

2021年度

2022年度

186,603

193,051*

198,347*

実施状況 （2022年度）

*共同研究部門に係る経費を含む。

件数

27

4

11

42

戦略研究公募型

研究企画会合公募型

自由提案公募型

合計

採択状況 （2022年度）

人間らしい意味理解にせまる革新的モデルとアルゴリズムの提案
機械学習応用システムの品質保証・向上のための技術の提案
AIのためのUI、XAIに関する技術の提案
文化財のより深い利活用のための革新的モデルと
アルゴリズムの提案
次世代インターネットのための基盤技術の提案
教育研究のデジタル革新を推進する技術や手法の提案
量子情報処理のためのアルゴリズム・プログラミングの提案
人間中心のAI社会を実現するための
シンセティックメディアに関わる基盤技術の提案

1.
2.

3.

4.

5.
6.

7.
8.
9.
10.

11.
12.
13.
14.

研究 Research

305 帰属：機構帰属とされたもの
帰属：個人帰属とされたもの

290
15 355 国内

外国
291
64 178 国内

外国
140
38

（2023年3月末現在）

掲載は一部であり、保有特許（国内）の全件については右記のリンク先から確認可能である 。https://www.nii.ac.jp/about/overview/chizai/

（2023年3月末現在）

■届出件数 ■出願件数 ■登録件数

発明届出件数および特許出願、登録件数（2004年度からの累計）

登録商標一覧

保有特許一覧（国内）

商標態様
4811291
4830960
4832775
4934163
4952143
4943324
4980388
5182361
5152641

登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号
NII
NII
Net Commons
図形＋SINET
NAREGI
トップエスイー
WebELS
Net Commons
n c net commons ※「SIGVerse」(国際登録番号1203063)、「PrivacyVisor」(同1208262)は、欧州、米国、中国においても登録商標を取得しています。※「QNNcloud」は、欧州、中国においても登録商標を取得しています。

neXt commons
researchmap
GRACE＋図形
学認/GAKUNIN
図形（パレット）
図形（学認/GakuNin）
情報犬
図形（情報犬）

5191260
5261160
5275386
5341899
5498318
5498319
5538785
5538784

5580217
5600802
5622078
5645544
5649553
5653596
6029580
6029579

図形（サイニィ/CiNii）
図形（ミカエル）
meQuanics
図形（GeoNLP）
SIGVerse  ※
PrivacyVisor  ※
Eduroam
（図形）Eduroam

（図形）学帽及び雲
QNNcloud  ※
（文字）ビットくん
（文字）トップエスイー
図形(量子技術高等教育拠点)
CADDE
ジャッデ
GakuNin LMS

6062452
6072214
6297315
6335656
6552929
6597043
6597044
6624512

学認LMS
図形(学認LMS)
GakuNin RDM
学認RDM
図形(GakuNin RDM)
図形(GakuNin RDM)

6624513
6624514
6607174
6607175
6607176
6607177

知的財産の創出・取得・管理を通して、産官学連携活動による社会貢献を推進しています。共同研究の推進 知的財産

Research
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NIIでは、民間機関等との共同研究、受託研究等の
外部資金による研究を積極的に行っています。
また、情報学に求められる、人と社会に今までにな
い実価値を生み出す新しい理論、方法論、応用展
開（未来価値）のために、公募型共同研究の募集・
実施を通して情報学研究のさらなる推進と他の
学問分野との連携による研究の開拓を進めてい
ます。

民間機関等の外部の機関から研究者や研究費を受け入れ、NIIの教員と共同研究を
行うものです。実施期間は原則1年ですが、複数年契約も可能です。

【民間機関等とのさまざまな共同研究を実施】

企業等

③共同研究契約締結

④研究料・研究費の振込依頼

⑤研究の実施・成果報告

②受け入れ決定

①申し込み

https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/minkan/

①研究者のみを受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
在職のまま民間機関等外部の機関から派遣される研究者を受け入れ、NIIにて共
同研究を行います。必要な一定額の経費を研究料として負担していただきます。
②研究費のみを受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共同研究に必要な研究費を民間機関等から受け入れます。共同研究者はそれぞれ
の場所で研究を行います。
③研究者と研究費を受け入れる場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究費と研究料を受け入れて、共同研究を行います。

【戦略研究テーマ一覧（14テーマ）】
COVID-19によるコロナ禍を乗り越えるための研究の提案
SINET6を活用した革新的基盤機能及び
アプリケーション・サービスの提案
NII-SOCSのデータを活用した
サイバーセキュリティ解析技術の提案
オープンサイエンス時代を見据えた大学における
研究データ管理体制整備の提案
研究資源としての「データセット」の構築と活用基盤の提案
社会の活動の効率化を実現する
CPS/IoTサービスとシステム基盤デザインの提案

民間機関等との共同研究

NIIの教員を連絡担当教員として含める形で、共同研究を公募します。公募型共同研
究には以下の三つの型があり、毎年度後期に募集を行います。

●NIIが設定した戦略テーマに基づいて申請する戦略研究公募型
●主に軽井沢国際高等セミナーハウスでの会合を通して、新たな連携や研究課題の
深化をめざす研究企画会合公募型
●応募者が自由に研究課題を設定する自由提案公募型
本公募型共同研究は、主に国内機関に所属する研究者からの申請が対象となります
が、共同研究者の所属対象が広く、国内外の大学・研究所、高等専門学校、民間企業
に所属する研究者の他、大学院生も参加が可能です。本公募型共同研究の枠組みを
積極的に利用して、新たな一歩をめざしてください。

【研究者との幅広い連携の創出と価値の創造をめざした研究を実施】
https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/koubo/NII公募型共同研究

受入研究費（千円）受入件数

58

56

30

2020年度

2021年度

2022年度

186,603

193,051*

198,347*

実施状況 （2022年度）

*共同研究部門に係る経費を含む。

件数

27

4

11

42

戦略研究公募型

研究企画会合公募型

自由提案公募型

合計

採択状況 （2022年度）

人間らしい意味理解にせまる革新的モデルとアルゴリズムの提案
機械学習応用システムの品質保証・向上のための技術の提案
AIのためのUI、XAIに関する技術の提案
文化財のより深い利活用のための革新的モデルと
アルゴリズムの提案
次世代インターネットのための基盤技術の提案
教育研究のデジタル革新を推進する技術や手法の提案
量子情報処理のためのアルゴリズム・プログラミングの提案
人間中心のAI社会を実現するための
シンセティックメディアに関わる基盤技術の提案

1.
2.

3.

4.

5.
6.

7.
8.
9.
10.

11.
12.
13.
14.
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305 帰属：機構帰属とされたもの
帰属：個人帰属とされたもの

290
15 355 国内

外国
291
64 178 国内

外国
140
38

（2023年3月末現在）

掲載は一部であり、保有特許（国内）の全件については右記のリンク先から確認可能である 。https://www.nii.ac.jp/about/overview/chizai/

（2023年3月末現在）

■届出件数 ■出願件数 ■登録件数

発明届出件数および特許出願、登録件数（2004年度からの累計）

登録商標一覧

保有特許一覧（国内）

商標態様
4811291
4830960
4832775
4934163
4952143
4943324
4980388
5182361
5152641

登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号 商標態様 登録番号
NII
NII
Net Commons
図形＋SINET
NAREGI
トップエスイー
WebELS
Net Commons
n c net commons ※「SIGVerse」(国際登録番号1203063)、「PrivacyVisor」(同1208262)は、欧州、米国、中国においても登録商標を取得しています。※「QNNcloud」は、欧州、中国においても登録商標を取得しています。

neXt commons
researchmap
GRACE＋図形
学認/GAKUNIN
図形（パレット）
図形（学認/GakuNin）
情報犬
図形（情報犬）

5191260
5261160
5275386
5341899
5498318
5498319
5538785
5538784

5580217
5600802
5622078
5645544
5649553
5653596
6029580
6029579

図形（サイニィ/CiNii）
図形（ミカエル）
meQuanics
図形（GeoNLP）
SIGVerse  ※
PrivacyVisor  ※
Eduroam
（図形）Eduroam

（図形）学帽及び雲
QNNcloud  ※
（文字）ビットくん
（文字）トップエスイー
図形(量子技術高等教育拠点)
CADDE
ジャッデ
GakuNin LMS

6062452
6072214
6297315
6335656
6552929
6597043
6597044
6624512

学認LMS
図形(学認LMS)
GakuNin RDM
学認RDM
図形(GakuNin RDM)
図形(GakuNin RDM)

6624513
6624514
6607174
6607175
6607176
6607177

知的財産の創出・取得・管理を通して、産官学連携活動による社会貢献を推進しています。共同研究の推進 知的財産

Research

発明の名称 NII 発明者 単独出願 登録番号
焦点ぼけ構造を用いたイメージング装置及びイメージング方法 児玉 和也 ● 特許第 4437228 号
情報資源検索装置、情報資源検索方法及び情報資源検索プログラム 神門 典子 ● 特許第 4324650 号
アクティブコンテンツ流通システム及びアクティブコンテンツ流通プログラム 本位田 真一 ● 特許第 4392503 号
渋滞予測情報生成装置、渋滞予測情報生成方法、及び経路探索システム 本位田 真一 特許第 4729411 号
コンテンツ販売装置及びコンテンツ販売方法 曽根原 登 ● 特許第 4304278 号
文書インデキシング装置、文書検索装置、文書分類装置、並びにその方法及びプログラム 曽根原 登 ● 特許第 4362492 号
映像提供装置及び映像提供方法 相原 健郎 ● 特許第 4359685 号
投影画像補正システム及び投影画像補正プログラム 佐藤 いまり ● 特許第 4982844 号
デジタルコンテンツ登録配信装置、システム及び方法 曽根原 登 ● 特許第 4956742 号
三次元集積電気回路の配線構造及びそのレイアウト方法 鯉渕 道紘 ● 特許第 5024530 号
量子鍵配送方法、通信システムおよび通信装置 渡辺 曜大 ● 特許第 4862159 号
時刻基準点情報伝送システムおよび受信器 橋爪 宏達 ● 特許第 4621924 号
集配経路選択システム 佐藤 一郎 ● 特許第 4374457 号
経路切替方法、サーバ装置、境界ノード装置、経路切替システム及び経路切替プログラム 漆谷 重雄 特許第 5062845 号
ダイレクトパス確立方法、サーバ装置、発信者ネットワークノード装置、
ダイレクトパス確立ネットワーク、及び、それらのプログラム 漆谷 重雄 特許第 4999112 号
パス管理制御方法、パス管理制御プログラム、パス管理制御装置およびパス管理制御システム 漆谷 重雄 特許第 4806466 号
イジングモデルの量子計算装置及びイジングモデルの量子計算方法 山本 喜久 ● 特許第 5354233 号
計測装置、計測システム、および計測方法 橋爪 宏達 ● 特許第 5593062 号
情報検索表示装置、方法および情報検索表示プログラム 曽根原 登 ● 特許第 5599068 号
情報検索表示装置、方法および情報検索表示プログラム 曽根原 登 ● 特許第 5608950 号
情報検索表示装置、方法および情報検索表示プログラム 曽根原 登 ● 特許第 5608951 号
情報提供装置、方法、およびプログラム 曽根原 登 特許第 5614655 号
制御サーバ、制御方法及び制御プログラム 青木 道宏 特許第 5682932 号
ドップラーレーダーシステム、ドップラーレーダー送信装置及び送信波最適化方法 橋爪 宏達 ● 特許第 5704695 号
速度・距離検出システム、速度・距離検出装置、および速度・距離検出方法 橋爪 宏達 ● 特許第 5739822 号
情報処理装置、日程決定方法及びコンピュータプログラム 河原林 健一 ● 特許第 5733722 号
検索木描画装置、検索木描画方法およびプログラム 計 宇生 特許第 5754676 号
符号化装置、この方法、プログラム及び記録媒体 小野 順貴 特許第 5789816 号
語順並べ替え装置、翻訳装置、翻訳モデル学習装置、方法、及びプログラム 宮尾 祐介 特許第 5800206 号
音響信号解析装置、方法、及びプログラム 小野 順貴 特許第 5807914 号
データ配送システム及びデータ配送装置及び方法 福田 健介 特許第 5818262 号
データの分散管理システム及び装置及び方法及びプログラム 福田 健介 特許第 5818263 号
音響信号解析装置、方法、及びプログラム 小野 順貴 特許第 5911101 号
画像検索装置、方法、及びプログラム 佐藤 真一 特許第 5979444 号
距離測定方法及びレーダー装置 橋爪 宏達 ● 特許第 6029287 号
光を用いた超伝導量子ビットの状態検出 根本 香絵 特許第 6029070 号
光パラメトリック発振器とそれを用いたランダム信号発生装置及びイジングモデル計算装置 山本 喜久 特許第 6029072 号
語順並べ替え装置、翻訳装置、方法、及びプログラム 宮尾 祐介 特許第 6040946 号
信号処理装置、方法及びプログラム 小野 順貴 特許第 6005443 号
音声言語評価装置、パラメータ推定装置、方法、及びプログラム 小野 順貴 特許第 6057170 号
信号処理装置、信号処理方法及びコンピュータプログラム 小野 順貴 ● 特許第 6099032 号
視線インタフェースを用いた対話的情報探索装置 神門 典子 ● 特許第 6099342 号
顔検出防止具 越前 功 ● 特許第 6108562 号
法的推論提示方法、法的推論提示システムおよびプログラム 佐藤 健 ● 特許第 6112542 号
イジングモデルの量子計算装置及びイジングモデルの量子計算方法 宇都宮 聖子 特許第 6143325 号
語順並べ替え装置、翻訳装置、翻訳モデル学習装置、方法、及びプログラム 宮尾 祐介 特許第 6083645 号
超伝導量子ビットの初期化方法 根本 香絵 特許第 6230123 号
生成モデル作成装置、推定装置、それらの方法およびプログラム 小野 順貴 特許第 6241790 号
イジングモデルの量子計算装置、イジングモデルの量子並列計算装置
及びイジングモデルの量子計算方法 宇都宮 聖子 特許第 6255087 号
イジングモデルの量子計算装置 山本 喜久 特許第 6260896 号
適応的測位間隔設定システム、適応的測位間隔設定方法、
行動モデル計算装置、及び行動モデル計算プログラム 高須 淳宏 特許第 6253022 号
量子鍵配送システムおよび量子鍵配送方法 山本 喜久 特許第 6257042 号
音声信号処理装置及び方法 小野 順貴 特許第 6278294 号

発明の名称 NII 発明者 単独出願 登録番号
光パラメトリック発振器のネットワークを使用する計算 宇都宮 聖子 特許第 6300049 号
情報処理装置用ネットワークシステム 鯉渕 道紘 ● 特許第 6325260 号
データキャッシュ方法、ノード装置及びプログラム 漆谷 重雄 特許第 6319694 号
自然言語推論システム、自然言語推論方法及びプログラム 宮尾 祐介 ● 特許第 6327799 号
仮想状態定義装置、仮想状態定義方法及び仮想状態定義プログラム 漆谷 重雄 特許第 6332802 号
クーポンシステム 相原 健郎 特許第 6347383 号
磁気共鳴装置 根本 香絵 特許第 6347489 号
ストリーミング配信システム チョン・ジーン 特許第 6367030 号
光発生装置および光発生方法 Timothy Byrnes ● 特許第 6376697 号
リハビリテーション支援装置及びリハビリテーション支援方法 稲邑 哲也 ● 特許第 6381097 号
イジングモデルの量子計算装置 宇都宮 聖子 特許第 6429346 号
情報処理装置及び情報処理方法 河原林 健一 特許第 6445246 号
物体領域特定方法、装置、及びプログラム 佐藤 真一 特許第 6448036 号
画像処理装置、画像処理方法及び記録媒体 佐藤 いまり 特許第 6471942 号
生体検知装置、生体検知方法及びプログラム 山岸 順一 ● 特許第 6480124 号
ノイズ付加装置及びノイズ付加方法 越前 功 特許第 6501228 号
仮想通貨管理プログラムおよび方法 岡田 仁志 特許第 6544695 号
ネットワーク制御装置、ネットワーク制御方法及びネットワーク制御プログラム 栗本 崇 特許第 6550662 号
情報抽出装置、情報抽出方法、及び情報抽出プログラム 坂本 一憲 ● 特許第 6562276 号
単語並べ替え学習装置、単語並べ替え装置、方法、及びプログラム 宮尾 祐介 特許第 6613666 号
観測者検出装置、方法、プログラム、及びコンピュータ読み取り可能な記録媒体 小西 卓哉 特許第 6614030 号
デジタルホログラフィ記録装置、デジタルホログラフィ再生装置、
デジタルホログラフィ記録方法、およびデジタルホログラフィ再生方法 佐藤 いまり 特許第 6628103 号
画像処理装置、画像処理方法及びプログラム 鄭 銀強 特許第 6671653 号
画像処理装置及び方法、画像処理プログラム、並びに投影装置 佐藤 いまり 特許第 6757004 号
音源分離装置 小野 順貴 特許第 6763721 号
画像処理装置及び方法 備瀬 竜馬 ● 特許第 6799331 号
光超音波画像化装置及び方法、光超音波画像化装置の制御プログラム並びに記録媒体 備瀬 竜馬 ● 特許第 6799321 号
結合振動子系の計算装置、プログラム及び方法 宇都宮 聖子 特許第 6803026 号
イジングモデルの計算装置 宇都宮 聖子 特許第 6818320 号
情報送信装置、情報受信装置、情報伝送システム及びプログラム、
測位システム、照明器具並びに照明システム 橋爪 宏達 特許第 6847411 号
ネットワーク評価方法、ネットワーク評価装置及びプログラム 栗本 崇 特許第 6875702 号
画像処理装置及び方法、画像処理装置の制御プログラム並びに記録媒体 児玉 和也 ● 特許第 6908277 号
オーケストレータ装置、プログラム、情報処理システム、及び制御方法 栗本 崇 特許第 6944155 号
オーケストレータ装置、プログラム、情報処理システム、及び制御方法 栗本 崇 特許第 6944156 号
イジングモデルの計算装置 宇都宮 聖子 特許第 6980185 号
形状測定装置及び方法 佐藤 いまり ● 特許第 6979701 号
移動体位置測位方法 相原 健郎 ● 特許第 7012985 号
符号化装置、符号化方法およびプログラム 山岸 順一 特許第 7019138 号
イジングモデルの計算装置 宇都宮 聖子 特許第 7018620 号
影響力評価システム 水野 貴之 ● 特許第 7040786 号
情報検索システム 河原 林健一 ● 特許第 7169628 号
学習装置、学習方法、音声合成装置、音声合成方法及びプログラム 山岸 順一 ● 特許第 7109071 号
生体特徴盗撮防止装着具及び盗撮防止方法 越前 功 ● 特許第 7056933 号
画像パディング方法、画像パディング装置、及びプログラム チョン・ジーン 特許第 7154507 号
無線通信システム、無線端末、集中制御局及び無線通信方法 金子 めぐみ 特許第 7185231 号
無線通信制御方法 金子 めぐみ 特許第 7156644 号
イメージング装置及び方法 佐藤 いまり ● 特許第 7193851 号
試料観察方法、試料観察装置、及び顕微鏡 島野 美保子 ● 特許第 7161218 号
情報伝送システム 橋爪 宏達 特許第 7213494 号
人流可視化システム、人流可視化装置、人流可視化方法及びプログラム 相原 健郎 特許第 7138879 号
形状測定装置及び方法 佐藤 いまり ● 特許第 7117800 号
符号化方法、符号化装置及びプログラム チョン・ジーン 特許第 7161736 号
無線通信方法、無線通信システム、基地局装置、無線端末、及び無線通信プログラム 金子 めぐみ 特許第 7219900 号
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NIIは情報学分野で社会課題の解決をめざした実践的な研究開発に取り組んでいます。その成果を社会実装に結び付けるためには産官学の連携が
不可欠であり、一層の連携強化に向けて企業や自治体の期待に応えるよう、産官学連携を推進しています。

NIIの産官学連携の仕組みを拡充し、新たなパートナーとの連携の可能性を拓き、広く社会への貢献をめざしたコンサルティングのサービスを提案します。
企業等の当事者と研究者とのコミュニケーションを通して、社会貢献や産学連携によるイノベーション創出に結び付く可能性を持つ諸課題において、研究
者自らによる適切な方針アドバイスによりスタートアップを支援します。

NII学術指導保有データの持つ妥当な価値目標を知りたい

分析など技術的に可能なことを知りたい

短い期間で方針を決めたい

研究者ゆえに知っていること
●先端研究から見た、技術的にできる
ことの限界（目標設定アドバイス）

●新規開発への知恵やノウハウ
●見落としがちなキーパーソンとは
（体制のアドバイス）
●有効な取り組みの進め方（方針・計
画のアドバイス）

●レクチャー、グループミーティングに
よるアドバイス

●短期間の契約での方針づくりの指導
●研究領域の異なる複数教員による
グループ指導も可能

NIIからのご提案

23.286

企業・自治体等の期待 NIIの産官学連携活動
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研究構想段階での意思決定支援
世界の最先端研究動向や技術潮流、それらに基づく関連企業、
研究機関、研究者の情報を把握したい。

研究着手準備・判断
企業内での研究着手へ向けた準備や、着手タイミングの見極
めをしておきたい。

研究推進のアウトソーシング
研究推進体制を補完する研究人材交流を図りたい。内部ではカバー
できない研究スキルやノウハウとして外部の研究力を活用したい。

総合的な協働連携
幅広く多様な情報学領域の研究課題を抱えており、総合的な
協働連携に取り組みたい。

研究人材育成
将来の研究人材を育成したい、新しい研究スキルを獲得したい。

事業貢献人材育成
将来の事業に必要な高度な技術スキル獲得や、事業推進上
不足する人材育成に取り組みたい。

NII湘南会議
企業オーガナイザーとしてセミナー課題の提案

産官学連携セミナー
先端研究成果と連携事例の紹介

産官学連携塾
最先端研究紹介と課題共有によるマッチング機会の創出

学術指導
研究者による技術的な助言や提案

NII公募型共同研究
テーマに応じたアカデミアパートナーの探索

共同研究部門
産学協働による研究組織の設置・運営

包括連携共同研究
多様な研究領域課題を組織レベルでの協働により解決

共同研究(研究者受け入れを含む)
研究リソースの持ち寄りによる課題解決

受託研究
企業等からの委託による研究成果の提供

トップエスイー
トップレベル IT人材の育成

■研究シーズ集― NII SEEDs
NIIでは産業応用の可能性を秘めた情報学の研究最前線を紹介し、産業界や官公庁などとの共同研究やパー
トナーシップの契機とするため、「NII SEEDs」を制作しています。研究シーズを「情報基礎科学」「情報基盤
科学」「ソフトウェア科学」「情報メディア科学」「知能システム科学」「情報環境科学」の6分野に分け、研究
者が自身の研究成果を産業応用の視点でわかりやすく紹介しています。また、NII保有特許一覧や実用化事
例のほか、研究者の人となりやこれまでの歩み、研究に取り組む思いなどを伝える「Researcher file」を掲
載しています。

■産官学連携のモデルケース

NII SEEDsウェブサイト
https://www.nii.ac.jp/seeds/

■産官学連携成果事例　NII × 株式会社日立ハイテクサイエンス
物体の反射光と蛍光を分離して可視化観察を実現　
分光蛍光マイクロスコープ「EEM® View」
分光画像とスペクトルデータの同時取得を実現する新技術。NII コンテン
ツ科学研究系教授 佐藤いまり、同准教授（当時） 鄭銀強が開発した計算ア
ルゴリズムにより、蛍光成分と反射成分の画像の分離表示を可能としまし
た。同社の分光蛍光光度計に組み込むことで、物体のスペクトルデータと
CMOSカメラによる蛍光・反射画像を同時取得し、さらに取得した試料画

■産官学連携に向けた活動プログラム

画像分離アルゴリズムにより、撮影した画像を反射光成分と蛍光成分に分離した。そ
の結果、反射光成分は橙色、蛍光成分は緑色の画像となった。それぞれ反射スペクト
ルと蛍光スペクトルに相当する分光色と一致している。

EEM® View F-7100形分光蛍光光度計

分光画像とスペクトルデータの同時取得を実現した分光蛍光光度計専用測定システム
※“EEM”は、株式会社日立ハイテクサイエンスの日本における登録商標です。

取得画像の反射光成分画像と蛍光成分画像の分離 

像を25分割した際の、区画ごとの拡大表示や蛍光・反射スペクトルデータ
も取得することができます。
従来の分光蛍光光度計では、試料全体の平均的なスペクトルデータの取
得に留まっていましたが、本技術により反射・蛍光スペクトルを可視化し、
画像による蛍光発生部位の把握や特定箇所のスペクトルデータの取得
が可能となり、より高精度な蛍光物質の測定が実現しました。
本装置の蛍光分析への活用により、微細測定ニーズが高まるLEDやディ
スプレイなどの電子材料や工業材料分野をはじめ、食品検査分野やライ
フサイエンス、バイオテクノロジー分野など、幅広い分野での研究開発や
品質管理に活用が期待されています。

研究者による学術指導

上記は産官学連携の一例です。この他にもさまざまなケースがあります。

企業の課題や目
標を伺います。産
官学連携セミナー
や産官学連携塾
などの機会を活用
していただくこと
もできます。

ご要望に応じて産
官学連携メニュー
を提案。

共同研究など、
条件を設定し研究
契約を締結。

企業研究者とNII
研究者が協力して
研究を実施。

知財等（特許、プ
ログラム著作物
等）の成果を創出。

成果活用のため
知財をライセンス。

企業が成果を活
用し、製品やサー
ビス、自社業務の
ために開発を行い
ます。

成果の活用ライセンス成果創出研究実施研究契約締結コーディネート相談

研究 Research

産官学連携（実践的な研究開発の推進と産官学連携活動） 知が生み出すイノベーション
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NIIは情報学分野で社会課題の解決をめざした実践的な研究開発に取り組んでいます。その成果を社会実装に結び付けるためには産官学の連携が
不可欠であり、一層の連携強化に向けて企業や自治体の期待に応えるよう、産官学連携を推進しています。

NIIの産官学連携の仕組みを拡充し、新たなパートナーとの連携の可能性を拓き、広く社会への貢献をめざしたコンサルティングのサービスを提案します。
企業等の当事者と研究者とのコミュニケーションを通して、社会貢献や産学連携によるイノベーション創出に結び付く可能性を持つ諸課題において、研究
者自らによる適切な方針アドバイスによりスタートアップを支援します。

NII学術指導保有データの持つ妥当な価値目標を知りたい

分析など技術的に可能なことを知りたい

短い期間で方針を決めたい

研究者ゆえに知っていること
●先端研究から見た、技術的にできる
ことの限界（目標設定アドバイス）

●新規開発への知恵やノウハウ
●見落としがちなキーパーソンとは
（体制のアドバイス）
●有効な取り組みの進め方（方針・計
画のアドバイス）

●レクチャー、グループミーティングに
よるアドバイス

●短期間の契約での方針づくりの指導
●研究領域の異なる複数教員による
グループ指導も可能

NIIからのご提案

23.286

企業・自治体等の期待 NIIの産官学連携活動
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研究構想段階での意思決定支援
世界の最先端研究動向や技術潮流、それらに基づく関連企業、
研究機関、研究者の情報を把握したい。

研究着手準備・判断
企業内での研究着手へ向けた準備や、着手タイミングの見極
めをしておきたい。

研究推進のアウトソーシング
研究推進体制を補完する研究人材交流を図りたい。内部ではカバー
できない研究スキルやノウハウとして外部の研究力を活用したい。

総合的な協働連携
幅広く多様な情報学領域の研究課題を抱えており、総合的な
協働連携に取り組みたい。

研究人材育成
将来の研究人材を育成したい、新しい研究スキルを獲得したい。

事業貢献人材育成
将来の事業に必要な高度な技術スキル獲得や、事業推進上
不足する人材育成に取り組みたい。

NII湘南会議
企業オーガナイザーとしてセミナー課題の提案

産官学連携セミナー
先端研究成果と連携事例の紹介

産官学連携塾
最先端研究紹介と課題共有によるマッチング機会の創出

学術指導
研究者による技術的な助言や提案

NII公募型共同研究
テーマに応じたアカデミアパートナーの探索

共同研究部門
産学協働による研究組織の設置・運営

包括連携共同研究
多様な研究領域課題を組織レベルでの協働により解決

共同研究(研究者受け入れを含む)
研究リソースの持ち寄りによる課題解決

受託研究
企業等からの委託による研究成果の提供

トップエスイー
トップレベル IT人材の育成

■研究シーズ集― NII SEEDs
NIIでは産業応用の可能性を秘めた情報学の研究最前線を紹介し、産業界や官公庁などとの共同研究やパー
トナーシップの契機とするため、「NII SEEDs」を制作しています。研究シーズを「情報基礎科学」「情報基盤
科学」「ソフトウェア科学」「情報メディア科学」「知能システム科学」「情報環境科学」の6分野に分け、研究
者が自身の研究成果を産業応用の視点でわかりやすく紹介しています。また、NII保有特許一覧や実用化事
例のほか、研究者の人となりやこれまでの歩み、研究に取り組む思いなどを伝える「Researcher file」を掲
載しています。

■産官学連携のモデルケース

NII SEEDsウェブサイト
https://www.nii.ac.jp/seeds/

■産官学連携成果事例　NII × 株式会社日立ハイテクサイエンス
物体の反射光と蛍光を分離して可視化観察を実現　
分光蛍光マイクロスコープ「EEM® View」
分光画像とスペクトルデータの同時取得を実現する新技術。NII コンテン
ツ科学研究系教授 佐藤いまり、同准教授（当時） 鄭銀強が開発した計算ア
ルゴリズムにより、蛍光成分と反射成分の画像の分離表示を可能としまし
た。同社の分光蛍光光度計に組み込むことで、物体のスペクトルデータと
CMOSカメラによる蛍光・反射画像を同時取得し、さらに取得した試料画

■産官学連携に向けた活動プログラム

画像分離アルゴリズムにより、撮影した画像を反射光成分と蛍光成分に分離した。そ
の結果、反射光成分は橙色、蛍光成分は緑色の画像となった。それぞれ反射スペクト
ルと蛍光スペクトルに相当する分光色と一致している。

EEM® View F-7100形分光蛍光光度計

分光画像とスペクトルデータの同時取得を実現した分光蛍光光度計専用測定システム
※“EEM”は、株式会社日立ハイテクサイエンスの日本における登録商標です。

取得画像の反射光成分画像と蛍光成分画像の分離 

像を25分割した際の、区画ごとの拡大表示や蛍光・反射スペクトルデータ
も取得することができます。
従来の分光蛍光光度計では、試料全体の平均的なスペクトルデータの取
得に留まっていましたが、本技術により反射・蛍光スペクトルを可視化し、
画像による蛍光発生部位の把握や特定箇所のスペクトルデータの取得
が可能となり、より高精度な蛍光物質の測定が実現しました。
本装置の蛍光分析への活用により、微細測定ニーズが高まるLEDやディ
スプレイなどの電子材料や工業材料分野をはじめ、食品検査分野やライ
フサイエンス、バイオテクノロジー分野など、幅広い分野での研究開発や
品質管理に活用が期待されています。

研究者による学術指導

上記は産官学連携の一例です。この他にもさまざまなケースがあります。

企業の課題や目
標を伺います。産
官学連携セミナー
や産官学連携塾
などの機会を活用
していただくこと
もできます。

ご要望に応じて産
官学連携メニュー
を提案。

共同研究など、
条件を設定し研究
契約を締結。

企業研究者とNII
研究者が協力して
研究を実施。

知財等（特許、プ
ログラム著作物
等）の成果を創出。

成果活用のため
知財をライセンス。

企業が成果を活
用し、製品やサー
ビス、自社業務の
ために開発を行い
ます。

成果の活用ライセンス成果創出研究実施研究契約締結コーディネート相談
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NIIでは、海外の大学および研究機関との国際交流を推進するため、グローバル・リエゾンオフィス（GLO）を設置しています。GLOでは、国際交流協
定（MOU）の締結、MOU締結機関の学生を対象とした「NII国際インターンシッププログラム」、研究交流の助成として研究者や学生の派遣および招へ
いを支援するための「MOU/Non-MOU Grant」などを実施しています。 （2023年3月現在）

事業協力に関するもの：１2機関　学術基盤課・コンテンツ課

アジア太平洋

アメリカ

韓国

アジア太平洋オセアニアネットワーク連携（APOnet）
北米日本研究資料調整委員会
ニュー・ベンチャー・ファンド（NVF）
韓国教育学術情報院（KERIS）
韓国科学技術情報研究院(KISTI)
ノルトライン－ヴェストファーレン州大学図書館センター（HBZ）
ドイツ技術情報図書館
ドイツ医学中央図書館
EU学術ネットワークGÉANT
欧州原子核研究機構（CERN）
アジア太平洋ヨーロッパ環状連携（AER）
先進北大西洋連携（ANA）

機関名国・地域名

ドイツ

欧州連合（EU）
欧州等
アジア太平洋・欧州
北米・欧州

機関名国・地域名

フランス

イギリス

ドイツ

オーストリア

イタリア

スイス

フィンランド
スウェーデン

スペイン

ベルギー
オランダ

ポルトガル

エジプト

チェコ
ノルウェー

クロード・ベルナール・リヨン第1大学
パリ-サクレー大学コンピューター科学部大学院（パリ第11大学）
コート・ダジュール大学（旧ニース・ソフィア・アンティポリス大学）
クレルモンオーヴェルニュ国立理工科大学ISIMA工学部、LIMOS研究所（旧：ブレーズ・パスカル大学クレルモンフェラン）
フランス国立オーディオビジュアル研究所（INA）
ランス情報学研究センター（CRIL）
フランス国立情報システム研究所
エコール・ノルマル・シュペリウール・ドゥ・リヨン
ロンドン・ユニバーシティカレッジ工学部計算機科学科
オープン・ユニバーシティ数学・計算機科学部
ブリストル大学
バース大学
インペリアルカレッジロンドンコンピュータ科学科
オックスフォード大学コンピューティング学科および数学研究所　数学・物理学・生命科学科
エセックス大学計算機科学電子工学部
エジンバラ大学情報学科
ニューカッスル大学計算機学部
ケンブリッジ大学コンピュータ科学技術学部
アラン・チューリング研究所
アウグスブルグ大学応用情報学部
ドイツ人工知能研究センター（DFKI）
フライブルク大学応用科学部
アーヘン工科大学数学・計算機学・自然科学部
ドイツ学術交流会（DAAD）
ザールラント大学
ミュンヘン大学数学・情報・統計学部
ベルリン工科大学
ブラウンシュヴァイク工科大学
ミュンヘン工科大学情報学、電気工学および情報技術学部
ゲオルク・アウグスト大学ゲッティンゲン計算機科学部
コンスタンツ大学コンピュータ・情報学部情報学科
ポツダム大学理学部
ウィーン工科大学
トリノ大学情報学科
ミラノ工科大学電子工学及び情報、生物工学科
フェラーラ大学
ボローニャ大学情報工学科
スイス連邦工科大学ローザンヌ校電子・マイクロ電子工学研究所及び計算機・通信科学部
チューリッヒ大学
アールト大学電子工学部及び科学部
スウェーデン王立工科大学
ベルゲン大学メディア情報科学部
チェコ工科大学
バレンシア工科大学
マドリード工科大学
カタルーニャ工科大学
デルフト工科大学 電気工学・数学・コンピュータサイエンス学部
ナミュール大学
リスボン コンピュータシステム工学調査開発研究所（INESC-ID）
コンピュータシステム工学研究所（INESC-TEC）
ミンホ大学
エジプト日本科学技術大学

清華大学情報理工学部オートメーション学科
同済大学
北京大学電子情報工学部
上海交通大学電子情報工学部
中国科学技術大学
中国科学院 計算機科学研究所（ICT-CAS)
国立台湾大学電気・情報学院
国立清華大学工学・計算機学科
中央研究院情報技術革新研究センター
チュラロンコン大学
アジア工科大学
ハノイ工科大学マルチメディア情報・応用国際研究センタ－（MICA）
ハノイ工科大学情報通信学部
ベトナム国家大学ホーチミン市校情報工学大学
ベトナム国家大学ホーチミン市校自然科学大学
ベトナム国家大学ハノイ校工科大学
ソウル大学校コンピュータ工学科
シンガポール国立大学コンピュータスクール
インフォコム研究所
インドラプラズサ情報工科大学デリー校
オーストラリア連邦科学産業研究機構（Data61)
シドニー大学情報工学部
メルボルン大学工学部コンピュータ・情報システム学科
ロイヤルメルボルン工科大学
キング・アブドラ科学技術大学
ミシガン大学ディアボーン校情報工学部
ワシントン大学（シアトル）工学部
ニュージャージー工科大学
国際コンピュータ科学研究所
南カリフォルニア大学工学部
インディアナ大学　情報、コンピュータ、エンジニア学部
イリノイ大学アーバナ・ シャンペーン校
ウォータールー大学数学学部
アルバータ大学自然応用科学部コンピュータ科学科及び電子/計算機工学科
マギル大学コンピュータ科学科
サイモンフレーザー大学
モントリオール理工科大学
ヨーク大学
カンピーナスカトリック大学
ブエノスアイレス大学精密・自然科学部
チリ・カトリック大学
Lero（アイルランドソフトウェア工学センター）
ダブリン大学トリニティ・カレッジ 　コンピュータ科学、統計学部及びADAPT研究所
ダブリンシティ大学
ナント大学ナント大西洋計算機科学研究所
国立情報学自動制御研究所（INRIA）
グルノーブル国立理工科大学
グルノーブル・アルプス大学（ジョセフ・フーリエ大学）
ソルボンヌ大学（ピエール&マリー・キュリー大学/パリ第6大学）情報学研究所（LIP6）
トゥールーズ国立理工科学校 ENSEEIHT
フランス国立科学研究センター（CNRS）
ポールサバティエ大学（トゥールーズ第3大学）、 トゥールーズコンピューターサイエンス研究所 (IRIT)

機関名国・地域名

中国

台湾

タイ

ベトナム

韓国

シンガポール

インド

オーストラリア

サウジアラビア王国

アメリカ

カナダ

ブラジル
アルゼンチン
チリ

アイルランド

フランス

締結先 34カ国・地域
研究協力に関するもの：104機関

国際交流協定（MOU）締結状況

MOU/Non-MOU Grant
MOU締結機関またはそれ以外の機関との研究交流助成制度として、2005年度に「MOU Grant」、その翌年に「Non-MOU Grant」を創設しました。
MOU Grantは、MOU締結機関との研究交流を目的として派遣および招へいを行い、Non-MOU Grantは、MOU締結機関以外の機関との研究交流を目
的として招へいを行うもので、NIIの教職員・学生および海外の研究者等に旅費（渡航費・滞在費）を助成し、より一層の研究交流を促進しています。

NIIでは、海外の大学・研究機関との国際交流を組
織的かつ積極的に推進するため、国際交流協定
（MOU:Memorandum of Understanding）を
締結しています。締結数は、2023年3月現在、34
か国・地域116機関に上っています。
※締結機関一覧は次ページ。

国際交流協定（MOU）の締結 MOU締結機関数

NII国際インターンシッププログラムは、NIIが
MOUを締結している機関の修士課程、博士課程の
学生を対象としたプログラムです。
年に2回、NIIの教員から提案される毎回100件近
い多種多様な研究テーマについて各MOU締結機
関より応募を受け付けます。
2～6カ月（最大180日）のインターンシップ期間中、
学生は指導教員の下、各研究テーマに基づき研究
に従事します。インターンシップ期間中は滞在費が
サポートされ、修了時には修了証が発行されます。
2005年度に本プログラムを開始して以来、計
1,700人以上の学生を受け入れており、ＭＯＵ締結
機関との交流の促進や、国際会議での発表、国際論
文の増加など、NIIの研究活動に大きく貢献してい
ます。

NII国際インターンシッププログラム

NII国際インターンシッププログラムの受入決定数
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NIIでは、海外の大学および研究機関との国際交流を推進するため、グローバル・リエゾンオフィス（GLO）を設置しています。GLOでは、国際交流協
定（MOU）の締結、MOU締結機関の学生を対象とした「NII国際インターンシッププログラム」、研究交流の助成として研究者や学生の派遣および招へ
いを支援するための「MOU/Non-MOU Grant」などを実施しています。 （2023年3月現在）

事業協力に関するもの：１2機関　学術基盤課・コンテンツ課

アジア太平洋

アメリカ

韓国

アジア太平洋オセアニアネットワーク連携（APOnet）
北米日本研究資料調整委員会
ニュー・ベンチャー・ファンド（NVF）
韓国教育学術情報院（KERIS）
韓国科学技術情報研究院(KISTI)
ノルトライン－ヴェストファーレン州大学図書館センター（HBZ）
ドイツ技術情報図書館
ドイツ医学中央図書館
EU学術ネットワークGÉANT
欧州原子核研究機構（CERN）
アジア太平洋ヨーロッパ環状連携（AER）
先進北大西洋連携（ANA）

機関名国・地域名

ドイツ

欧州連合（EU）
欧州等
アジア太平洋・欧州
北米・欧州

機関名国・地域名

フランス

イギリス

ドイツ

オーストリア

イタリア

スイス

フィンランド
スウェーデン

スペイン

ベルギー
オランダ

ポルトガル

エジプト

チェコ
ノルウェー

クロード・ベルナール・リヨン第1大学
パリ-サクレー大学コンピューター科学部大学院（パリ第11大学）
コート・ダジュール大学（旧ニース・ソフィア・アンティポリス大学）
クレルモンオーヴェルニュ国立理工科大学ISIMA工学部、LIMOS研究所（旧：ブレーズ・パスカル大学クレルモンフェラン）
フランス国立オーディオビジュアル研究所（INA）
ランス情報学研究センター（CRIL）
フランス国立情報システム研究所
エコール・ノルマル・シュペリウール・ドゥ・リヨン
ロンドン・ユニバーシティカレッジ工学部計算機科学科
オープン・ユニバーシティ数学・計算機科学部
ブリストル大学
バース大学
インペリアルカレッジロンドンコンピュータ科学科
オックスフォード大学コンピューティング学科および数学研究所　数学・物理学・生命科学科
エセックス大学計算機科学電子工学部
エジンバラ大学情報学科
ニューカッスル大学計算機学部
ケンブリッジ大学コンピュータ科学技術学部
アラン・チューリング研究所
アウグスブルグ大学応用情報学部
ドイツ人工知能研究センター（DFKI）
フライブルク大学応用科学部
アーヘン工科大学数学・計算機学・自然科学部
ドイツ学術交流会（DAAD）
ザールラント大学
ミュンヘン大学数学・情報・統計学部
ベルリン工科大学
ブラウンシュヴァイク工科大学
ミュンヘン工科大学情報学、電気工学および情報技術学部
ゲオルク・アウグスト大学ゲッティンゲン計算機科学部
コンスタンツ大学コンピュータ・情報学部情報学科
ポツダム大学理学部
ウィーン工科大学
トリノ大学情報学科
ミラノ工科大学電子工学及び情報、生物工学科
フェラーラ大学
ボローニャ大学情報工学科
スイス連邦工科大学ローザンヌ校電子・マイクロ電子工学研究所及び計算機・通信科学部
チューリッヒ大学
アールト大学電子工学部及び科学部
スウェーデン王立工科大学
ベルゲン大学メディア情報科学部
チェコ工科大学
バレンシア工科大学
マドリード工科大学
カタルーニャ工科大学
デルフト工科大学 電気工学・数学・コンピュータサイエンス学部
ナミュール大学
リスボン コンピュータシステム工学調査開発研究所（INESC-ID）
コンピュータシステム工学研究所（INESC-TEC）
ミンホ大学
エジプト日本科学技術大学

清華大学情報理工学部オートメーション学科
同済大学
北京大学電子情報工学部
上海交通大学電子情報工学部
中国科学技術大学
中国科学院 計算機科学研究所（ICT-CAS)
国立台湾大学電気・情報学院
国立清華大学工学・計算機学科
中央研究院情報技術革新研究センター
チュラロンコン大学
アジア工科大学
ハノイ工科大学マルチメディア情報・応用国際研究センタ－（MICA）
ハノイ工科大学情報通信学部
ベトナム国家大学ホーチミン市校情報工学大学
ベトナム国家大学ホーチミン市校自然科学大学
ベトナム国家大学ハノイ校工科大学
ソウル大学校コンピュータ工学科
シンガポール国立大学コンピュータスクール
インフォコム研究所
インドラプラズサ情報工科大学デリー校
オーストラリア連邦科学産業研究機構（Data61)
シドニー大学情報工学部
メルボルン大学工学部コンピュータ・情報システム学科
ロイヤルメルボルン工科大学
キング・アブドラ科学技術大学
ミシガン大学ディアボーン校情報工学部
ワシントン大学（シアトル）工学部
ニュージャージー工科大学
国際コンピュータ科学研究所
南カリフォルニア大学工学部
インディアナ大学　情報、コンピュータ、エンジニア学部
イリノイ大学アーバナ・ シャンペーン校
ウォータールー大学数学学部
アルバータ大学自然応用科学部コンピュータ科学科及び電子/計算機工学科
マギル大学コンピュータ科学科
サイモンフレーザー大学
モントリオール理工科大学
ヨーク大学
カンピーナスカトリック大学
ブエノスアイレス大学精密・自然科学部
チリ・カトリック大学
Lero（アイルランドソフトウェア工学センター）
ダブリン大学トリニティ・カレッジ 　コンピュータ科学、統計学部及びADAPT研究所
ダブリンシティ大学
ナント大学ナント大西洋計算機科学研究所
国立情報学自動制御研究所（INRIA）
グルノーブル国立理工科大学
グルノーブル・アルプス大学（ジョセフ・フーリエ大学）
ソルボンヌ大学（ピエール&マリー・キュリー大学/パリ第6大学）情報学研究所（LIP6）
トゥールーズ国立理工科学校 ENSEEIHT
フランス国立科学研究センター（CNRS）
ポールサバティエ大学（トゥールーズ第3大学）、 トゥールーズコンピューターサイエンス研究所 (IRIT)

機関名国・地域名

中国

台湾

タイ

ベトナム

韓国

シンガポール

インド

オーストラリア

サウジアラビア王国

アメリカ

カナダ

ブラジル
アルゼンチン
チリ

アイルランド

フランス

締結先 34カ国・地域
研究協力に関するもの：104機関

国際交流協定（MOU）締結状況

MOU/Non-MOU Grant
MOU締結機関またはそれ以外の機関との研究交流助成制度として、2005年度に「MOU Grant」、その翌年に「Non-MOU Grant」を創設しました。
MOU Grantは、MOU締結機関との研究交流を目的として派遣および招へいを行い、Non-MOU Grantは、MOU締結機関以外の機関との研究交流を目
的として招へいを行うもので、NIIの教職員・学生および海外の研究者等に旅費（渡航費・滞在費）を助成し、より一層の研究交流を促進しています。

NIIでは、海外の大学・研究機関との国際交流を組
織的かつ積極的に推進するため、国際交流協定
（MOU:Memorandum of Understanding）を
締結しています。締結数は、2023年3月現在、34
か国・地域116機関に上っています。
※締結機関一覧は次ページ。

国際交流協定（MOU）の締結 MOU締結機関数

NII国際インターンシッププログラムは、NIIが
MOUを締結している機関の修士課程、博士課程の
学生を対象としたプログラムです。
年に2回、NIIの教員から提案される毎回100件近
い多種多様な研究テーマについて各MOU締結機
関より応募を受け付けます。
2～6カ月（最大180日）のインターンシップ期間中、
学生は指導教員の下、各研究テーマに基づき研究
に従事します。インターンシップ期間中は滞在費が
サポートされ、修了時には修了証が発行されます。
2005年度に本プログラムを開始して以来、計
1,700人以上の学生を受け入れており、ＭＯＵ締結
機関との交流の促進や、国際会議での発表、国際論
文の増加など、NIIの研究活動に大きく貢献してい
ます。

NII国際インターンシッププログラム

NII国際インターンシッププログラムの受入決定数
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研究 Research

日仏情報学連携研究拠点（JFLI）は、情報学研究における日仏間の交流拠点として、フランス国立科学研究センター（CNRS）を中心に、ソルボンヌ大
学（パリ第6大学）、東京大学（大学院情報理工学系研究科）、慶應義塾大学とNIIの5機関により2008年に設立されました。2012年よりCNRSの国
際研究組織UMIに昇格したことに伴い、より活発な研究交流を担っています。
日仏情報学連携研究拠点では、情報学における重要かつ挑戦的な分野を中心
に、主要な研究テーマとして、（1）次世代ネットワーク、（2）ハイパフォーマンス
コンピューティング、（3）ソフトウェア、プログラミングモデル、形式手法、（4）
バーチャルリアリティ、マルチメディア、（5）量子コンピューティングを挙げ、共同
研究を推進しています。これまでに、フランスの研究機関からの研究者や大学院
生の受け入れをはじめ、各機関で共同研究を推進してきました。また、共同研究
強化のためのワークショップや、大学院インターンシップ生の研究発表の場とし
ての研究発表会も定期的に開催しています。JFLIセミナーも定期的な活動の一
つです。これまでの活動によりJFLIを中心とした研究者のネットワークが形成さ
れつつあります。2016年3月には、JFLIに関わりのあった外部研究者も招へい
し、NIIで全体ワークショップを開催しました。また、大学等の外部機関との共同
ワークショップの企画も行っています。これからはアジア諸国に広がるCNRS国
際研究組織UMIの中でも、研究テーマの近いUMIとの連携を予定しています。
今後も、2カ国間の研究連携により力を入れつつ、また国内の各大学とも協力
し、情報学の研究を推進していきます。

NIIは、「NII湘南会議」を2011年2月にスタートしました。
NII湘南会議はアジアにおける最初のダグストゥール*形
式のセミナーとして開催され、情報学の難問を解決する
ことを目標に、世界トップクラスの研究者が集まり、情報
学分野における課題について合宿形式で集中的に議論
します。本会議開催にあたっては、神奈川県と協定を結
び、連携・協力して実施しています。
開催場所である「湘南国際村センター」は、成田空港およ
び羽田空港からのアクセスもよく、自然豊かな場所に立
地しており、研究活動に専念できる環境が整っています。
これまでに開催されたセミナーは150回以上にのぼり、
2014年8月には学生と若手研究者を主対象とする「NII 
Shonan School」も開始しました。

【支援体制】
NII湘南会議事務局および湘南国際村センターのスタッ
フが、セミナーのオーガナイザーにかわり、招待状の発
送、宿泊の案内、当日の会場準備などを行います。プログ
ラムには、鎌倉歴史散策など参加者同士の交流を深める
イベントもあります。

【NII湘南会議記念講演会】
NIIでは、毎年、神奈川県との共催により、NII湘南会議
記念講演会を開催しています。NIIの研究者が、情報
学分野の最新の研究トピックについて一般の方を対
象に講演を行っています。

【運営体制】

NII湘南会議 https://shonan.nii.ac.jp
NIIは、ドイツ学術交流会（DAAD）との間に、ドイツ人のポスドクがNII教員の指導
のもとで研究プロジェクトを実施できる特別協定を締結しています。
本協定では、ポスドクはDAADの支援を受けて、最低3カ月（6カ月を奨励）から最
長2年間NIIに滞在することができます。その期間中、NIIの教員から研究指導を
受け、独自のプログラムを遂行します。また、ポスドクはプロジェクト遂行に関連
し、修士課程および博士課程の学生や技術者を受け入れることもできます。さら
に、NIIの大学共同利用機関という特性を生かし、ポスドクは日本でのネットワーク
強化を目的に、NIIのパートナーである日本の大学や研究機関を訪問することが
できます。

ドイツ学術交流会（DAAD）との協定 https://www.nii.ac.jp/en/glo-daad/

自然豊かな湘南に位置する湘南国際村センター

NII湘南会議記念講演会を開催

フランスのシルヴィー・ルタイヨー高等教育・研究大臣と黒橋所長

NII湘南会議では、セミナーの企画を随時募集しています。締め切りは、6月15日および12月15日
の年2回で、学術審査委員会の審査を経たのち、採否結果をお知らせします。

問い合わせ先 ： NII湘南会議事務局  shonan@nii.ac.jp

セミナー企画募集

NII事務局 連携協力
湘南国際村
センター運営委員会

採択結果通知

参加意思の表明

セミナー
企画書
申請

招待状の送付

審査結果
セミナー
企画書

審査依頼
❶ ❹❷ ❸

❺ ❻
宿泊予約登録参加者宿泊予約

登録依頼
❼ ❽

各セミナーの
参加者

各セミナーの
オーガナイザー

アカデミックな
手続きの事務支援、
湘南国際村との

連携

全体と学術部門に
関する窓口

参加者・内容
に関わる審査

宿泊・会場運営に
伴う事務

学術審査
委員会 セミナーの内容に関する手続き

事務的な手続き

日仏情報学連携研究拠点（JFLI） http://jfli.cnrs.fr

*ダグストゥール（Dagstuhl）： 情報学における世界でトップレベル
のセミナー。ドイツのダグストゥールで毎週のように開催されて
いる。約１週間、合宿形式でトピックに基づいた議論を集中的に行
うことで有名。
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研究 Research

日仏情報学連携研究拠点（JFLI）は、情報学研究における日仏間の交流拠点として、フランス国立科学研究センター（CNRS）を中心に、ソルボンヌ大
学（パリ第6大学）、東京大学（大学院情報理工学系研究科）、慶應義塾大学とNIIの5機関により2008年に設立されました。2012年よりCNRSの国
際研究組織UMIに昇格したことに伴い、より活発な研究交流を担っています。
日仏情報学連携研究拠点では、情報学における重要かつ挑戦的な分野を中心
に、主要な研究テーマとして、（1）次世代ネットワーク、（2）ハイパフォーマンス
コンピューティング、（3）ソフトウェア、プログラミングモデル、形式手法、（4）
バーチャルリアリティ、マルチメディア、（5）量子コンピューティングを挙げ、共同
研究を推進しています。これまでに、フランスの研究機関からの研究者や大学院
生の受け入れをはじめ、各機関で共同研究を推進してきました。また、共同研究
強化のためのワークショップや、大学院インターンシップ生の研究発表の場とし
ての研究発表会も定期的に開催しています。JFLIセミナーも定期的な活動の一
つです。これまでの活動によりJFLIを中心とした研究者のネットワークが形成さ
れつつあります。2016年3月には、JFLIに関わりのあった外部研究者も招へい
し、NIIで全体ワークショップを開催しました。また、大学等の外部機関との共同
ワークショップの企画も行っています。これからはアジア諸国に広がるCNRS国
際研究組織UMIの中でも、研究テーマの近いUMIとの連携を予定しています。
今後も、2カ国間の研究連携により力を入れつつ、また国内の各大学とも協力
し、情報学の研究を推進していきます。

NIIは、「NII湘南会議」を2011年2月にスタートしました。
NII湘南会議はアジアにおける最初のダグストゥール*形
式のセミナーとして開催され、情報学の難問を解決する
ことを目標に、世界トップクラスの研究者が集まり、情報
学分野における課題について合宿形式で集中的に議論
します。本会議開催にあたっては、神奈川県と協定を結
び、連携・協力して実施しています。
開催場所である「湘南国際村センター」は、成田空港およ
び羽田空港からのアクセスもよく、自然豊かな場所に立
地しており、研究活動に専念できる環境が整っています。
これまでに開催されたセミナーは150回以上にのぼり、
2014年8月には学生と若手研究者を主対象とする「NII 
Shonan School」も開始しました。

【支援体制】
NII湘南会議事務局および湘南国際村センターのスタッ
フが、セミナーのオーガナイザーにかわり、招待状の発
送、宿泊の案内、当日の会場準備などを行います。プログ
ラムには、鎌倉歴史散策など参加者同士の交流を深める
イベントもあります。

【NII湘南会議記念講演会】
NIIでは、毎年、神奈川県との共催により、NII湘南会議
記念講演会を開催しています。NIIの研究者が、情報
学分野の最新の研究トピックについて一般の方を対
象に講演を行っています。

【運営体制】

NII湘南会議 https://shonan.nii.ac.jp
NIIは、ドイツ学術交流会（DAAD）との間に、ドイツ人のポスドクがNII教員の指導
のもとで研究プロジェクトを実施できる特別協定を締結しています。
本協定では、ポスドクはDAADの支援を受けて、最低3カ月（6カ月を奨励）から最
長2年間NIIに滞在することができます。その期間中、NIIの教員から研究指導を
受け、独自のプログラムを遂行します。また、ポスドクはプロジェクト遂行に関連
し、修士課程および博士課程の学生や技術者を受け入れることもできます。さら
に、NIIの大学共同利用機関という特性を生かし、ポスドクは日本でのネットワーク
強化を目的に、NIIのパートナーである日本の大学や研究機関を訪問することが
できます。

ドイツ学術交流会（DAAD）との協定 https://www.nii.ac.jp/en/glo-daad/

自然豊かな湘南に位置する湘南国際村センター

NII湘南会議記念講演会を開催

フランスのシルヴィー・ルタイヨー高等教育・研究大臣と黒橋所長

NII湘南会議では、セミナーの企画を随時募集しています。締め切りは、6月15日および12月15日
の年2回で、学術審査委員会の審査を経たのち、採否結果をお知らせします。

問い合わせ先 ： NII湘南会議事務局  shonan@nii.ac.jp

セミナー企画募集

NII事務局 連携協力
湘南国際村
センター運営委員会
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*ダグストゥール（Dagstuhl）： 情報学における世界でトップレベル
のセミナー。ドイツのダグストゥールで毎週のように開催されて
いる。約１週間、合宿形式でトピックに基づいた議論を集中的に行
うことで有名。
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総合研究大学院大学（総研大）は、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術
研究の推進や科学の新たな流れを創造する先導的学問分野の開拓をめざして、国内初
の大学院大学として創設されました。
国立情報学研究所は、2002年4月、総研大に参加して「情報学専攻」博士課程（3年次編
入学）を開設し、2005年3月に最初の修了生を送り出しました。2006年度からは5年間
で博士の学位を取得する博士課程（5年一貫制）を開設しました。
2023年度より、総研大の6研究科から先端学術院への移行に伴い、「情報学コース」を設
置しています。

大学院の設置

情報学コースでは、21世紀を担う国際レベルの若手IT研究者・技術者の養成をめざし
ています。取得できる学位は「博士（情報学）」（内容に応じて「博士（学術）」）です。教育・
研究指導は、（1）情報基礎科学（2）情報基盤科学（3）ソフトウェア科学（4）情報メディア
科学（5）知能システム科学（6）情報環境科学の6分野から成り立っており、約60の授業
科目が用意されています。

内容と構成

情報学コースでは海外からの留学生を積極的に受け入れており、学生間の異文化交
流が活発に行われています。社会人学生も多く、在学生の約2割を占めています。

特色

総研大（葉山キャンパス）

情報学コースにおける講義の様子

学位授与記念メダル贈呈式・優秀学生賞表彰式（2019年9月）

5年一貫制博士課程

62（28）

博士後期課程

30（17）

計

92（45）

情報学コース所属学生数 （2023年4月現在）　※（）内は外国人留学生数

津村 賢宏
2019年入学　博士課程（5年一貫制）
主任指導教員：山田 誠二  教授

ヒューマンエージェントインタラクション(Human-Agent Interaction)は
人間と擬人化エージェントやロボットのインタラクションを対象とする研究
領域です。その中で、私の研究は人間とエージェントの共感によるエージェ
ントの社会進出です。
これから社会に浸透が進むエージェントに対する不安感や不快感を改善す
る方法の1つとして、共感に着目してエージェントへの印象を改善します。外
見や自己開示、タスクなど、様々な要因を利用します。この研究はこれまで人
間同士で共感を引き起こす要因を人間とエージェントの関係に発展させ、人
間の共感能力の拡張と、エージェントが共感能力を獲得するのに期待されま
す。

学生データ（2023年4月現在）

情報学コースは、情報基礎科学、情報基盤科学、ソフトウェア科学、情報メディア科学、知能システム科学、および情報
環境科学の６分野で構成されています。これらを統合する『情報学』は、近未来の社会・環境をより豊かにしていくこと
ができるAI、データサイエンス、情報科学、さらには従来の理工学にとどまらず、人間や社会を対象とする人文情報
学、社会情報学を広くカバーする総合的な学問分野です。当コースでは基礎・応用・実用のさまざまなフェーズの研
究・教育が行われており、研究者を養成するとともに、高度な専門職業人を養成し、情報学の分野で活躍するリーダー
的人材を育成することを目的としています。

NIIにおける世界第一線の研究者による密度の高い指導体制と学位指導により、個々の学生の意欲や目的・研究計画にフィットした形で研究指導
が行われます。また、異なる分野や同じ分野でも違う角度から研究を行っている複数の教員がサブアドバイザーとして、研究の内容や方向性に対
して幅広い視点から助言するアドバイザー制度を設けています。デュアル・ディグリー制度を利用して、一定期間、海外の研究教育機関で博士研
究の指導を受けることも可能になっています。学部卒業生は5年一貫制博士課程で個々の研究テーマに十分な時間をかけて取り組み、修士課程
修了生は博士後期課程でそれまでの研究を発展させたテーマに集中して取り組むことができるよう指導プログラムが用意されています。
情報学コースの学生は、総合研究大学院大学の学生であるとともに、NIIにおいて、日常的に国際連携の環境の中で学び、さまざまな研究プロ
ジェクトに参加することで、海外協定大学・研究機関との人材交流プログラムを通して国際的研究者としての経験を積むことができます。日本人
学生の約半数は、企業に籍を置いたまま、今まで行ってきた仕事を研究面から体系的にまとめ直し、さらに最先端の技術を身につけたいと入学し
てきた社会人学生です。留学生の割合が高いことも特長で、英語による講義科目も多く、学生間の異文化交流も、国際的な活躍をめざす若者に
とっては貴重な環境となっています。さらに、総合研究大学院大学の他の基盤機関・コースとの連携によって交流の輪を拡大することができ、貴
重な人的ネットワークを構築することが可能です。

【情報学コース長あいさつ】

山田 誠二
（国立情報学研究所　コンテンツ科学研究系教授）

修了年度

2022年度

2021年度

2020年度

大学・研究所

6(4)

8（5）

10（7）

企業

10（5）

5（1）

5（2）

未定

3(3)

3（3）

2（2）

計

19(12)

16（9）

17（11）

修了生進路 （過去3年間）※（）内は外国人留学生数

年齢構成人数在学生人数

ベトナム 7

韓国 3

中国 22

アイルランド 1
アルジェリア 1
エジプト 1
台湾 1
バングラデシュ 1
ブラジル 1
ベラルーシ 1
フランス 2
タイ 2
スリランカ 2

日本人学生
47 外国人

留学生
45

合計
92名

20代
60

30代
24

40代
5

50代
3

留学生の出身国・地域別人数

合計
45名

日本人
学生のうち

社会人学生
13

合計
92名

大学院教育 Graduate Program Graduate Program

総合研究大学院大学 先端学術院 先端学術専攻 情報学コース 在学生の研究
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総合研究大学院大学（総研大）は、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術
研究の推進や科学の新たな流れを創造する先導的学問分野の開拓をめざして、国内初
の大学院大学として創設されました。
国立情報学研究所は、2002年4月、総研大に参加して「情報学専攻」博士課程（3年次編
入学）を開設し、2005年3月に最初の修了生を送り出しました。2006年度からは5年間
で博士の学位を取得する博士課程（5年一貫制）を開設しました。
2023年度より、総研大の6研究科から先端学術院への移行に伴い、「情報学コース」を設
置しています。

大学院の設置

情報学コースでは、21世紀を担う国際レベルの若手IT研究者・技術者の養成をめざし
ています。取得できる学位は「博士（情報学）」（内容に応じて「博士（学術）」）です。教育・
研究指導は、（1）情報基礎科学（2）情報基盤科学（3）ソフトウェア科学（4）情報メディア
科学（5）知能システム科学（6）情報環境科学の6分野から成り立っており、約60の授業
科目が用意されています。

内容と構成

情報学コースでは海外からの留学生を積極的に受け入れており、学生間の異文化交
流が活発に行われています。社会人学生も多く、在学生の約2割を占めています。

特色

総研大（葉山キャンパス）

情報学コースにおける講義の様子

学位授与記念メダル贈呈式・優秀学生賞表彰式（2019年9月）

5年一貫制博士課程

62（28）

博士後期課程

30（17）

計

92（45）

情報学コース所属学生数 （2023年4月現在）　※（）内は外国人留学生数

津村 賢宏
2019年入学　博士課程（5年一貫制）
主任指導教員：山田 誠二  教授

ヒューマンエージェントインタラクション(Human-Agent Interaction)は
人間と擬人化エージェントやロボットのインタラクションを対象とする研究
領域です。その中で、私の研究は人間とエージェントの共感によるエージェ
ントの社会進出です。
これから社会に浸透が進むエージェントに対する不安感や不快感を改善す
る方法の1つとして、共感に着目してエージェントへの印象を改善します。外
見や自己開示、タスクなど、様々な要因を利用します。この研究はこれまで人
間同士で共感を引き起こす要因を人間とエージェントの関係に発展させ、人
間の共感能力の拡張と、エージェントが共感能力を獲得するのに期待されま
す。

学生データ（2023年4月現在）

情報学コースは、情報基礎科学、情報基盤科学、ソフトウェア科学、情報メディア科学、知能システム科学、および情報
環境科学の６分野で構成されています。これらを統合する『情報学』は、近未来の社会・環境をより豊かにしていくこと
ができるAI、データサイエンス、情報科学、さらには従来の理工学にとどまらず、人間や社会を対象とする人文情報
学、社会情報学を広くカバーする総合的な学問分野です。当コースでは基礎・応用・実用のさまざまなフェーズの研
究・教育が行われており、研究者を養成するとともに、高度な専門職業人を養成し、情報学の分野で活躍するリーダー
的人材を育成することを目的としています。

NIIにおける世界第一線の研究者による密度の高い指導体制と学位指導により、個々の学生の意欲や目的・研究計画にフィットした形で研究指導
が行われます。また、異なる分野や同じ分野でも違う角度から研究を行っている複数の教員がサブアドバイザーとして、研究の内容や方向性に対
して幅広い視点から助言するアドバイザー制度を設けています。デュアル・ディグリー制度を利用して、一定期間、海外の研究教育機関で博士研
究の指導を受けることも可能になっています。学部卒業生は5年一貫制博士課程で個々の研究テーマに十分な時間をかけて取り組み、修士課程
修了生は博士後期課程でそれまでの研究を発展させたテーマに集中して取り組むことができるよう指導プログラムが用意されています。
情報学コースの学生は、総合研究大学院大学の学生であるとともに、NIIにおいて、日常的に国際連携の環境の中で学び、さまざまな研究プロ
ジェクトに参加することで、海外協定大学・研究機関との人材交流プログラムを通して国際的研究者としての経験を積むことができます。日本人
学生の約半数は、企業に籍を置いたまま、今まで行ってきた仕事を研究面から体系的にまとめ直し、さらに最先端の技術を身につけたいと入学し
てきた社会人学生です。留学生の割合が高いことも特長で、英語による講義科目も多く、学生間の異文化交流も、国際的な活躍をめざす若者に
とっては貴重な環境となっています。さらに、総合研究大学院大学の他の基盤機関・コースとの連携によって交流の輪を拡大することができ、貴
重な人的ネットワークを構築することが可能です。

【情報学コース長あいさつ】

山田 誠二
（国立情報学研究所　コンテンツ科学研究系教授）

修了年度
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大学・研究所

6(4)
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未定

3(3)
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2（2）

計

19(12)
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修了生進路 （過去3年間）※（）内は外国人留学生数
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アルジェリア 1
エジプト 1
台湾 1
バングラデシュ 1
ブラジル 1
ベラルーシ 1
フランス 2
タイ 2
スリランカ 2

日本人学生
47 外国人

留学生
45

合計
92名

20代
60

30代
24

40代
5

50代
3

留学生の出身国・地域別人数

合計
45名

日本人
学生のうち

社会人学生
13

合計
92名

大学院教育 Graduate Program Graduate Program

総合研究大学院大学 先端学術院 先端学術専攻 情報学コース 在学生の研究

34



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

先端学術院特別研究ⅠA／先端学術院特別研究ⅠB／先端学術院特別研究ⅡA／先端学術院特別研究ⅡB／先端学術院特別研究ⅢA／

先端学術院特別研究ⅢB／先端学術院特別研究ⅣA／先端学術院特別研究ⅣB／先端学術院特別研究ⅤA／先端学術院特別研究ⅤB

先端学術院特別研究等

研究指導科目

情報基礎科学

情報基盤科学

ソフトウェア科学

情報メディア科学

知能システム科学

情報環境科学

その他

情報学特別実験・演習ⅠA（情報学コース担当教員）／情報学特別実験・演習ⅠB（情報学コース担当教員）／

情報学特別実験・演習ⅡA（情報学コース担当教員）／情報学特別実験・演習ⅡB（情報学コース担当教員）

論理学基礎（龍田真）／アルゴリズム基礎（宇野毅明）／情報論理学（龍田真）／離散数学（河原林健一）／計算量理論（平原秀一）／

計算的ゲーム理論（情報基礎科学関連の教員）／劣線形アルゴリズム（𠮷田悠一）／

アルゴリズム的マーケットデザイン（情報基礎科学関連の教員）／機械学習における組合せ最適化（藤井海斗）／量子アルゴリズム（添田彬仁）

ハイパフォーマンスコンピューティング概論（合田憲人、竹房あつ子、鯉渕道紘、石川裕）／

情報流通システムアーキテクチャ概論（栗本崇、高倉弘喜、漆谷重雄）／計算機システム設計論（五島正裕、石川裕）／

情報通信システム論（福田健介、金子めぐみ、計宇生）

ソフトウェア科学概論1（ソフトウェア科学関連の全教員）／ソフトウェア科学概論2（ソフトウェア科学関連の全教員）／分散システム（佐藤一郎）／

ソフトウェア工学（石川冬樹）／データベース基礎論（加藤弘之）／計算機言語理論（ソフトウェア科学関連の教員）／

形式手法における数理的構造（蓮尾一郎）／ソフトウェア検証論（関山太朗）／確率的情報処理（北本朝展）／

組込みリアルタイムシステム（青木俊介）

情報メディア概論（情報メディア科学関連の全教員）／

メディア処理基礎（山岸順一、児玉和也、池畑諭、孟洋、佐藤真一、片山紀生、杉本晃宏、相澤彰子、小山翔一）／

メディア処理応用（山岸順一、杉本晃宏、佐藤いまり、池畑諭、孟洋、児玉和也）／

インタラクティブメディア（新井紀子、ユ イ、片山紀生、小山翔一、淺野祐太）

知能システム科学概論1（相澤彰子、山田誠二、井上克巳、小林泰介、志垣俊介）／

知能システム科学概論2（坊農真弓、武田英明、プレンディンガー ヘルムト、水野貴之、杉山麿人、菅原朔）／ロボット情報学（志垣俊介）／

自然言語処理（相澤彰子、菅原朔）／深層学習（プレンディンガー ヘルムト）／コミュニケーション環境論（坊農真弓）／

データマイニング（杉山麿人）／知識共有システム（武田英明）／計算社会科学（水野貴之）

情報環境科学概論（情報環境科学関連の全教員）／実践データサイエンス（山地一禎）／ICTビジネス論（岡田仁志）／情報環境統計論（孫媛）／

科学計量学（西澤正己）

応用線形代数（岸田昌子、杉本晃宏、佐藤真一）／

科学プレゼンテーション（金子めぐみ、WU Stephen*統計数理研究所、JONES Caryn*外部講師）／

科学ライティング（金子めぐみ、WU Stephen*統計数理研究所、JONES Caryn*外部講師）／

情報セキュリティ基盤概論（越前功、高倉弘喜、岡田仁志）／ビッグデータ概論（ビッグデータ関連の教員）

情報学コース

大　学

東京大学

東京理科大学

東京工業大学

早稲田大学

北陸先端科学技術大学院大学

九州工業大学

電気通信大学

大学院研究科

情報理工学系研究科

情報理工学院

総合理工学研究科

工学院（学部）

工学院（大学院）

基幹理工学研究科

創造理工学研究科

先進理工学研究科

先端科学技術研究科

情報工学府

情報工学研究院

情報システム学研究科

情報理工学研究科

理学研究科

備　考

平成13年度～

平成14年度～

平成15年度～

平成17年度～

平成27年度～

平成28年度～

平成22年度～

平成20年度～

平成24年度～

連携大学院

お茶の水女子大学

九州大学

千葉大学

東京大学

東京理科大学

名古屋大学

Chennai Mathematical Institute

Chinese University of Hong Kong, Shenzhen

Czech Technical University of Prague

Georg-August-Universität Göttingen

Hefei University of Technology

Indian Institute of Technology, Kharagpur

Institute for Systems and Computer Engineering, Technology and Science

Peking University

Sorbonne Université

Southwest Jiaotong University

Southwest University

Technical University of Munich

Technische Universität Berlin

Tianjin University

TU Delft, EEMCS Faculty

University of Delaware

University of Konstanz

University of Leipzig

University of Passau

University of Würzburg

University of Wuppertal

特別共同利用研究員の所属大学等

情報学コースでは、国立情報学研究所の最先端の環境と国際的な雰囲気の中、第一線の研究者による研究教育指導を行っています。 東京大学、東京工業大学、早稲田大学、北陸先端科学技術大学院大学、九州工業大学、電気通信大学、および、東京理科大学と連携して講義を行ったり、
大学院生を受け入れて研究指導を行うなど、大学院教育に積極的に協力しています。

大学共同利用機関として、国内外の他大学の大学院生を特別共同利用研究員（受託大学院生）として受け入れています。特別共同利用研究員は、
研究課題に応じ、国立情報学研究所の教員による指導を受けています。

情報学コースは、数学などの基礎学問から、計算機のアーキテクチャや
ネットワークなどの基礎、ソフトウェアやメディア工学、人工知能、情報
社会学や研究情報学などにおよぶ広範な学際領域が対象です。開設
当初から少人数制の授業や研究指導による、学生個々に応じた柔軟な
教育体制をとっています。情報学分野の第一線で活躍できる人材を育
成するため、日々最先端の研究教育指導を行っています。学期は、前学
期（4～9月）と後学期（10～3月）の2学期制です。

修了要件は、所定の単位を修得し、適切な指導のもとで研究を実施し、
研究成果をまとめた博士論文の審査に合格することです。博士後期
課程で 16 単位以上、5 年一貫制博士課程で 42 単位以上の履修が
義務づけられています。在学年限については弾力的な取り扱いがな
されており、優れた研究業績を上げた学生は在学年限が短縮される
こともあります。また、5 年一貫制博士課程を途中で退学する場合、
一定の要件を満たしていれば修士の学位を取得することが可能です。

（2022年度実績）

修士課程

43

博士後期課程

46

計

89

連携大学院・特別共同利用研究員の両制度で受け入れた学生数 （2022年度実績）

大学院教育 Graduate Program

カリキュラム 連携大学院

特別共同利用研究員

Graduate Program
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研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

先端学術院特別研究ⅠA／先端学術院特別研究ⅠB／先端学術院特別研究ⅡA／先端学術院特別研究ⅡB／先端学術院特別研究ⅢA／

先端学術院特別研究ⅢB／先端学術院特別研究ⅣA／先端学術院特別研究ⅣB／先端学術院特別研究ⅤA／先端学術院特別研究ⅤB

先端学術院特別研究等

研究指導科目

情報基礎科学

情報基盤科学

ソフトウェア科学

情報メディア科学

知能システム科学

情報環境科学

その他

情報学特別実験・演習ⅠA（情報学コース担当教員）／情報学特別実験・演習ⅠB（情報学コース担当教員）／

情報学特別実験・演習ⅡA（情報学コース担当教員）／情報学特別実験・演習ⅡB（情報学コース担当教員）

論理学基礎（龍田真）／アルゴリズム基礎（宇野毅明）／情報論理学（龍田真）／離散数学（河原林健一）／計算量理論（平原秀一）／

計算的ゲーム理論（情報基礎科学関連の教員）／劣線形アルゴリズム（𠮷田悠一）／

アルゴリズム的マーケットデザイン（情報基礎科学関連の教員）／機械学習における組合せ最適化（藤井海斗）／量子アルゴリズム（添田彬仁）

ハイパフォーマンスコンピューティング概論（合田憲人、竹房あつ子、鯉渕道紘、石川裕）／

情報流通システムアーキテクチャ概論（栗本崇、高倉弘喜、漆谷重雄）／計算機システム設計論（五島正裕、石川裕）／

情報通信システム論（福田健介、金子めぐみ、計宇生）

ソフトウェア科学概論1（ソフトウェア科学関連の全教員）／ソフトウェア科学概論2（ソフトウェア科学関連の全教員）／分散システム（佐藤一郎）／

ソフトウェア工学（石川冬樹）／データベース基礎論（加藤弘之）／計算機言語理論（ソフトウェア科学関連の教員）／

形式手法における数理的構造（蓮尾一郎）／ソフトウェア検証論（関山太朗）／確率的情報処理（北本朝展）／

組込みリアルタイムシステム（青木俊介）

情報メディア概論（情報メディア科学関連の全教員）／

メディア処理基礎（山岸順一、児玉和也、池畑諭、孟洋、佐藤真一、片山紀生、杉本晃宏、相澤彰子、小山翔一）／

メディア処理応用（山岸順一、杉本晃宏、佐藤いまり、池畑諭、孟洋、児玉和也）／

インタラクティブメディア（新井紀子、ユ イ、片山紀生、小山翔一、淺野祐太）

知能システム科学概論1（相澤彰子、山田誠二、井上克巳、小林泰介、志垣俊介）／

知能システム科学概論2（坊農真弓、武田英明、プレンディンガー ヘルムト、水野貴之、杉山麿人、菅原朔）／ロボット情報学（志垣俊介）／

自然言語処理（相澤彰子、菅原朔）／深層学習（プレンディンガー ヘルムト）／コミュニケーション環境論（坊農真弓）／

データマイニング（杉山麿人）／知識共有システム（武田英明）／計算社会科学（水野貴之）

情報環境科学概論（情報環境科学関連の全教員）／実践データサイエンス（山地一禎）／ICTビジネス論（岡田仁志）／情報環境統計論（孫媛）／

科学計量学（西澤正己）

応用線形代数（岸田昌子、杉本晃宏、佐藤真一）／

科学プレゼンテーション（金子めぐみ、WU Stephen*統計数理研究所、JONES Caryn*外部講師）／

科学ライティング（金子めぐみ、WU Stephen*統計数理研究所、JONES Caryn*外部講師）／

情報セキュリティ基盤概論（越前功、高倉弘喜、岡田仁志）／ビッグデータ概論（ビッグデータ関連の教員）

情報学コース

大　学

東京大学

東京理科大学

東京工業大学

早稲田大学

北陸先端科学技術大学院大学

九州工業大学

電気通信大学

大学院研究科

情報理工学系研究科

情報理工学院

総合理工学研究科

工学院（学部）

工学院（大学院）

基幹理工学研究科

創造理工学研究科

先進理工学研究科

先端科学技術研究科

情報工学府

情報工学研究院

情報システム学研究科

情報理工学研究科

理学研究科

備　考

平成13年度～

平成14年度～

平成15年度～

平成17年度～

平成27年度～

平成28年度～

平成22年度～

平成20年度～

平成24年度～

連携大学院

お茶の水女子大学

九州大学

千葉大学

東京大学

東京理科大学

名古屋大学

Chennai Mathematical Institute

Chinese University of Hong Kong, Shenzhen

Czech Technical University of Prague

Georg-August-Universität Göttingen

Hefei University of Technology

Indian Institute of Technology, Kharagpur

Institute for Systems and Computer Engineering, Technology and Science

Peking University

Sorbonne Université

Southwest Jiaotong University

Southwest University

Technical University of Munich

Technische Universität Berlin

Tianjin University

TU Delft, EEMCS Faculty

University of Delaware

University of Konstanz

University of Leipzig

University of Passau

University of Würzburg

University of Wuppertal

特別共同利用研究員の所属大学等

情報学コースでは、国立情報学研究所の最先端の環境と国際的な雰囲気の中、第一線の研究者による研究教育指導を行っています。 東京大学、東京工業大学、早稲田大学、北陸先端科学技術大学院大学、九州工業大学、電気通信大学、および、東京理科大学と連携して講義を行ったり、
大学院生を受け入れて研究指導を行うなど、大学院教育に積極的に協力しています。

大学共同利用機関として、国内外の他大学の大学院生を特別共同利用研究員（受託大学院生）として受け入れています。特別共同利用研究員は、
研究課題に応じ、国立情報学研究所の教員による指導を受けています。

情報学コースは、数学などの基礎学問から、計算機のアーキテクチャや
ネットワークなどの基礎、ソフトウェアやメディア工学、人工知能、情報
社会学や研究情報学などにおよぶ広範な学際領域が対象です。開設
当初から少人数制の授業や研究指導による、学生個々に応じた柔軟な
教育体制をとっています。情報学分野の第一線で活躍できる人材を育
成するため、日々最先端の研究教育指導を行っています。学期は、前学
期（4～9月）と後学期（10～3月）の2学期制です。

修了要件は、所定の単位を修得し、適切な指導のもとで研究を実施し、
研究成果をまとめた博士論文の審査に合格することです。博士後期
課程で 16 単位以上、5 年一貫制博士課程で 42 単位以上の履修が
義務づけられています。在学年限については弾力的な取り扱いがな
されており、優れた研究業績を上げた学生は在学年限が短縮される
こともあります。また、5 年一貫制博士課程を途中で退学する場合、
一定の要件を満たしていれば修士の学位を取得することが可能です。

（2022年度実績）

修士課程

43

博士後期課程

46

計

89

連携大学院・特別共同利用研究員の両制度で受け入れた学生数 （2022年度実績）

大学院教育 Graduate Program

カリキュラム 連携大学院

特別共同利用研究員

Graduate Program
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研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

アムステルダム

2024年度追加予定

アムステルダムへ

ロサンゼルス

ニューヨーク

ニューヨークへ

シンガポール

札幌

青森
上北

秋田

山形

甲府

金沢

福井

京都

大津

彦根

高松

徳島
松山

宇部
北九州

福岡
佐賀

長崎

那覇

宜野座

熊本

鹿児島

高知

宮崎

静岡浜松
岡崎津

奈良
和歌山

沼津

鳥取島根
長野

松本
神岡

前橋

神戸
大阪

さいたま

北見

旭川

帯広室蘭
函館

新潟

長岡富山
福島

郡山

宇都宮
水戸

つくば
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学術情報ネットワーク（SINET、Science Information NETwork、サイネット）は、日本全国の大学・研究機関等の学術情報基盤として構築・運用さ
れている情報通信ネットワークです。教育・研究に携わる数多くの人々のコミュニティ形成を支援し、多岐にわたる学術情報の流通促進を図るため
に、全国にノード（ネットワークの接続拠点）を設置し、大学・研究機関等に対して先進的なネットワークを提供しています。また、国際的な先端研究プ
ロジェクトで必要とされる国際間の研究情報流通を円滑に進められるように、米国Internet2や欧州GÉANTをはじめとする、多くの海外研究ネット
ワークと相互接続しています。
2022年4月からは、従来の学術情報基盤であるSINET5を発展させたSINET6の本格運用を開始しました。
クラウドやセキュリティ、学術コンテンツを全国400Gbpsネットワークで有機的につなぎ、950以上の大学等にハイレベルな学術情報基盤を提供し
ています。
同時に、広域データ収集基盤はモバイルSINETと進化し、5G網を活用したデータ収集分析において、大学の解析資源や任意のクラウド資源を柔軟
に利用可能なよう、SINETと直結した基盤機能の実証実験を新たに開始しました。また、国際回線は地球一周100Gbpsを単独機関で結ぶ回線を継
続して運用し、さらに日米間を200Gbps化、アジア向けでは、従来からの日本－シンガポール間回線に加え、日本ーグアム間100Gbpsも新たに運
用を開始、国際回線の一層の安定化も進めております。
これらの取り組みにより、わが国の国際協調・国際競争力のさらなる強化や、わが国がめざす未来社会の姿として提唱されているSociety5.0の実現
に向け、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）の高度融合の加速にも貢献すると期待されます。

～Society5.0時代を見据えた研究基盤へ～ 海外研究ネットワークとの相互接続
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国立大学
公立大学
私立大学
短期大学
高等専門学校
大学共同利用機関
その他
合計
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学術情報ネットワーク加入機関数 （2023年3月31日現在）

大学等からの要望をもとに、共考共創で新サービスを開発・提供して
います。
SINET6では、400GEや100GE等の超高速インターフェースを提供
しています。また、大学・研究機関等におけるセキュアで機動的な研究
環境を構築するため、仮想大学LAN、L2オンデマンド、広域データ収
集基盤等、より利用者の立場に立ったサービスメニューへと拡張して
います。大容量データ転送を必要とする利用者には、世界最先端の高
速ファイル転送ソフトウェアを提供しています。

SINET6のサービス
2022年4月から、広域データ収集基盤はモバイルSINETとして新た
な実証実験をスタートしました。Society5.0の実現に向けて、環境・
生態・IoT研究などモバイル端末からのデータ収集とデータ処理をワ
ンストップで実現します。
遠隔地や海上等、有線ネットワークでは接続できない地域から発生す
る貴重な研究データを送受信するため、公衆のキャリア5Gモバイル
網とSINETを直結したセキュアな通信環境を整備しています。今後の
本格サービス導入に向けて、2022年4月より新たな実証実験を実施
しています。
また大学自営のローカル5Gとの連携も視野に入れたモバイル
SINETの拡張を目指しています。

モバイルSINET https://www.sinet.ad.jp/wadci/

サービスメニュー 備考

L3サービス

L2サービス

モバイルSINET

アクセス回線
冗長化対応

ネットワーク運用安定化
次世代ネットワーク機能

転送性能向上

インターネット接続（IP Dual）
フルルート提供
IPマルチキャスト（+QoS）
アプリケーション毎QoS
L3VPN（+QoS）
L2VPN/VPLS（+QoS）
仮想大学LAN
L2オンデマンド（基本）
L2オンデマンド（国際連携：NSI）
L2オンデマンド（クラウド連携：REST）
セキュアなモバイル接続
マルチホーミング
リンクアグリゲーション
冗長トランクグループサービス
データセンタ接続冗長化サービス
自動DDoS Mitigationサービス
NFV
パフォーマンス計測
高速ファイル転送

急増中
マルチキャンパス等で拡大中
大容量伝送実験等で利用
国際実験等で利用

実証実験中

セキュリティ対策機能
新サービスを展開予定

日米間で世界最速の416Gbpsを達成

事業 Service Service

全国どこからでも超高速・低遅延で使用できるSINET（学術情報ネットワーク）
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学術情報ネットワーク（SINET、Science Information NETwork、サイネット）は、日本全国の大学・研究機関等の学術情報基盤として構築・運用さ
れている情報通信ネットワークです。教育・研究に携わる数多くの人々のコミュニティ形成を支援し、多岐にわたる学術情報の流通促進を図るため
に、全国にノード（ネットワークの接続拠点）を設置し、大学・研究機関等に対して先進的なネットワークを提供しています。また、国際的な先端研究プ
ロジェクトで必要とされる国際間の研究情報流通を円滑に進められるように、米国Internet2や欧州GÉANTをはじめとする、多くの海外研究ネット
ワークと相互接続しています。
2022年4月からは、従来の学術情報基盤であるSINET5を発展させたSINET6の本格運用を開始しました。
クラウドやセキュリティ、学術コンテンツを全国400Gbpsネットワークで有機的につなぎ、950以上の大学等にハイレベルな学術情報基盤を提供し
ています。
同時に、広域データ収集基盤はモバイルSINETと進化し、5G網を活用したデータ収集分析において、大学の解析資源や任意のクラウド資源を柔軟
に利用可能なよう、SINETと直結した基盤機能の実証実験を新たに開始しました。また、国際回線は地球一周100Gbpsを単独機関で結ぶ回線を継
続して運用し、さらに日米間を200Gbps化、アジア向けでは、従来からの日本－シンガポール間回線に加え、日本ーグアム間100Gbpsも新たに運
用を開始、国際回線の一層の安定化も進めております。
これらの取り組みにより、わが国の国際協調・国際競争力のさらなる強化や、わが国がめざす未来社会の姿として提唱されているSociety5.0の実現
に向け、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）の高度融合の加速にも貢献すると期待されます。

～Society5.0時代を見据えた研究基盤へ～ 海外研究ネットワークとの相互接続
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学術情報ネットワーク加入機関数 （2023年3月31日現在）

大学等からの要望をもとに、共考共創で新サービスを開発・提供して
います。
SINET6では、400GEや100GE等の超高速インターフェースを提供
しています。また、大学・研究機関等におけるセキュアで機動的な研究
環境を構築するため、仮想大学LAN、L2オンデマンド、広域データ収
集基盤等、より利用者の立場に立ったサービスメニューへと拡張して
います。大容量データ転送を必要とする利用者には、世界最先端の高
速ファイル転送ソフトウェアを提供しています。

SINET6のサービス
2022年4月から、広域データ収集基盤はモバイルSINETとして新た
な実証実験をスタートしました。Society5.0の実現に向けて、環境・
生態・IoT研究などモバイル端末からのデータ収集とデータ処理をワ
ンストップで実現します。
遠隔地や海上等、有線ネットワークでは接続できない地域から発生す
る貴重な研究データを送受信するため、公衆のキャリア5Gモバイル
網とSINETを直結したセキュアな通信環境を整備しています。今後の
本格サービス導入に向けて、2022年4月より新たな実証実験を実施
しています。
また大学自営のローカル5Gとの連携も視野に入れたモバイル
SINETの拡張を目指しています。

モバイルSINET https://www.sinet.ad.jp/wadci/

サービスメニュー 備考

L3サービス

L2サービス

モバイルSINET

アクセス回線
冗長化対応

ネットワーク運用安定化
次世代ネットワーク機能

転送性能向上

インターネット接続（IP Dual）
フルルート提供
IPマルチキャスト（+QoS）
アプリケーション毎QoS
L3VPN（+QoS）
L2VPN/VPLS（+QoS）
仮想大学LAN
L2オンデマンド（基本）
L2オンデマンド（国際連携：NSI）
L2オンデマンド（クラウド連携：REST）
セキュアなモバイル接続
マルチホーミング
リンクアグリゲーション
冗長トランクグループサービス
データセンタ接続冗長化サービス
自動DDoS Mitigationサービス
NFV
パフォーマンス計測
高速ファイル転送

急増中
マルチキャンパス等で拡大中
大容量伝送実験等で利用
国際実験等で利用

実証実験中

セキュリティ対策機能
新サービスを展開予定

日米間で世界最速の416Gbpsを達成

事業 Service Service

全国どこからでも超高速・低遅延で使用できるSINET（学術情報ネットワーク）
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事業 Service

SINET6の5つのコンセプト

SINETは、 ①大型実験施設等の共同利用、②各研究分野での連携力強化、③世界各国との国際連携、④学術情報の発信やビッグデータの共有、⑤大学教育の質的向
上、⑥地方創生や地方大学の知識集約型拠点化・産学連携等のための基盤として構築・運用されています。

米国・欧州・アジア直結の国際回線の高速化を実現
米国を経由しない欧州直結回線を加え低遅延化を実現。日米間を
200Gbps化、アジアはシンガポールとグアムにそれぞれ100Gbps
で接続、日米欧間をリング状に接続するなど、国際共同プロジェクト支
援をより強化

④国際性
通信の遅れを最小化する最新技術を導入
最先端伝送技術の導入により、全DC間の転送遅延時間を最小化す
るフルメッシュ接続構成を実現

①先進性 

全国400Gbpsの高速ネットワークの実現
最先端デジタルコヒーレント技術の導入により、面展開した安定した
全国400Gbpsネットワークを実現

②超高速性 

途切れない、止まらない高信頼なネットワークを実現
多階層化された最先端ネットワークアーキテクチャ(光ネットワーク
層、L2MUXネットワーク層、IP/MPLSネットワーク層)において、階層
ごとに冗長化構成、障害を回避し迂回する機能を導入、これらを連携
させて、高信頼なネットワークを実現

③高信頼性

「セキュリティ」「クラウド利活用支援」「学術コンテンツ」など、学術情報
基盤の多様な展開を推進

⑤高機能性 

https://www.sinet.ad.jp/

NIIは、大学・研究機関へのクラウド導入・活用支援等のため、クラウド導入・活用に関わる情報を提供する「学認クラウド導入支援サービス」、クラウド
サービスにワンストップでアクセスするための「学認クラウドゲートウェイサービス」、クラウド環境構築をサポートする「学認クラウドオンデマンド構
築サービス」及び広域データ収集・解析プログラム開発のための「SINETStream」を提供しています。

学認クラウド導入支援サービスは、大学・研究機関がクラウドを選択する際
の基準やその導入・活用に関わる情報を整備・流通・共有するサービスです。
大学・研究機関がクラウドを導入する際に確認すべき事項をチェックリスト
として一般公開しています。さらに、このチェックリストに、事業者からの回答
をもとにクラウド事業者の対応状況を加え、NIIで検証した結果を本サービ
ス参加機関に公開しています。
検証したチェックリストは、クラウド調達時の仕様検討の際、複数のクラウド
を同じ指標で比較できるため、ニーズに合わせたクラウド導入が可能となり
ます。
この他にクラウドスタートアップガイド、クラウド活用事例の提供なども進め
ています。

学認クラウド導入支援サービス

https://www.sinetstream.net/
https://cloud.gakunin.jp/

学認クラウドゲートウェイサービス
学認クラウドゲートウェイサービスは、研究・教育活動に必要な各種クラ
ウドサービスや電子ジャーナル等のオンラインサービスにワンストップ
でアクセスするためのポータル機能を提供しています。
大学・研究機関の利用者（教職員・学生）は、所属機関が運用する認証基
盤を経由してポータルサイトにアクセスすると、所属機関で利用可能な
各種サービス等を一覧でき、サービスに素早く、簡単にアクセスすること
が可能になります。
また、大学・研究機関のIdP管理者は自機関の利用者に対して表示する
サービス一覧をカスタマイズでき、さらに利用者自身がサービスを追加
できるなど、高い柔軟性と利便性を提供します。

学認クラウド共通サービス
学認クラウド参加により、個別相談（クラウドサービスの導入検討、要件定義、仕様検討および利活用時の課題等）、ユーザーズミーティング／ワーク
ショップ／その他参加機関限定イベント参加、クラウド活用度調査参加、学認クラウド共通コミュニティスペースへのアクセスなどの利用をすることが
できます。

SINETのVPN（L2）で接続
（学内LANと同等の扱いが可能）

SINETのVPN（L2）で接続

A大学

B大学

A大学が契約している
業者のクラウドサービス

B大学が契約している
業者のクラウドサービス

クラウドサービス提供業者の
商用データセンタ

学認クラウドオンデマンド構築サービス
学認クラウドオンデマンド構築サービスは、複雑なクラウド環境構築を支
援するためのサービスです。
本サービス利用者は、あらかじめ用意したテンプレートを用いて、クラウ
ド環境のインストールや設定を比較的簡単に行うことが可能となります。
また、SINETクラウド接続サービスに対応しており、SINET6に接続され
た複数のクラウド環境や大学・研究機関の計算機で構成するインターク
ラウド環境をオンデマンドにかつセキュアに構築して、研究教育やITシス
テム運用に活用できるようになります。

SINET6の特徴

地震観測 LHD 衛星DB DDBJ J-PARC

天文
VLBI HPCI SPring-8

& SACLA Belle IINeutrino

大型実験施設・スパコン・観測器等

LHC

はやぶさ2

ITER

測地
VLBI

国際連携施設 クラウド学術情報
学術情報クラウド基盤

オープンサイエンス（研究データ基盤）

大学等 大学等 大学等 民間企業

VPNVPNVPN

③国際連携 ④情報発信・ビッグデータ共有

②各研究分野での連携力強化

⑥地方創生・産学連携

①実験施設等共同利用

VPN: Virtual Private Network

SINET国際回線SINET国際回線

⑤
教
育
改
革

MOOC

SINETと商用クラウドを直結し、加入機関向けにSINETに直結された
商用クラウドに対し、L2VPN接続環境で利用可能とすることで、セ
キュアで高速なクラウド環境を提供するサービスです。
なお、このサービスはSINETがクラウド環境を提供するのではなく、
SINETが商用クラウドに直結する環境を提供し、加入機関へのクラウ
ド利用の利便性を高めるサービスです。

https://www.sinet.ad.jp/connect_service/service/cloud_connection

大学・研究機関 国立情報学研究所 クラウド事業者

●チェックリスト回答の参照
●スタートアップガイドの参照
●その他
  （情報共有など）

●大学･研究機関にチェックリスト
  回答提供
●大学･研究機関のニーズ把握
●その他
  （情報共有、ワークショップへの参加など）

●チェックリスト回答の提供
●大学・研究機関向け商品の提案

●チェックリスト回答の検証
●個別相談の実施 など

●クラウド導入の検討
●仕様策定・調達

アクセス可

e-Journal C

アクセス可

e-Learning A

大学・研究機関

教職員・学生

ゲートウェイサービス

各種サービスへの導線を提供

利用者が利用可能でないサービスは
表示されない（導線がない）

アクセス不可
（未契約）

e-Learning B

大学・研究機関（IdP）側

IdP管理者
学認メタデータ

一般利用者

利用可能SP入力

● 利用可能SP一覧取得
● 表示のカスタマイズ
● 個人利用サービス追加

サービス（SP）側

SP管理者

IdP：Identity Provider
SP：Service Provider

学認申請
システム

SP情報入力

生成

取得

情
報
取
得

ゲートウェイサービス

学認外
サービス追加

SINETクラウド接続：SINETに商用クラウドを直結し、加入機関に接続環境を提供。商用クラウドサービスを高

速・安全・低価格に活用することができるSINETのサービスです。

クラウド環境 インタークラウド環境

大学・研究機関 大学・研究機関

SINET6
L2VPN SINET6

L2VPN

□計算資源確保
□ソフトウェア配備

□計算資源確保
□ソフトウェア配備

クラウド環境構築担当者が、テンプレートを選択または
作成することにより、クラウド環境を簡単に構築可能。

オンデマンド
構築サービス テンプレート

オンデマンド
構築サービス テンプレート

クラウド環境
構築担当者

大学・研究機関の
研究室等

アプリ利用者

オンデマンド構築サービス

SINETクラウド接続（L2VPN）
（インターネットによる接続も可能）

仮想クラウド
コントローラ

サービス
マネージャ

NII

アプリ利用

NII
オンデマンド
構築サービス
運用担当者

クラウド
環境構築

サービス
管理

アプリ実行
環境

クラウドプロバイダ

仮想セグメント

管理・保守

SINETクラウド接続サービス

SINET6のコンセプト・特徴 クラウド導入・利活用をサポート「学認クラウド」
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SINET6の5つのコンセプト

SINETは、 ①大型実験施設等の共同利用、②各研究分野での連携力強化、③世界各国との国際連携、④学術情報の発信やビッグデータの共有、⑤大学教育の質的向
上、⑥地方創生や地方大学の知識集約型拠点化・産学連携等のための基盤として構築・運用されています。

米国・欧州・アジア直結の国際回線の高速化を実現
米国を経由しない欧州直結回線を加え低遅延化を実現。日米間を
200Gbps化、アジアはシンガポールとグアムにそれぞれ100Gbps
で接続、日米欧間をリング状に接続するなど、国際共同プロジェクト支
援をより強化

④国際性
通信の遅れを最小化する最新技術を導入
最先端伝送技術の導入により、全DC間の転送遅延時間を最小化す
るフルメッシュ接続構成を実現

①先進性 

全国400Gbpsの高速ネットワークの実現
最先端デジタルコヒーレント技術の導入により、面展開した安定した
全国400Gbpsネットワークを実現

②超高速性 

途切れない、止まらない高信頼なネットワークを実現
多階層化された最先端ネットワークアーキテクチャ(光ネットワーク
層、L2MUXネットワーク層、IP/MPLSネットワーク層)において、階層
ごとに冗長化構成、障害を回避し迂回する機能を導入、これらを連携
させて、高信頼なネットワークを実現

③高信頼性

「セキュリティ」「クラウド利活用支援」「学術コンテンツ」など、学術情報
基盤の多様な展開を推進

⑤高機能性 

https://www.sinet.ad.jp/

NIIは、大学・研究機関へのクラウド導入・活用支援等のため、クラウド導入・活用に関わる情報を提供する「学認クラウド導入支援サービス」、クラウド
サービスにワンストップでアクセスするための「学認クラウドゲートウェイサービス」、クラウド環境構築をサポートする「学認クラウドオンデマンド構
築サービス」及び広域データ収集・解析プログラム開発のための「SINETStream」を提供しています。

学認クラウド導入支援サービスは、大学・研究機関がクラウドを選択する際
の基準やその導入・活用に関わる情報を整備・流通・共有するサービスです。
大学・研究機関がクラウドを導入する際に確認すべき事項をチェックリスト
として一般公開しています。さらに、このチェックリストに、事業者からの回答
をもとにクラウド事業者の対応状況を加え、NIIで検証した結果を本サービ
ス参加機関に公開しています。
検証したチェックリストは、クラウド調達時の仕様検討の際、複数のクラウド
を同じ指標で比較できるため、ニーズに合わせたクラウド導入が可能となり
ます。
この他にクラウドスタートアップガイド、クラウド活用事例の提供なども進め
ています。

学認クラウド導入支援サービス

https://www.sinetstream.net/
https://cloud.gakunin.jp/

学認クラウドゲートウェイサービス
学認クラウドゲートウェイサービスは、研究・教育活動に必要な各種クラ
ウドサービスや電子ジャーナル等のオンラインサービスにワンストップ
でアクセスするためのポータル機能を提供しています。
大学・研究機関の利用者（教職員・学生）は、所属機関が運用する認証基
盤を経由してポータルサイトにアクセスすると、所属機関で利用可能な
各種サービス等を一覧でき、サービスに素早く、簡単にアクセスすること
が可能になります。
また、大学・研究機関のIdP管理者は自機関の利用者に対して表示する
サービス一覧をカスタマイズでき、さらに利用者自身がサービスを追加
できるなど、高い柔軟性と利便性を提供します。

学認クラウド共通サービス
学認クラウド参加により、個別相談（クラウドサービスの導入検討、要件定義、仕様検討および利活用時の課題等）、ユーザーズミーティング／ワーク
ショップ／その他参加機関限定イベント参加、クラウド活用度調査参加、学認クラウド共通コミュニティスペースへのアクセスなどの利用をすることが
できます。

SINETのVPN（L2）で接続
（学内LANと同等の扱いが可能）

SINETのVPN（L2）で接続

A大学

B大学

A大学が契約している
業者のクラウドサービス

B大学が契約している
業者のクラウドサービス

クラウドサービス提供業者の
商用データセンタ

学認クラウドオンデマンド構築サービス
学認クラウドオンデマンド構築サービスは、複雑なクラウド環境構築を支
援するためのサービスです。
本サービス利用者は、あらかじめ用意したテンプレートを用いて、クラウ
ド環境のインストールや設定を比較的簡単に行うことが可能となります。
また、SINETクラウド接続サービスに対応しており、SINET6に接続され
た複数のクラウド環境や大学・研究機関の計算機で構成するインターク
ラウド環境をオンデマンドにかつセキュアに構築して、研究教育やITシス
テム運用に活用できるようになります。

SINET6の特徴

地震観測 LHD 衛星DB DDBJ J-PARC

天文
VLBI HPCI SPring-8

& SACLA Belle IINeutrino

大型実験施設・スパコン・観測器等

LHC

はやぶさ2

ITER

測地
VLBI

国際連携施設 クラウド学術情報
学術情報クラウド基盤

オープンサイエンス（研究データ基盤）

大学等 大学等 大学等 民間企業

VPNVPNVPN

③国際連携 ④情報発信・ビッグデータ共有

②各研究分野での連携力強化

⑥地方創生・産学連携

①実験施設等共同利用

VPN: Virtual Private Network

SINET国際回線SINET国際回線

⑤
教
育
改
革

MOOC

SINETと商用クラウドを直結し、加入機関向けにSINETに直結された
商用クラウドに対し、L2VPN接続環境で利用可能とすることで、セ
キュアで高速なクラウド環境を提供するサービスです。
なお、このサービスはSINETがクラウド環境を提供するのではなく、
SINETが商用クラウドに直結する環境を提供し、加入機関へのクラウ
ド利用の利便性を高めるサービスです。

https://www.sinet.ad.jp/connect_service/service/cloud_connection

大学・研究機関 国立情報学研究所 クラウド事業者

●チェックリスト回答の参照
●スタートアップガイドの参照
●その他
  （情報共有など）

●大学･研究機関にチェックリスト
  回答提供
●大学･研究機関のニーズ把握
●その他
  （情報共有、ワークショップへの参加など）

●チェックリスト回答の提供
●大学・研究機関向け商品の提案

●チェックリスト回答の検証
●個別相談の実施 など

●クラウド導入の検討
●仕様策定・調達

アクセス可

e-Journal C

アクセス可

e-Learning A

大学・研究機関

教職員・学生

ゲートウェイサービス

各種サービスへの導線を提供

利用者が利用可能でないサービスは
表示されない（導線がない）

アクセス不可
（未契約）

e-Learning B

大学・研究機関（IdP）側

IdP管理者
学認メタデータ

一般利用者

利用可能SP入力

● 利用可能SP一覧取得
● 表示のカスタマイズ
● 個人利用サービス追加

サービス（SP）側

SP管理者

IdP：Identity Provider
SP：Service Provider

学認申請
システム

SP情報入力

生成

取得

情
報
取
得

ゲートウェイサービス

学認外
サービス追加

SINETクラウド接続：SINETに商用クラウドを直結し、加入機関に接続環境を提供。商用クラウドサービスを高

速・安全・低価格に活用することができるSINETのサービスです。

クラウド環境 インタークラウド環境

大学・研究機関 大学・研究機関

SINET6
L2VPN SINET6

L2VPN

□計算資源確保
□ソフトウェア配備

□計算資源確保
□ソフトウェア配備

クラウド環境構築担当者が、テンプレートを選択または
作成することにより、クラウド環境を簡単に構築可能。

オンデマンド
構築サービス テンプレート

オンデマンド
構築サービス テンプレート

クラウド環境
構築担当者

大学・研究機関の
研究室等

アプリ利用者

オンデマンド構築サービス

SINETクラウド接続（L2VPN）
（インターネットによる接続も可能）

仮想クラウド
コントローラ

サービス
マネージャ

NII

アプリ利用

NII
オンデマンド
構築サービス
運用担当者

クラウド
環境構築

サービス
管理

アプリ実行
環境

クラウドプロバイダ

仮想セグメント

管理・保守

SINETクラウド接続サービス

SINET6のコンセプト・特徴 クラウド導入・利活用をサポート「学認クラウド」
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https://www.eduroam.jp/国際学術無線LANローミング基盤「eduroam」

サービス利用者

確かに大学の
サーバーだね！

SINET6

Internet

NII
証明書
の発行

ブラウザ
等による
アクセス

ブラウザ
等による
アクセス

A大学の
ウェブサーバー

B大学

C大学

D大学

https://certs.nii.ac.jp/

発行対象機関

対象ドメイン

372機関

506ドメイン

UPKI電子証明書発行サービス利用機関 （2023年3月末現在）

NIIは、大学や研究機関などを対象とする電子証明書発行事業「UPKI電子証
明書発行サービス」を2015年1月から開始しました。サーバー証明書だけで
なく、クライアント証明書とコード署名用証明書も発行してきています。サー
バー証明書は、国際的な統一基準であるWTCA（Web Trust for CA）に準
拠したセキュリティレベルの高いサーバー証明書を発行しています。また、
CA/Browser Forumが策定するBaseline Requirementsの更新にも随時
対応しています。サーバー証明書の使用により、ウェブサーバーの運用者（ド
メイン名および組織名）が正規のものであることが証明され、フィッシング
（詐欺）サイトと区別しやすくするなど、セキュリティの向上が図られます。ま
た、対象の機関の構成員に対して、認証や電子メールへの署名などに利用で
きるクライアント証明書を発行しており、多要素認証やなりすましの防止など
で活用できます。
UPKI電子証明書発行サービスでは、これらの証明書を提供し、活用してもら
うことで、大学や研究機関全体のセキュリティ向上を図っています。

電子証明書の発行：UPKI電子証明書発行サービス

NIIでは、2016年にサイバーセキュリティ研究開発セ
ンターを設置し、サイバー攻撃に対し、国立大学法人
等が迅速にインシデントやアクシデントに対応できる
体制構築の支援を行っており、2017年から情報セ
キュリティ運用連携サービス（NII Security Operation 
Collaboration Services: NII-SOCS）の運用を開始して
います。また、2022年にストラテジックサイバーレジ
リエンス研究開発センターと改組し、高度化を図って
います。
大学間連携に基づいてサイバーセキュリティ人材を
養成すると同時に、攻撃検知・防御能力の研究成果を
適宜適用することで、国立大学法人等におけるサイ
バーセキュリティ基盤の質の向上を図ると共に、サイ
バーセキュリティ研究の推進環境と、全ての学術研究
分野に対する安心・安全な教育研究環境を提供する
ための研究開発等を進めています。

https://www.nii.ac.jp/service/nii-socs/

国立情報学研究所大学・研究機関

全
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学術情報ネットワークと研究データ基盤を融合した
学術研究プラットフォームの運営は、大学・研究機関
と国立情報学研究所との共同組織である学術研究
プラットフォーム運営・連携本部のもと、大学・研究機
関の情報基盤センターなどと国立情報学研究所の
五つの研究開発センターなどとの連携・協力により
行われています。

認証

大学 学会

教員

大学

学生 学会員

GakuNin運営組織
● ポリシー策定
● IdP運用評価
● 広報・普及

ディスカバリーサービス 学認申請システム

メタデータリポジトリ 情報提供サイト

電子ジャーナル（CiNiiなど）　証明書発行（サーバー証明書など）
アカウント発行（無線LANなど）　e-Learning　学内システム　・・・

認証 認証

SP

IdP

自宅や出張先などから
自由で安心なアクセス

シングルサインオンで
スムーズなアクセス

シボレスとPKIを利用したフェデレーション
●
●
ID管理工数の低減
セキュアで個人情報を保護した安心・
安全なアクセス管理

学術認証フェデレーション「学認」は、大学の認証基盤を学内サービスのみならず、連携する他大学や商用サービスにも活用するための仕組みです。
インターネット上の学術サービスを、個人や機関を特定する形で安心・安全に提供および利用することができます。シングルサインオンにより、利用者
は一度ログインするだけで、学内・学外の複数のサービスにシームレスにログインできます。一方大学にとっても、学認に対応した認証基盤を構築する
ことで、ID管理工数の軽減やセキュリティ対策レベルの底上げを実現できます。

学術認証フェデレーション「学認」

【特長】 ●利用者の記憶するIDは1種類（統合認証）
 ●パスワード入力は1回のみ（シングルサインオン）
 ●学内外からのアクセスが可能（リモートアクセス）
 ●必要なのはウェブブラウザのみ（別ソフト不要）
 ●クライアント証明書認証や多要素認証にも対応可能
 　（セキュリティレベルの一元管理）

https://www.gakunin.jp/

学認では、年に一回の定期的な運用状況評価を行うことで、信頼性維持に
努めています。また、米国連邦政府FICAM（Federal Identity, Credential 
and Access Management）の信頼フレームワークに規定されるLoA1
（保証レベル1）の認定サービスも提供していますが、より高い保証レベルの
提供、および高い保証レベルを活用するサービスの提供に向けて後述の運
営委員会にて検討を行っています。
学認は、「学術認証運営委員会」で、関連事項を企画・立案し、運営を行って
います。また、この委員会には、運用のための検討等を行う「運用作業部
会」、学認のトラストに関する検討を行う「トラスト作業部会」、学認の図書館
系サービスのための検討等を行う「図書館系サービス作業部会」、学術認証
の発展・高度化のための新たなトラストの実現に向けた検討を行う「次世代
認証連携検討作業部会」、eduroam JPの運用に関する検討を行う
「eduroam作業部会」の五つの作業部会が設置されています。

利用機関 （IdP： Identity Provider）

サービス提供機関 （SP： Service Provider）

284

延べ 206

参加状況 （2023年3月末現在）

国内参加機関 387機関

eduroam JP参加機関 （2023年3月末現在）

eduroamは欧州のGÉANT（旧TERENA）で開発され
た、大学等教育研究機関の間でキャンパス無線LAN
の相互利用を実現する学術無線LANローミング基盤
です。2006年にNIIの全国大学共同電子認証基盤構
築事業の一環として日本に導入され、「eduroam JP」
の名称でNIIが国内における運用とサポート、および
技術開発などを行っています。eduroamは業界標準
のIEEE802.1Xに基づいており、安全で利便性の高い
無線LAN環境を提供します。

高等教育機関における
情報セキュリティポリシー推進委員会

学術研究プラットフォーム整備推進委員会

研究データ基盤運営委員会

ネットワーク運営委員会

DX・クラウド運営委員会

セキュリティ運営委員会

学術認証運営委員会

学術研究プラットフォーム運営・連携本部 学術ネットワーク研究開発センター

知識コンテンツ科学研究センター

クラウド基盤研究開発センター

ストラテジックサイバーレジリエンス
研究開発センター

オープンサイエンス基盤研究センター

学術基盤推進部

SINET利用推進室

学術認証推進室

クラウド支援室

事業 Service

認証基盤の構築

大学間連携に基づく情報セキュリティ体制支援

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

Service
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https://www.eduroam.jp/国際学術無線LANローミング基盤「eduroam」

サービス利用者

確かに大学の
サーバーだね！

SINET6

Internet

NII
証明書
の発行

ブラウザ
等による
アクセス

ブラウザ
等による
アクセス

A大学の
ウェブサーバー

B大学

C大学

D大学

https://certs.nii.ac.jp/

発行対象機関

対象ドメイン

372機関

506ドメイン

UPKI電子証明書発行サービス利用機関 （2023年3月末現在）

NIIは、大学や研究機関などを対象とする電子証明書発行事業「UPKI電子証
明書発行サービス」を2015年1月から開始しました。サーバー証明書だけで
なく、クライアント証明書とコード署名用証明書も発行してきています。サー
バー証明書は、国際的な統一基準であるWTCA（Web Trust for CA）に準
拠したセキュリティレベルの高いサーバー証明書を発行しています。また、
CA/Browser Forumが策定するBaseline Requirementsの更新にも随時
対応しています。サーバー証明書の使用により、ウェブサーバーの運用者（ド
メイン名および組織名）が正規のものであることが証明され、フィッシング
（詐欺）サイトと区別しやすくするなど、セキュリティの向上が図られます。ま
た、対象の機関の構成員に対して、認証や電子メールへの署名などに利用で
きるクライアント証明書を発行しており、多要素認証やなりすましの防止など
で活用できます。
UPKI電子証明書発行サービスでは、これらの証明書を提供し、活用してもら
うことで、大学や研究機関全体のセキュリティ向上を図っています。

電子証明書の発行：UPKI電子証明書発行サービス

NIIでは、2016年にサイバーセキュリティ研究開発セ
ンターを設置し、サイバー攻撃に対し、国立大学法人
等が迅速にインシデントやアクシデントに対応できる
体制構築の支援を行っており、2017年から情報セ
キュリティ運用連携サービス（NII Security Operation 
Collaboration Services: NII-SOCS）の運用を開始して
います。また、2022年にストラテジックサイバーレジ
リエンス研究開発センターと改組し、高度化を図って
います。
大学間連携に基づいてサイバーセキュリティ人材を
養成すると同時に、攻撃検知・防御能力の研究成果を
適宜適用することで、国立大学法人等におけるサイ
バーセキュリティ基盤の質の向上を図ると共に、サイ
バーセキュリティ研究の推進環境と、全ての学術研究
分野に対する安心・安全な教育研究環境を提供する
ための研究開発等を進めています。

https://www.nii.ac.jp/service/nii-socs/
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学術情報ネットワークと研究データ基盤を融合した
学術研究プラットフォームの運営は、大学・研究機関
と国立情報学研究所との共同組織である学術研究
プラットフォーム運営・連携本部のもと、大学・研究機
関の情報基盤センターなどと国立情報学研究所の
五つの研究開発センターなどとの連携・協力により
行われています。

認証

大学 学会

教員

大学

学生 学会員

GakuNin運営組織
● ポリシー策定
● IdP運用評価
● 広報・普及

ディスカバリーサービス 学認申請システム

メタデータリポジトリ 情報提供サイト

電子ジャーナル（CiNiiなど）　証明書発行（サーバー証明書など）
アカウント発行（無線LANなど）　e-Learning　学内システム　・・・

認証 認証

SP

IdP

自宅や出張先などから
自由で安心なアクセス

シングルサインオンで
スムーズなアクセス

シボレスとPKIを利用したフェデレーション
●
●
ID管理工数の低減
セキュアで個人情報を保護した安心・
安全なアクセス管理

学術認証フェデレーション「学認」は、大学の認証基盤を学内サービスのみならず、連携する他大学や商用サービスにも活用するための仕組みです。
インターネット上の学術サービスを、個人や機関を特定する形で安心・安全に提供および利用することができます。シングルサインオンにより、利用者
は一度ログインするだけで、学内・学外の複数のサービスにシームレスにログインできます。一方大学にとっても、学認に対応した認証基盤を構築する
ことで、ID管理工数の軽減やセキュリティ対策レベルの底上げを実現できます。

学術認証フェデレーション「学認」

【特長】 ●利用者の記憶するIDは1種類（統合認証）
 ●パスワード入力は1回のみ（シングルサインオン）
 ●学内外からのアクセスが可能（リモートアクセス）
 ●必要なのはウェブブラウザのみ（別ソフト不要）
 ●クライアント証明書認証や多要素認証にも対応可能
 　（セキュリティレベルの一元管理）

https://www.gakunin.jp/

学認では、年に一回の定期的な運用状況評価を行うことで、信頼性維持に
努めています。また、米国連邦政府FICAM（Federal Identity, Credential 
and Access Management）の信頼フレームワークに規定されるLoA1
（保証レベル1）の認定サービスも提供していますが、より高い保証レベルの
提供、および高い保証レベルを活用するサービスの提供に向けて後述の運
営委員会にて検討を行っています。
学認は、「学術認証運営委員会」で、関連事項を企画・立案し、運営を行って
います。また、この委員会には、運用のための検討等を行う「運用作業部
会」、学認のトラストに関する検討を行う「トラスト作業部会」、学認の図書館
系サービスのための検討等を行う「図書館系サービス作業部会」、学術認証
の発展・高度化のための新たなトラストの実現に向けた検討を行う「次世代
認証連携検討作業部会」、eduroam JPの運用に関する検討を行う
「eduroam作業部会」の五つの作業部会が設置されています。

利用機関 （IdP： Identity Provider）

サービス提供機関 （SP： Service Provider）

284

延べ 206

参加状況 （2023年3月末現在）

国内参加機関 387機関

eduroam JP参加機関 （2023年3月末現在）

eduroamは欧州のGÉANT（旧TERENA）で開発され
た、大学等教育研究機関の間でキャンパス無線LAN
の相互利用を実現する学術無線LANローミング基盤
です。2006年にNIIの全国大学共同電子認証基盤構
築事業の一環として日本に導入され、「eduroam JP」
の名称でNIIが国内における運用とサポート、および
技術開発などを行っています。eduroamは業界標準
のIEEE802.1Xに基づいており、安全で利便性の高い
無線LAN環境を提供します。

高等教育機関における
情報セキュリティポリシー推進委員会

学術研究プラットフォーム整備推進委員会

研究データ基盤運営委員会

ネットワーク運営委員会

DX・クラウド運営委員会

セキュリティ運営委員会

学術認証運営委員会

学術研究プラットフォーム運営・連携本部 学術ネットワーク研究開発センター

知識コンテンツ科学研究センター

クラウド基盤研究開発センター

ストラテジックサイバーレジリエンス
研究開発センター

オープンサイエンス基盤研究センター

学術基盤推進部

SINET利用推進室

学術認証推進室

クラウド支援室

事業 Service

認証基盤の構築

大学間連携に基づく情報セキュリティ体制支援

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

Service
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https://rcos.nii.ac.jp/

研究プロジェクト推進中に生成される研究
データや資料を、研究者やその支援者が管
理・共有するための基盤です。
共同研究者との効率的なファイルの管理の
みならず、データ解析プラットフォームとの強
力な連携機能も有します。研究公正に対応す
るために、研究者に負担なく研究証跡を記録
できます。機関の研究データ管理システムと
してご利用いただくための、便利な管理機能
やカスタマイズ機能も備えています。

管理基盤 

研究論文や研究データ等の研究成果に対し
て、研究者やその支援者がインターネット上
に公開・発信するための基盤です。
管理基盤との連携機能やウェブブラウザ操作
により、研究成果に識別子やメタデータを付
与し、公開・発信に適した形式で研究成果を所
属機関のリポジトリから公開できます。文献
だけではなく、様々なデータを効果的に公開
できるリポジトリとしても活用可能な柔軟性
と拡張性を備えています。

公開基盤

公開基盤や他機関のデータベースの情報を
集約し、研究成果の総合的な検索機能を提供
する基盤です。研究データは学術論文や図書
などの文献、それらの成果を生み出した研究
者や研究プロジェクトと密接に関連していま
す。これらの情報を相互にリンクした大規模
学術ナレッジグラフが検索基盤の核となりま
す。CiNii Researchはその複雑な関係性を直
感的に探索できる機能で、新たな発見をサ
ポートします。

検索基盤

論文だけでなく、研究データやプログラムソースコードなどもインターネットを介して公開・共有する研究の進め方が「オープンサイエンス」です。こ
のオープンサイエンスは、現代の研究の進め方のスタンダードになりつつあります。NIIでは、研究活動中に創出されるさまざまなデータを管理・公
開・検索する三つの基盤を整備し、全国の大学や研究機関と協調し、日本のオープンサイエンスの発展に貢献します。

事業 Service

オープンサイエンス
GakuNin RDM　　　　　　　　　　  https://rdm.nii.ac.jp/

GakuNin RDMは、研究プロジェクト実施中に、個人の研究者ある
いは研究グループが研究データや関連の資料を管理するための
研究データ管理基盤です。既存のストレージや研究ソフトウェアと
連携し、クローズドな空間で、研究プロジェクトに関わるファイルの
バージョン管理や、メンバー内でのアクセスコントロールができま
す。研究公正への対応としての研究証跡を記録する機能や、ファイ
ルを保存する機能を有します。

研究推進と研究公正を支援する

学認LMS 　　　　　　　　　　　　  https://lms.nii.ac.jp/

オープンサイエンスを効果的に推進するためには、システムだけで
はなく研究データ管理に携わる人材の育成が重要です。学認LMS
では、オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）研究データ
作業部会の協力のもと、JPCOARが作成・公開した研究データ管
理に関するスライド教材をもとに、合成音声動画のマイクロコンテ
ンツ教材と理解度確認テストを作成し、支援者向け、研究者向け
等、各種の学習コースを開講しています。
各コースの修了条件を満たすと受講者にデジタルバッジが発行さ
れます。また、国立情報学研究所の研究データ管理セルフラーニ
ング教材修了証書を取得することができます。

研究データ管理の人材育成

NII研究データ基盤（NII Research Data Cloud：NII RDC）は、オープンサイエンスと研究公正を支え、データ駆動型研究を推進する情報基盤で
す。研究データのライフサイクルに即した３つの基盤「管理基盤（GakuNin RDM）」「公開基盤（WEKO3）」「検索基盤（CiNii Research）」から構
成されています。
今後、管理・公開・検索のための共通基盤を「データガバナンス機能」「データプロビナンス機能」「コード付帯機能」「秘匿解析機能」「セキュア蓄
積環境」「キュレーション機能」「人材育成基盤」の７つの側面から高度化し、さまざまな分野でオープンサイエンスの推進を図ります。

研究データ基盤

利用機関数

63機関

利用状況 （2023年3月末現在）

利用機関数

69機関

利用状況 （2023年3月末現在）

■GakuNin RDM利用機関数
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Publication
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データプロビナンス機
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コード付帯機能
秘匿解析機能

キュレーション機
能

データ
管理基盤

データ
公開基盤

データ
検索基盤

現行研究データ基盤

データガバナンス機能
管理

計画に基づきデータ管理等
を機械的に支援し、DMP
をプロジェクト管理に不可
欠な仕組みへと変革

キュレーション機能
流通

専門的なキュレーションを
実践できるエコシステムを
構築し、データ再利用の促
進に寄与

秘匿解析機能
保護

秘密計算技術で機微な情報
も安心して解析できる環境
の提供で、新しいデータ駆
動型研究の世界を開拓

人材育成基盤
育成

RDMに必要なスキルを学
ぶ環境を提供し、全ての研
究者を新しい科学の実践者
へと育成

コード付帯機能
活用
データ・プログラム・解析
環境のパッケージ化と流通
機能を提供し、研究成果の
再現性を飛躍的に向上

データプロビナンス機能
信頼
データの来歴情報の管理
から利用状況を把握でき、
データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

セキュア蓄積環境
蓄積
安全で強固なデータの保
存・保護機能を有する超鉄
壁ストレージを提供し、機
微な情報も安心して保全

43



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

https://rcos.nii.ac.jp/

研究プロジェクト推進中に生成される研究
データや資料を、研究者やその支援者が管
理・共有するための基盤です。
共同研究者との効率的なファイルの管理の
みならず、データ解析プラットフォームとの強
力な連携機能も有します。研究公正に対応す
るために、研究者に負担なく研究証跡を記録
できます。機関の研究データ管理システムと
してご利用いただくための、便利な管理機能
やカスタマイズ機能も備えています。

管理基盤 

研究論文や研究データ等の研究成果に対し
て、研究者やその支援者がインターネット上
に公開・発信するための基盤です。
管理基盤との連携機能やウェブブラウザ操作
により、研究成果に識別子やメタデータを付
与し、公開・発信に適した形式で研究成果を所
属機関のリポジトリから公開できます。文献
だけではなく、様々なデータを効果的に公開
できるリポジトリとしても活用可能な柔軟性
と拡張性を備えています。

公開基盤

公開基盤や他機関のデータベースの情報を
集約し、研究成果の総合的な検索機能を提供
する基盤です。研究データは学術論文や図書
などの文献、それらの成果を生み出した研究
者や研究プロジェクトと密接に関連していま
す。これらの情報を相互にリンクした大規模
学術ナレッジグラフが検索基盤の核となりま
す。CiNii Researchはその複雑な関係性を直
感的に探索できる機能で、新たな発見をサ
ポートします。

検索基盤

論文だけでなく、研究データやプログラムソースコードなどもインターネットを介して公開・共有する研究の進め方が「オープンサイエンス」です。こ
のオープンサイエンスは、現代の研究の進め方のスタンダードになりつつあります。NIIでは、研究活動中に創出されるさまざまなデータを管理・公
開・検索する三つの基盤を整備し、全国の大学や研究機関と協調し、日本のオープンサイエンスの発展に貢献します。

事業 Service

オープンサイエンス
GakuNin RDM　　　　　　　　　　  https://rdm.nii.ac.jp/

GakuNin RDMは、研究プロジェクト実施中に、個人の研究者ある
いは研究グループが研究データや関連の資料を管理するための
研究データ管理基盤です。既存のストレージや研究ソフトウェアと
連携し、クローズドな空間で、研究プロジェクトに関わるファイルの
バージョン管理や、メンバー内でのアクセスコントロールができま
す。研究公正への対応としての研究証跡を記録する機能や、ファイ
ルを保存する機能を有します。

研究推進と研究公正を支援する

学認LMS 　　　　　　　　　　　　  https://lms.nii.ac.jp/

オープンサイエンスを効果的に推進するためには、システムだけで
はなく研究データ管理に携わる人材の育成が重要です。学認LMS
では、オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）研究データ
作業部会の協力のもと、JPCOARが作成・公開した研究データ管
理に関するスライド教材をもとに、合成音声動画のマイクロコンテ
ンツ教材と理解度確認テストを作成し、支援者向け、研究者向け
等、各種の学習コースを開講しています。
各コースの修了条件を満たすと受講者にデジタルバッジが発行さ
れます。また、国立情報学研究所の研究データ管理セルフラーニ
ング教材修了証書を取得することができます。

研究データ管理の人材育成

NII研究データ基盤（NII Research Data Cloud：NII RDC）は、オープンサイエンスと研究公正を支え、データ駆動型研究を推進する情報基盤で
す。研究データのライフサイクルに即した３つの基盤「管理基盤（GakuNin RDM）」「公開基盤（WEKO3）」「検索基盤（CiNii Research）」から構
成されています。
今後、管理・公開・検索のための共通基盤を「データガバナンス機能」「データプロビナンス機能」「コード付帯機能」「秘匿解析機能」「セキュア蓄
積環境」「キュレーション機能」「人材育成基盤」の７つの側面から高度化し、さまざまな分野でオープンサイエンスの推進を図ります。

研究データ基盤

利用機関数

63機関

利用状況 （2023年3月末現在）

利用機関数

69機関

利用状況 （2023年3月末現在）

■GakuNin RDM利用機関数
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現行研究データ基盤

データガバナンス機能
管理

計画に基づきデータ管理等
を機械的に支援し、DMP
をプロジェクト管理に不可
欠な仕組みへと変革

キュレーション機能
流通

専門的なキュレーションを
実践できるエコシステムを
構築し、データ再利用の促
進に寄与

秘匿解析機能
保護

秘密計算技術で機微な情報
も安心して解析できる環境
の提供で、新しいデータ駆
動型研究の世界を開拓

人材育成基盤
育成

RDMに必要なスキルを学
ぶ環境を提供し、全ての研
究者を新しい科学の実践者
へと育成

コード付帯機能
活用
データ・プログラム・解析
環境のパッケージ化と流通
機能を提供し、研究成果の
再現性を飛躍的に向上

データプロビナンス機能
信頼
データの来歴情報の管理
から利用状況を把握でき、
データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

セキュア蓄積環境
蓄積
安全で強固なデータの保
存・保護機能を有する超鉄
壁ストレージを提供し、機
微な情報も安心して保全
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学術論文、研究データ、図書・雑誌や博士論文などの学術情報が網羅的に検索できるサービスです。NII以外の各種データベースサービスとも連携を
進め、データの拡充と本文リンク率の向上を図っています。また、OpenSearchなどの検索API（アプリケーション・プログラム・インターフェース）を公
開することにより、大学図書館などの外部システムでも活用されています。
スマートフォンやタブレットでも快適に検索・表示ができる、レスポンシブデザインを実装しています。

大学や研究機関で生み出された学術研究成果を収集・構造化して、使いやすいインターフェースで提供しています。

CiNii（サイニィ）

https://cir.nii.ac.jp/

文献だけでなく、外部連携機関、機関リポジトリ等の研究データ、KAKEN
の研究プロジェクト情報などを含めて、シンプルなインターフェースから
気軽に横断検索することができます。

CiNii Research

書誌情報数

1,349万件

所蔵情報数

1億5,077万件

参加図書館数

1,341館

収録状況 （2023年3月末現在）

https://ci.nii.ac.jp/books/

全国の大学図書館などが所蔵する図書・雑誌の情報を検索できます。
NIIが運用する目録所在情報サービス（NACSIS-CAT）に蓄積されてきた
全国の大学図書館などが所蔵する約1,300万件の本の情報や著者の情
報が含まれています。

CiNii Books －大学図書館の本をさがす－

博士論文収録数

70万件

うち本文収録数

約33万件

収録状況 （2023年3月末現在）

論文情報数

5,156万件

研究データ数

52万件

収録状況 （2023年3月末現在）

https://ci.nii.ac.jp/d/

日本の博士論文を一元的かつ網羅的に検索できます。
国立国会図書館が電子化した博士論文の本文の他、各大学等の学術機関
リポジトリで公開されている博士論文の本文も検索・表示ができます。

CiNii Dissertations －日本の博士論文をさがす－

事業 Service

学術情報を広く一般に公開・発信

日本の機関リポジトリに蓄積された学術情報を
まとめて検索

次世代学術コンテンツ基盤の整備に資するために、大学などの教育研究成果を発信する機関リポジトリの構築とその連携を支援し、オープンアクセス
の推進に取り組んでいます。これまで、国内の学術機関を対象として、コンテンツ拡充、システム連携、コミュニティ形成などについて支援を実施し、
840以上の機関において機関リポジトリが構築・運用されるまでになっています。

https://www.nii.ac.jp/irp/

利用機関数

714機関

利用状況 （2023年3月末現在）

独自で機関リポジトリの構築・運用が難しい機関に対し、NIIが開発した機関リポ
ジトリソフトウェアWEKO(http://weko.at.nii.ac.jp/)をベースにした共用リ
ポジトリのシステム環境をクラウドサービスとして提供しています。

JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）

機関リポジトリ数

770

コンテンツ数

390万件

収録状況 （2023年3月末現在）

会員数 732

会員参加状況 （2023年3月末現在）

https://irdb.nii.ac.jp/

日本の学術機関リポジトリに蓄積された大学や研究機関の教育・研究成果（学
術雑誌論文、学位論文、紀要論文、研究報告書、教材など）を横断的に検索でき
るサービスです。各機関リポジトリで公開されている本文を見ることができると
共に、CiNiiからもリンクされています。2019年3月で終了したJAIRO（学術機
関リポジトリポータル）の後継サービスです。

IRDB（学術機関リポジトリデータベース）

■日本の機関リポジトリ構築機関数

■IRDB収録コンテンツ数

■JPCOAR会員機関数

※2018年度以前の数字はJAIROの統計
※登録データ数のカテゴリは、2018年度までjunii2スキーマ（NII Type）、
　2019年度からJPCOARスキーマ

研究成果発信の普及を図り、機関リポジトリを構築・運用する意義を高めるた
めの取り組みをより効果的に推進していくため、大学をはじめとした国内研究
機関が活動する場となる、機関リポジトリのコミュニティです。
オープンサイエンスを含む学術情報流通の改善や機関リポジトリのシステム
基盤（JAIRO Cloud）の共同運営等に取り組んでいます。
NIIはこの活動を支援し、大学図書館も協会への人的支援等を行うことで、
JPCOARを支えています。

JPCOAR: Japan Consortium for Open Access Repository

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/

学術機関リポジトリの構築・連携支援（JAIRO Cloud）

オープンアクセスリポジトリ推進協会

Service
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学術論文、研究データ、図書・雑誌や博士論文などの学術情報が網羅的に検索できるサービスです。NII以外の各種データベースサービスとも連携を
進め、データの拡充と本文リンク率の向上を図っています。また、OpenSearchなどの検索API（アプリケーション・プログラム・インターフェース）を公
開することにより、大学図書館などの外部システムでも活用されています。
スマートフォンやタブレットでも快適に検索・表示ができる、レスポンシブデザインを実装しています。

大学や研究機関で生み出された学術研究成果を収集・構造化して、使いやすいインターフェースで提供しています。

CiNii（サイニィ）

https://cir.nii.ac.jp/

文献だけでなく、外部連携機関、機関リポジトリ等の研究データ、KAKEN
の研究プロジェクト情報などを含めて、シンプルなインターフェースから
気軽に横断検索することができます。

CiNii Research

書誌情報数

1,349万件

所蔵情報数

1億5,077万件

参加図書館数

1,341館

収録状況 （2023年3月末現在）

https://ci.nii.ac.jp/books/

全国の大学図書館などが所蔵する図書・雑誌の情報を検索できます。
NIIが運用する目録所在情報サービス（NACSIS-CAT）に蓄積されてきた
全国の大学図書館などが所蔵する約1,300万件の本の情報や著者の情
報が含まれています。

CiNii Books －大学図書館の本をさがす－

博士論文収録数

70万件

うち本文収録数

約33万件

収録状況 （2023年3月末現在）

論文情報数

5,156万件

研究データ数

52万件

収録状況 （2023年3月末現在）

https://ci.nii.ac.jp/d/

日本の博士論文を一元的かつ網羅的に検索できます。
国立国会図書館が電子化した博士論文の本文の他、各大学等の学術機関
リポジトリで公開されている博士論文の本文も検索・表示ができます。

CiNii Dissertations －日本の博士論文をさがす－

事業 Service

学術情報を広く一般に公開・発信

日本の機関リポジトリに蓄積された学術情報を
まとめて検索

次世代学術コンテンツ基盤の整備に資するために、大学などの教育研究成果を発信する機関リポジトリの構築とその連携を支援し、オープンアクセス
の推進に取り組んでいます。これまで、国内の学術機関を対象として、コンテンツ拡充、システム連携、コミュニティ形成などについて支援を実施し、
840以上の機関において機関リポジトリが構築・運用されるまでになっています。

https://www.nii.ac.jp/irp/

利用機関数

714機関

利用状況 （2023年3月末現在）

独自で機関リポジトリの構築・運用が難しい機関に対し、NIIが開発した機関リポ
ジトリソフトウェアWEKO(http://weko.at.nii.ac.jp/)をベースにした共用リ
ポジトリのシステム環境をクラウドサービスとして提供しています。

JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）

機関リポジトリ数

770

コンテンツ数

390万件

収録状況 （2023年3月末現在）

会員数 732

会員参加状況 （2023年3月末現在）

https://irdb.nii.ac.jp/

日本の学術機関リポジトリに蓄積された大学や研究機関の教育・研究成果（学
術雑誌論文、学位論文、紀要論文、研究報告書、教材など）を横断的に検索でき
るサービスです。各機関リポジトリで公開されている本文を見ることができると
共に、CiNiiからもリンクされています。2019年3月で終了したJAIRO（学術機
関リポジトリポータル）の後継サービスです。

IRDB（学術機関リポジトリデータベース）

■日本の機関リポジトリ構築機関数

■IRDB収録コンテンツ数

■JPCOAR会員機関数

※2018年度以前の数字はJAIROの統計
※登録データ数のカテゴリは、2018年度までjunii2スキーマ（NII Type）、
　2019年度からJPCOARスキーマ

研究成果発信の普及を図り、機関リポジトリを構築・運用する意義を高めるた
めの取り組みをより効果的に推進していくため、大学をはじめとした国内研究
機関が活動する場となる、機関リポジトリのコミュニティです。
オープンサイエンスを含む学術情報流通の改善や機関リポジトリのシステム
基盤（JAIRO Cloud）の共同運営等に取り組んでいます。
NIIはこの活動を支援し、大学図書館も協会への人的支援等を行うことで、
JPCOARを支えています。

JPCOAR: Japan Consortium for Open Access Repository

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/

学術機関リポジトリの構築・連携支援（JAIRO Cloud）

オープンアクセスリポジトリ推進協会

Service
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HSS人文社会科学系電子コレクション 収録数収録年

Nineteenth / Twentieth Century House of Commons Parliamentary Papers（19c HCPP & 20c HCPP）

Eighteenth Century House of Commons Parliamentary Papers（18c HCPP）

The Making of the Modern World：Goldsmiths’-Kress Library of Economic Literature（MOMW）

The Making of the Modern World, Part II（MOMW II）

Eighteenth Century Collections Online

Early English Books Online

America’s Historical Imprints Series I:Evans

The Making of the Modern World Part III（MOMW III）

レコード数：約186,000件

レコード数：約58,000件

レコード数：書籍61,000件　定期刊行物445点

レコード数：約5,000件

レコード数：約18万件

レコード数：約13万件

レコード数：約38,000タイトル

レコード数：約5,500タイトル

1801-2004

1660-1834

1450-1850

1851-1914

1701-1800

1475-1700

1639-1800

1890-1945

OJA電子ジャーナルアーカイブ 収録数

収録コンテンツ （2023年3月末現在）

収録年

Springer Online Journal Archive

Springer Lecture Note in Computer Science

Oxford Journal Archive Collection

Kluwer Online

IEEE Computer Society Digital Library （CSDL）

Taylor & Francis Online Journals Classic Archives（理工学系コレクション3分野）

タイトル：約1,100誌　レコード数：約200万件

タイトル：1,501

タイトル：311誌　レコード数：約64万件

タイトル：約800誌　レコード数：約35万件

タイトル：30誌　レコード数：約35万件

タイトル：124誌　レコード数：約22万件

1832-1999

1973-1999

1849-2003

1997-2005

1988-2011

1798-1996

海外の電子ジャーナルのバックナンバー（約412万件）や、人文社会科学系の電子コレクション（約66万件）をNIIのサーバーに保存し、国内の大学などに
提供しています。
NII-REOに収録する電子リソースは大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）と共同で整備しています。

NII-REO（NII電子リソースリポジトリ）

https://reo.nii.ac.jp/

電子的な学術情報を永続的に保存・提供するために、次の活動を行っています。

日本の学協会などが刊行する学術雑誌の電子化・国際化を推進し、学
術情報流通の国際的基盤の改善に寄与すると共に、わが国の学術・科
学技術研究の成果の一層の普及を推進することを目的とし、2003 年
度から、SPARC（米）、SPARC Europe（欧州）と連携し、学協会、
大学図書館との協力のもとに活動を続けてきました。

特に SPARC Japan セミナーは、オープンアクセス・オープンサイエ
ンスを推進するために、国内外の学術情報流通の最新課題を取り上げ
ており、学術情報のステークホルダーの交流の場となっています。
また、国際イニシアティブ（arXiv.org，CLOCKSS，SCOAP3）との
連携も継続して実施しています。

SPARC Japan

https://www.nii.ac.jp/sparc/

https://contents.nii.ac.jp/hrd

● 講習会（NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング／研究データ管理セルフラーニング教材）
● 専門研修（目録システム書誌作成研修、情報処理技術セミナー）
● 総合研修（国立情報学研究所実務研修、大学図書館員のためのIT総合研修）　等

日本の学術情報基盤を支える大学などの人材を育成するため、以下のような教育研修事業を行っています。

事業 Service

電子アーカイブ事業

学術情報流通の推進

教育研修事業

https://kaken.nii.ac.jp/

https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/

採択課題数

100万件

収録状況 （2023年3月末現在）

NACSIS-CAT参加機関数

1,341機関

累積図書所蔵登録数

14,616万件

NACSIS-ILL参加機関数

1,115機関

NACSIS-ILL複写件数*

35.2万件

NACSIS-ILL貸借件数*

7.6万件

登録・利用状況 （2023年3月末現在、*は2022年度1年分の値）

パートナーA

パートナーB

合計

大学（国立）

42

9

51

大学（公立）

8

4

12

大学（私立）

42

44

86

大学共同利用機関

4

1

5

出版社等

2

0

2

その他

28

16

44

合計

126

74

200

参加機関数　※パートナーA：全てのコンテンツを変更可能　パートナーB：自機関のコンテンツのみ変更可能 （2023年3月末現在）

登録件数

21,053件

新規登録件数（2022年度）

1,554件

データ登録状況 （2023年3月末現在）

文部科学省および日本学術振興会が実施する科学研究費助成事業により行われた研究の
採択課題と研究成果報告書、研究成果概要などを閲覧できるデータベースで、国内の多岐
にわたる分野での最新の研究情報を調べることができます。また、KAKENで培ったシステム
は、科学技術振興機構（JST）のファンディング事業の研究課題を収録したJSTプロジェクト
データベース（https://projectdb.jst.go.jp/）でも利用されています。

KAKEN（科学研究費助成事業データベース）

全国の大学図書館などにどのような学術文献（図書・雑誌）が所蔵されているかが即座に分かる総合目録データベースを構築するシステムです。この目
録システムでは、データベースを効率的に形成するため、標準的な目録データ（MARC）を参照する機能を備え、全国の大学図書館などによるオンライ
ンの共同分担入力が行われています。

目録所在情報サービスには、目録システム（NACSIS-CAT）と図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL）があります。

目録システム（NACSIS-CAT）

大学の研究者などに学術文献を提供するため、目録システムで構築された総合目録データベースを活用し、図書館間で図書や雑誌論文を相互に利用
しあう業務を支援するシステムです。ILL文献複写等料金相殺サービスを通じて、図書館業務の効率化を促進しています。

図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL）

出版社・学会等から大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）に提出された電子リソース製品のライセン
スのデータ共有を行うサービスです。
「ライセンス（JUSTICE）」は、2022年4月1日よりテスト公開、同年12月26日に正式公開を行いました。
2023年契約向けにJUSTICEへ提出された104提案（版元56）のうち、公開許諾の得られた81提案（47版
元）の「利用条件」、「管理用の項目」に関するライセンス情報をJUSTICE会員館に向けて共有します。
（2023年3月末現在）

ライセンス（JUSTICE）

https://erdb-jp.nii.ac.jp/

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources

日本国内で刊行される電子ジャーナルや電子書籍などの「電子リソース」のナレッジベース（管理データ）
を、構築・共有するサービスです。各大学で電子リソースを管理している実務担当者からなる「電子リソー
スデータ共有作業部会」とNIIとで運営しています。大学・出版社・ナレッジベースベンダーのパートナーと
共に、コンテンツメタデータを収集・更新しています。蓄積されたコンテンツメタデータはCC0ライセンス
として提供されており、エクスポートしたデータを用い、電子リソースのタイトルリストを作成したり、大学
等の各機関が提供するOPACやディスカバリーサービスでそれらのデータを利用したりすることが可能に
なっています。
また、JAIRO Cloud利用申請時にERDB-JP利用申請を同時に行うことが可能になりました。

電子リソースデータ共有サービスには、ERDB-JP（Electronic Resources Database-JAPAN）と、「ライセンス（JUSTICE）」（ライセンス情報の共有）
があります。

ERDB-JP（Electronic Resources Database-JAPAN）

科学研究費助成事業データベース

目録所在情報サービス

電子リソースデータ共有サービス

Service
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HSS人文社会科学系電子コレクション 収録数収録年

Nineteenth / Twentieth Century House of Commons Parliamentary Papers（19c HCPP & 20c HCPP）

Eighteenth Century House of Commons Parliamentary Papers（18c HCPP）

The Making of the Modern World：Goldsmiths’-Kress Library of Economic Literature（MOMW）

The Making of the Modern World, Part II（MOMW II）

Eighteenth Century Collections Online

Early English Books Online

America’s Historical Imprints Series I:Evans

The Making of the Modern World Part III（MOMW III）

レコード数：約186,000件

レコード数：約58,000件

レコード数：書籍61,000件　定期刊行物445点

レコード数：約5,000件

レコード数：約18万件

レコード数：約13万件

レコード数：約38,000タイトル

レコード数：約5,500タイトル

1801-2004

1660-1834

1450-1850

1851-1914

1701-1800

1475-1700

1639-1800

1890-1945

OJA電子ジャーナルアーカイブ 収録数

収録コンテンツ （2023年3月末現在）

収録年

Springer Online Journal Archive

Springer Lecture Note in Computer Science

Oxford Journal Archive Collection

Kluwer Online

IEEE Computer Society Digital Library （CSDL）

Taylor & Francis Online Journals Classic Archives（理工学系コレクション3分野）

タイトル：約1,100誌　レコード数：約200万件

タイトル：1,501

タイトル：311誌　レコード数：約64万件

タイトル：約800誌　レコード数：約35万件

タイトル：30誌　レコード数：約35万件

タイトル：124誌　レコード数：約22万件

1832-1999

1973-1999

1849-2003

1997-2005

1988-2011

1798-1996

海外の電子ジャーナルのバックナンバー（約412万件）や、人文社会科学系の電子コレクション（約66万件）をNIIのサーバーに保存し、国内の大学などに
提供しています。
NII-REOに収録する電子リソースは大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）と共同で整備しています。

NII-REO（NII電子リソースリポジトリ）

https://reo.nii.ac.jp/

電子的な学術情報を永続的に保存・提供するために、次の活動を行っています。

日本の学協会などが刊行する学術雑誌の電子化・国際化を推進し、学
術情報流通の国際的基盤の改善に寄与すると共に、わが国の学術・科
学技術研究の成果の一層の普及を推進することを目的とし、2003 年
度から、SPARC（米）、SPARC Europe（欧州）と連携し、学協会、
大学図書館との協力のもとに活動を続けてきました。

特に SPARC Japan セミナーは、オープンアクセス・オープンサイエ
ンスを推進するために、国内外の学術情報流通の最新課題を取り上げ
ており、学術情報のステークホルダーの交流の場となっています。
また、国際イニシアティブ（arXiv.org，CLOCKSS，SCOAP3）との
連携も継続して実施しています。

SPARC Japan

https://www.nii.ac.jp/sparc/

https://contents.nii.ac.jp/hrd

● 講習会（NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング／研究データ管理セルフラーニング教材）
● 専門研修（目録システム書誌作成研修、情報処理技術セミナー）
● 総合研修（国立情報学研究所実務研修、大学図書館員のためのIT総合研修）　等

日本の学術情報基盤を支える大学などの人材を育成するため、以下のような教育研修事業を行っています。

事業 Service

電子アーカイブ事業

学術情報流通の推進

教育研修事業

https://kaken.nii.ac.jp/

https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/

採択課題数

100万件

収録状況 （2023年3月末現在）

NACSIS-CAT参加機関数

1,341機関

累積図書所蔵登録数

14,616万件

NACSIS-ILL参加機関数

1,115機関

NACSIS-ILL複写件数*

35.2万件

NACSIS-ILL貸借件数*

7.6万件

登録・利用状況 （2023年3月末現在、*は2022年度1年分の値）

パートナーA

パートナーB

合計

大学（国立）

42

9

51

大学（公立）

8

4

12

大学（私立）

42

44

86

大学共同利用機関

4

1

5

出版社等

2

0

2

その他

28

16

44

合計

126

74

200

参加機関数　※パートナーA：全てのコンテンツを変更可能　パートナーB：自機関のコンテンツのみ変更可能 （2023年3月末現在）

登録件数

21,053件

新規登録件数（2022年度）

1,554件

データ登録状況 （2023年3月末現在）

文部科学省および日本学術振興会が実施する科学研究費助成事業により行われた研究の
採択課題と研究成果報告書、研究成果概要などを閲覧できるデータベースで、国内の多岐
にわたる分野での最新の研究情報を調べることができます。また、KAKENで培ったシステム
は、科学技術振興機構（JST）のファンディング事業の研究課題を収録したJSTプロジェクト
データベース（https://projectdb.jst.go.jp/）でも利用されています。

KAKEN（科学研究費助成事業データベース）

全国の大学図書館などにどのような学術文献（図書・雑誌）が所蔵されているかが即座に分かる総合目録データベースを構築するシステムです。この目
録システムでは、データベースを効率的に形成するため、標準的な目録データ（MARC）を参照する機能を備え、全国の大学図書館などによるオンライ
ンの共同分担入力が行われています。

目録所在情報サービスには、目録システム（NACSIS-CAT）と図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL）があります。

目録システム（NACSIS-CAT）

大学の研究者などに学術文献を提供するため、目録システムで構築された総合目録データベースを活用し、図書館間で図書や雑誌論文を相互に利用
しあう業務を支援するシステムです。ILL文献複写等料金相殺サービスを通じて、図書館業務の効率化を促進しています。

図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL）

出版社・学会等から大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）に提出された電子リソース製品のライセン
スのデータ共有を行うサービスです。
「ライセンス（JUSTICE）」は、2022年4月1日よりテスト公開、同年12月26日に正式公開を行いました。
2023年契約向けにJUSTICEへ提出された104提案（版元56）のうち、公開許諾の得られた81提案（47版
元）の「利用条件」、「管理用の項目」に関するライセンス情報をJUSTICE会員館に向けて共有します。
（2023年3月末現在）

ライセンス（JUSTICE）

https://erdb-jp.nii.ac.jp/

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources

日本国内で刊行される電子ジャーナルや電子書籍などの「電子リソース」のナレッジベース（管理データ）
を、構築・共有するサービスです。各大学で電子リソースを管理している実務担当者からなる「電子リソー
スデータ共有作業部会」とNIIとで運営しています。大学・出版社・ナレッジベースベンダーのパートナーと
共に、コンテンツメタデータを収集・更新しています。蓄積されたコンテンツメタデータはCC0ライセンス
として提供されており、エクスポートしたデータを用い、電子リソースのタイトルリストを作成したり、大学
等の各機関が提供するOPACやディスカバリーサービスでそれらのデータを利用したりすることが可能に
なっています。
また、JAIRO Cloud利用申請時にERDB-JP利用申請を同時に行うことが可能になりました。

電子リソースデータ共有サービスには、ERDB-JP（Electronic Resources Database-JAPAN）と、「ライセンス（JUSTICE）」（ライセンス情報の共有）
があります。

ERDB-JP（Electronic Resources Database-JAPAN）

科学研究費助成事業データベース

目録所在情報サービス

電子リソースデータ共有サービス

Service
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事業 Service

情報学分野の電子ジャーナルを中心に、図書・雑誌等の資料を収
集しており、情報学研究・教育用施設としての整備を進めていま
す。また、総合研究大学院大学大学院生の資料環境整備として、近
隣である明治大学図書館と、大学院生の図書館利用に関して相互
協定を結んでいます。

HPCIとは、神戸に設置されているスーパーコンピュータ「富岳」を中核
として、全国の大学や研究機関などに設置されているスーパーコン
ピュータやストレージを連携し、産業界を含めた幅広いユーザ層の多
様なニーズに応える革新的な共用計算環境基盤を実現するもので、
2022年度から第3期事業が開始されています。HPCI
では、利用者の利便性のため、どの計算資源に対しても
統一したアカウント情報で認証できる環境を構築してお
り、NIIでは、「富岳」や全国の大学や研究機関と連携し
て、この統一認証の中核となる認証局や証明書発行シ
ステムをはじめとする認証基盤システムの運用・保守を
第１期事業から継続して行っています。認証基盤システ
ムでは、HPCIの利用者に対して電子証明書を用いたセ
キュリティの高い仕組みに基づき、通信およびデータの
安全性を確保しているとともに、シームレスにHPCIの
スーパーコンピュータやストレージ資源を利用すること
ができるシングルサインオン環境を提供しています。ま
た、NIIは日進月歩の認証基盤技術や国際的な利用動向
の調査研究の中心的役割を担っており、新しい技術に加
えて既存の技術およびシステムの利活用も踏まえつ
つ、利用者の利便性向上と運用管理の効率性向上をめ
ざし、次世代認証基盤の研究開発を行っています。遠隔

地のスーパーコンピュータの連携や、大規模な実験データや計算結果
を共有するためには、高速なネットワーク基盤が不可欠ですが、この役
割は「学術情報ネットワーク（SINET）」が担っています。

国内資料

国外資料

計

15,610

9,490

25,100

10,028

268

10,296

56

5

61

資料種別 図書（冊） 製本雑誌（冊） 雑誌（タイトル数）

閲覧室

蔵書冊数・雑誌タイトル数 （2023年3月末現在）

施設・設備

面積

閲覧席

その他設備

140㎡

10席

自動貸出返却装置

複写機

151㎡

ー

施設・設備 図書閲覧室 書庫
ACM Digital Library

APS-ALL Package

IEEE/IET Electronic Library

IOP

OUP

Nature

Science

ScienceDirect

Scopus

Springer eBook

SpringerLink

Web of Science

Wiley Online Library

IEICE

情報学広場

Association for Computing Machinery

American Physical Society

IEEE/IET 

IOP Publishing

Oxford University Press

Springer Nature

American Association for the Advancement of Science

Elsevier B.V.

Elsevier B.V.

Springer Nature

Springer Nature

Clarivate Analytics

John Wiley and Sons Inc. 

一般社団法人 電子情報通信学会

一般社団法人 情報処理学会

サービス名称 出版社

主要なオンラインジャーナル・データベースなど

北海道大学

筑波大学
産業技術総合研究所

東京大学

名古屋大学京都大学

理化学研究所

九州大学

大阪大学

東京工業大学

東北大学

利用者

海洋研究開発機構

統計数理研究所

国立情報学研究所（NII）

https://

証明書発行システムHPCI認証局
統一アカウント
によるシングル
サインオン

事業・組織・他 Service / Organization

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・
インフラ（HPCI）の認証基盤の運用・保守

図書室（情報学の研究・教育に貢献）

NIIは、大学図書館と連携・協力して事業を推進するために、
国公私立大学図書館協力委員会と協定書を締結し、それに
基づいて「大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推
進会議」を設けました。この会議、そしてその下に設けられた
「大学図書館コンソーシアム連合」、「これからの学術情報シ
ステム構築検討委員会」によって、電子資料や学術情報流通
等に係る事業を連携・協力して進めています。
また、機関リポジトリ等に係る事業について「オープンアクセ
スリポジトリ推進協会」と協力しています。

大学図書館と国立情報学研究所との
連携・協力推進会議

https://contents.nii.ac.jp/cpc

「図書館システム・ネットワーク」の利用機関とその図書館員等が自
由に情報や意見を交換できる場である「ユーザーグループ」の活動
が円滑に進むよう、SNS（Discord）の運営や、イベント（ワークショッ
プ・講習会等）の開催などの活動を行っています。

ユーザーグループ運営作業部会
「①統合的発見環境に関する検討」 「②電子情報資源のデータ共有に関
する検討」 「③メタデータ流通の高度化に関する検討」 「④ERDB-JPの
運用作業」をタスクとした活動を行っています。メンバーは、電子リソー
スの契約・管理・提供、あるいは目録業務を担当する大学図書館職員等
によって構成されています。

システムワークフロー検討作業部会

NII 国公私立大学図書館
協力委員会

大学図書館
コンソーシアム連合
（2011～）

これからの学術情報システム
構築検討委員会
（2012～）

大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議
（2010～）

オープンアクセスリポジトリ
推進協会
（2017～）

FRANCE
Couperin

ENGLAND
Jisc

CHINA

RUSSIA
KOREA

AMERICA

大学図書館
コンソーシアム連合

JAPANCALIS

NEICON
KESLI

LYRASIS

電子ジャーナルをはじめとした学術情報を安定的・継続的に
提供するためのさまざまな活動を推進することを目的とし
て、500を超える国公私立大学図書館が参加する世界有数
の大規模なコンソーシアムです。
NIIはJUSTICEの活動を支援するために、図書館連携・協力
室にJUSTICE事務局を設置しており、そこでは大学図書館
からの出向による専任職員が業務を行っています。

JUSTICE: Japan Alliance of University Library
Consortia for E-Resources

https://contents.nii.ac.jp/justice

学術情報資源の基盤構築、管理、共有および提供にかかる活動を一層推進することを目的として設立された委員会で、国公私立大学各図書館協会・協
議会から推薦された大学図書館職員、有識者およびNII職員によって構成されています。
これからの学術情報システムの在り方についての諸課題を整理すると共に、今後の検討・運用コミュニティの在り方とその実現に向けた方策について
検討しています。
NIIは、委員として参加すると共に、事務局の役割を担うなど、活動を支援しています。

Future Scholarly Information Systems Committee

https://contents.nii.ac.jp/korekara

大学図書館との連携

大学図書館コンソーシアム連合

これからの学術情報システム構築検討委員会
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事業 Service

情報学分野の電子ジャーナルを中心に、図書・雑誌等の資料を収
集しており、情報学研究・教育用施設としての整備を進めていま
す。また、総合研究大学院大学大学院生の資料環境整備として、近
隣である明治大学図書館と、大学院生の図書館利用に関して相互
協定を結んでいます。

HPCIとは、神戸に設置されているスーパーコンピュータ「富岳」を中核
として、全国の大学や研究機関などに設置されているスーパーコン
ピュータやストレージを連携し、産業界を含めた幅広いユーザ層の多
様なニーズに応える革新的な共用計算環境基盤を実現するもので、
2022年度から第3期事業が開始されています。HPCI
では、利用者の利便性のため、どの計算資源に対しても
統一したアカウント情報で認証できる環境を構築してお
り、NIIでは、「富岳」や全国の大学や研究機関と連携し
て、この統一認証の中核となる認証局や証明書発行シ
ステムをはじめとする認証基盤システムの運用・保守を
第１期事業から継続して行っています。認証基盤システ
ムでは、HPCIの利用者に対して電子証明書を用いたセ
キュリティの高い仕組みに基づき、通信およびデータの
安全性を確保しているとともに、シームレスにHPCIの
スーパーコンピュータやストレージ資源を利用すること
ができるシングルサインオン環境を提供しています。ま
た、NIIは日進月歩の認証基盤技術や国際的な利用動向
の調査研究の中心的役割を担っており、新しい技術に加
えて既存の技術およびシステムの利活用も踏まえつ
つ、利用者の利便性向上と運用管理の効率性向上をめ
ざし、次世代認証基盤の研究開発を行っています。遠隔

地のスーパーコンピュータの連携や、大規模な実験データや計算結果
を共有するためには、高速なネットワーク基盤が不可欠ですが、この役
割は「学術情報ネットワーク（SINET）」が担っています。

国内資料

国外資料

計

15,610

9,490

25,100

10,028

268

10,296

56

5

61

資料種別 図書（冊） 製本雑誌（冊） 雑誌（タイトル数）

閲覧室

蔵書冊数・雑誌タイトル数 （2023年3月末現在）

施設・設備

面積

閲覧席

その他設備

140㎡

10席

自動貸出返却装置

複写機

151㎡

ー

施設・設備 図書閲覧室 書庫
ACM Digital Library

APS-ALL Package

IEEE/IET Electronic Library

IOP

OUP

Nature

Science

ScienceDirect

Scopus

Springer eBook

SpringerLink

Web of Science

Wiley Online Library

IEICE

情報学広場

Association for Computing Machinery

American Physical Society

IEEE/IET 

IOP Publishing

Oxford University Press

Springer Nature

American Association for the Advancement of Science

Elsevier B.V.

Elsevier B.V.

Springer Nature

Springer Nature

Clarivate Analytics

John Wiley and Sons Inc. 

一般社団法人 電子情報通信学会

一般社団法人 情報処理学会

サービス名称 出版社

主要なオンラインジャーナル・データベースなど

北海道大学

筑波大学
産業技術総合研究所

東京大学

名古屋大学京都大学

理化学研究所

九州大学

大阪大学

東京工業大学

東北大学

利用者

海洋研究開発機構

統計数理研究所

国立情報学研究所（NII）

https://

証明書発行システムHPCI認証局
統一アカウント
によるシングル
サインオン

事業・組織・他 Service / Organization

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・
インフラ（HPCI）の認証基盤の運用・保守

図書室（情報学の研究・教育に貢献）

NIIは、大学図書館と連携・協力して事業を推進するために、
国公私立大学図書館協力委員会と協定書を締結し、それに
基づいて「大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推
進会議」を設けました。この会議、そしてその下に設けられた
「大学図書館コンソーシアム連合」、「これからの学術情報シ
ステム構築検討委員会」によって、電子資料や学術情報流通
等に係る事業を連携・協力して進めています。
また、機関リポジトリ等に係る事業について「オープンアクセ
スリポジトリ推進協会」と協力しています。

大学図書館と国立情報学研究所との
連携・協力推進会議

https://contents.nii.ac.jp/cpc

「図書館システム・ネットワーク」の利用機関とその図書館員等が自
由に情報や意見を交換できる場である「ユーザーグループ」の活動
が円滑に進むよう、SNS（Discord）の運営や、イベント（ワークショッ
プ・講習会等）の開催などの活動を行っています。

ユーザーグループ運営作業部会
「①統合的発見環境に関する検討」 「②電子情報資源のデータ共有に関
する検討」 「③メタデータ流通の高度化に関する検討」 「④ERDB-JPの
運用作業」をタスクとした活動を行っています。メンバーは、電子リソー
スの契約・管理・提供、あるいは目録業務を担当する大学図書館職員等
によって構成されています。

システムワークフロー検討作業部会

NII 国公私立大学図書館
協力委員会

大学図書館
コンソーシアム連合
（2011～）

これからの学術情報システム
構築検討委員会
（2012～）

大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議
（2010～）

オープンアクセスリポジトリ
推進協会
（2017～）

FRANCE
Couperin

ENGLAND
Jisc

CHINA

RUSSIA
KOREA

AMERICA

大学図書館
コンソーシアム連合

JAPANCALIS

NEICON
KESLI

LYRASIS

電子ジャーナルをはじめとした学術情報を安定的・継続的に
提供するためのさまざまな活動を推進することを目的とし
て、500を超える国公私立大学図書館が参加する世界有数
の大規模なコンソーシアムです。
NIIはJUSTICEの活動を支援するために、図書館連携・協力
室にJUSTICE事務局を設置しており、そこでは大学図書館
からの出向による専任職員が業務を行っています。

JUSTICE: Japan Alliance of University Library
Consortia for E-Resources

https://contents.nii.ac.jp/justice

学術情報資源の基盤構築、管理、共有および提供にかかる活動を一層推進することを目的として設立された委員会で、国公私立大学各図書館協会・協
議会から推薦された大学図書館職員、有識者およびNII職員によって構成されています。
これからの学術情報システムの在り方についての諸課題を整理すると共に、今後の検討・運用コミュニティの在り方とその実現に向けた方策について
検討しています。
NIIは、委員として参加すると共に、事務局の役割を担うなど、活動を支援しています。

Future Scholarly Information Systems Committee

https://contents.nii.ac.jp/korekara

大学図書館との連携

大学図書館コンソーシアム連合

これからの学術情報システム構築検討委員会

50



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

NIIでは情報学に関する最新の研究成果を幅広く社会と共有し、事業・サービスの内容への理解を深めるため、研究所の一般公開や市民
向け公開講座、高校生・高専生に向けた出張授業、展示会への出展、広報出版物の刊行などを行っています。
また、ウェブサイトやメールマガジン、ソーシャルメディア（Twitter、Facebook）といったデジタルメディアでもタイムリーな情報発信に
努めています。

一般の方から研究者、大学院入学希望者まで幅広い層を対象に、NIIの多様な研究内容とその
成果などを紹介する「オープンハウス（研究成果発表・一般公開）」を年に一度開催しています。
2022年度は、ハイブリッドで開催し、リアル会場とライブ配信による基調講演や対談、リアル
会場での展示とバーチャル空間でのポスターセッションなどを行いました。また、「コンピュー
タサイエンスパーク」では、2022年度も子どもたちがバーチャル空間での双方向のワーク
ショップを体験しました。

国立情報学研究所オープンハウス

展示会

国立情報学研究所の研究者が高校や高専に出向き、最先端の研究成果
を分かりやすく紹介します。将来を担う生徒や学生に、情報学を身近に
感じ、情報学への関心を高めてもらうことが目的（2022年度は中止）。

高校生・高専生に向けた出張授業

出版物

公開講座

https://www.nii.ac.jp/event/shimin/
■市民講座 情報学最前線

国際高等セミナーハウス（軽井沢）で、周辺地域の方などを対象に情報
学をはじめとしたさまざまな分野の講演会を年に数回開催しています
（2022年度は中止）。過去の開催内容の一部は、『軽井沢土曜懇話会
講演集 知と美のハーモニー』（１～６巻）に収録、また国立情報学研究所
のウェブサイトで公開しています。

国立情報学研究所の研究者が、
情報学に関連したさまざまな
テーマについて、一般向けにそ
の最前線を解説する無料の公
開講座。2022年度は、6回の講
義をオンデマンド配信しました。
過去の講演映像・資料・質問へ
の回答は国立情報学研究所の
ウェブサイトで公開しています。

■軽井沢土曜懇話会 https://www.nii.ac.jp/event/karuizawa/

一般の方を対象とした公開講座を無料で実施しています。

身近な話題を通じてNIIの研究内容を一般
の方々にも分かりやすく紹介、解説する市販
の新書（丸善ライブラリー）です。最新刊は、
2021年10月発行の『ビッグデータが拓く医
療AI』。

■『情報研シリーズ』

・ NII Today（和英）
  https://www.nii.ac.jp/today/
・ 国立情報学研究所 要覧（和英）
・ 国立情報学研究所 概要（和英）

・ 国立情報学研究所 年報
・ NII SEEDs
・ のぞいてみようNII（情報犬ビットくん）

■広報誌

デジタルメディア

■ウェブサイト  https://www.nii.ac.jp/
　イベントや出版物の詳細はNIIウェブサイトからご覧いただけます。

■YouTubeチャンネル https://www.youtube.com/user/jyouhougaku
　NIIの講演や研究紹介の映像をご覧いただけます。

■メールマガジン https://www.nii.ac.jp/mail/

■Twitter
　NII公式（@jouhouken) https://twitter.com/jouhouken
　情報犬ビットくん（@NII_Bit） https://twitter.com/NII_Bit

■Facebook https://www.facebook.com/jouhouken

広報誌「NII Today」は年4回発行

広報活動 ニュースリリース一覧

リアル会場でのポスターセッションの様子。

→研究者が専門テーマを一般向けにわかり
やすく解説するプログラムです。

NIIの研究成果や事業・サービスの内容を紹介するため、各種の展示会
に出展しています。2022年度は昨年度に引き続き11月にオンライン
で開催された図書館総合展
にて、バーチャルブースを
出展、ブースプレゼンテー
ションのほか、「機関におけ
る研究データ公開サービス
への期待と展望」はじめとす
る6つのフォーラムで、講
演、ディスカッションが行わ
れました。

研究データ管理を支援する、GakuNin RDMの紹介ビデオ。
NII Webサイトでも視聴可能です。

組 織・他 Organization Organization

NIIの研究・事業を広く社会に発信
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NIIでは情報学に関する最新の研究成果を幅広く社会と共有し、事業・サービスの内容への理解を深めるため、研究所の一般公開や市民
向け公開講座、高校生・高専生に向けた出張授業、展示会への出展、広報出版物の刊行などを行っています。
また、ウェブサイトやメールマガジン、ソーシャルメディア（Twitter、Facebook）といったデジタルメディアでもタイムリーな情報発信に
努めています。

一般の方から研究者、大学院入学希望者まで幅広い層を対象に、NIIの多様な研究内容とその
成果などを紹介する「オープンハウス（研究成果発表・一般公開）」を年に一度開催しています。
2022年度は、ハイブリッドで開催し、リアル会場とライブ配信による基調講演や対談、リアル
会場での展示とバーチャル空間でのポスターセッションなどを行いました。また、「コンピュー
タサイエンスパーク」では、2022年度も子どもたちがバーチャル空間での双方向のワーク
ショップを体験しました。

国立情報学研究所オープンハウス

展示会

国立情報学研究所の研究者が高校や高専に出向き、最先端の研究成果
を分かりやすく紹介します。将来を担う生徒や学生に、情報学を身近に
感じ、情報学への関心を高めてもらうことが目的（2022年度は中止）。

高校生・高専生に向けた出張授業

出版物

公開講座

https://www.nii.ac.jp/event/shimin/
■市民講座 情報学最前線

国際高等セミナーハウス（軽井沢）で、周辺地域の方などを対象に情報
学をはじめとしたさまざまな分野の講演会を年に数回開催しています
（2022年度は中止）。過去の開催内容の一部は、『軽井沢土曜懇話会
講演集 知と美のハーモニー』（１～６巻）に収録、また国立情報学研究所
のウェブサイトで公開しています。

国立情報学研究所の研究者が、
情報学に関連したさまざまな
テーマについて、一般向けにそ
の最前線を解説する無料の公
開講座。2022年度は、6回の講
義をオンデマンド配信しました。
過去の講演映像・資料・質問へ
の回答は国立情報学研究所の
ウェブサイトで公開しています。

■軽井沢土曜懇話会 https://www.nii.ac.jp/event/karuizawa/

一般の方を対象とした公開講座を無料で実施しています。

身近な話題を通じてNIIの研究内容を一般
の方々にも分かりやすく紹介、解説する市販
の新書（丸善ライブラリー）です。最新刊は、
2021年10月発行の『ビッグデータが拓く医
療AI』。

■『情報研シリーズ』

・ NII Today（和英）
  https://www.nii.ac.jp/today/
・ 国立情報学研究所 要覧（和英）
・ 国立情報学研究所 概要（和英）

・ 国立情報学研究所 年報
・ NII SEEDs
・ のぞいてみようNII（情報犬ビットくん）

■広報誌

デジタルメディア

■ウェブサイト  https://www.nii.ac.jp/
　イベントや出版物の詳細はNIIウェブサイトからご覧いただけます。

■YouTubeチャンネル https://www.youtube.com/user/jyouhougaku
　NIIの講演や研究紹介の映像をご覧いただけます。

■メールマガジン https://www.nii.ac.jp/mail/

■Twitter
　NII公式（@jouhouken) https://twitter.com/jouhouken
　情報犬ビットくん（@NII_Bit） https://twitter.com/NII_Bit

■Facebook https://www.facebook.com/jouhouken

広報誌「NII Today」は年4回発行

広報活動 ニュースリリース一覧

リアル会場でのポスターセッションの様子。

→研究者が専門テーマを一般向けにわかり
やすく解説するプログラムです。

NIIの研究成果や事業・サービスの内容を紹介するため、各種の展示会
に出展しています。2022年度は昨年度に引き続き11月にオンライン
で開催された図書館総合展
にて、バーチャルブースを
出展、ブースプレゼンテー
ションのほか、「機関におけ
る研究データ公開サービス
への期待と展望」はじめとす
る6つのフォーラムで、講
演、ディスカッションが行わ
れました。

研究データ管理を支援する、GakuNin RDMの紹介ビデオ。
NII Webサイトでも視聴可能です。

組 織・他 Organization Organization

NIIの研究・事業を広く社会に発信
2022年4月1日〜2023年3月31日

発行年月日 タイトル

2022 年 4 月  1 日 Society 5.0 対応の学術研究プラットフォームを4/1スタート　 ～全国 400Gbps 化した SINET6 と研究デー
タ基盤 NII RDC を融合し日本の研究データ活用・流通・管理を促進～

4 月  8 日 医療ビッグデータクラウド基盤の AI 自動診断研究への貢献で文部科学大臣表彰・科学技術賞（振興部門）を
受賞　〜佐藤真一・合田憲人 NII 教授、森健策 名古屋大教授、原田達也 東京大教授が共同受賞

4 月 18 日 CiNii Researchで論文に紐づく豊富な学術情報を発見可能に　
～ CiNii Articles を CiNii Research へ統合～

5 月 13 日 NII ウィークス 2022 を 5/30（月）～ 6/10（金）の 2 週間開催！ ～学術情報基盤オープンフォーラム、NII オー
プンハウス、ジャパン・オープンサイエンス・サミットを連続開催し国立情報学研究所の活動を幅広く紹介～

5 月 16 日 研究情報基盤サービス researchmap の研究開発で文部科学大臣表彰・科学技術賞（科学技術振興部門）を
受賞　〜新井紀子・舛川竜治（NII）、宮下洋（ユニアデックス）が共同受賞

5 月 17 日 国立情報学研究所オープンハウスでプログラミング的思考を学ぼう
〜オンライン会場、東京、浜松、姫路でコンピュータサイエンスパークを 6 月 4 日に開催〜

5 月 24 日 コロナパンデミック対応におけるデータ科学について永井良三 自治医大学長が講演し NII 所長の喜連川優と
対談　〜国立情報学研究所オープンハウス初日 6 月 3 日（金）基調講演〜

7 月  7 日 自動運転車の安全性に数学的証明を与える新手法を開発
～論理的安全ルールの効率的導出により自動運転の社会受容を加速～

7 月 27 日 ビッグデータ時代の研究の個人情報保護ルールの全体像を説明
～「オープンサイエンスのためのデータ管理基盤ハンドブック」を発行～

8 月 12 日 胃生検の病理診断支援 AI を開発 ―不足する病理医を支援、がん医療を確実なものに―

8 月 18 日 約 16 万件の商品・サービスの口コミデータを学術研究目的に無償で提供開始

8 月 31 日 フリマアプリ「メルカリ」の出品データを大学等へ無償で提供開始
〜二次流通市場における消費者の行動・心理分析の研究などを通じて循環型社会実現への貢献を目指す〜

9 月 15 日 国立情報学研究所の公式キャラクター「情報犬 ビットくん」恒例の LINE スタンプに加え今年は LINE 絵文字
も販売

10 月 26 日 世界初の AI くずし字認識アプリ「みを（miwo）」が 2022 年度グッドデザイン賞を受賞
～くずし字教育や古文書による地域史料調査などにも貢献～

10 月 31 日 日本の学術研究活動を支えるプラットフォーム SINET の加入機関数が 1,000 に到達

11 月  1 日 COVID-19 肺炎 CT 画像によるサーベイランスシステムを開発
―パンデミックに即応して研究開発が可能な ICT プラットフォーム

11 月  8 日 国立情報学研究所に「先端モバイル駆動研究センター」を新設
～高性能モバイル 5G 環境で革新的な価値創成プラットフォームを目指す～

11 月 24 日 「地球の歩き方」の利用者投稿旅行記データを学術研究用に無償で提供開始

12 月 23 日 新型コロナワクチンをめぐる人々の話題・関心の変化を分析　―１億超の大規模 Twitter データを読み解く―

2023 年 1 月 10 日 眼底画像から生体年齢を推定する AI を一般公開　
～眼の病気に関係する新たなバイオマーカー開発の基盤に～

1 月 13 日 AI が生成したフェイク顔映像を自動判定するプログラム「SYNTHETIQ VISION」をタレントの Deepfake 映
像検知に採用　～フェイク顔映像の真偽自動判定では国内最初の実用例～

1 月 23 日 NII と NTT、秘密計算システムの大学向けトライアルを開始　～世界初の「AI 4 大カテゴリの主要なアルゴリ
ズムによる学習・推論が可能な秘密計算 AI ソフトウェア」を提供～

3 月 17 日 画像識別 AI の誤識別リスクを効果的・効率的に低減する技術を開発
～自動運転システムにおける安全性ベンチマークにて効果を検証～

3 月 29 日 理研、NII 及び NTT が IOWN による大規模研究データの利活用促進に向けて連携

3 月 30 日 大学図書館等の目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）
新システムでメタデータの国際流通へ新たな一歩をふみだす

上記に記載の肩書き・所属等は、ニュースリリース発行当時のものです。
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副 所 長　 片岡　洋 副 所 長　 安浦　寛人
副 所 長　 漆谷　重雄 副 所 長　 高須　淳宏

部　　長　 合田　憲人
■学術基盤推進部

次　　長　 竹谷　喜美江

課　　長　 吉田　幸苗
◇学術コンテンツ課

課　　長　 鷹野　真司
◇学術基盤課

室　　長　 山崎　裕子
◇図書館連携・協力室

センター長　 福田　健介
◇先端ICTセンター

課　　長　 持田　茂伸
◇企画課

課　　長　 青山　文彦
◇総務課

■総務部

室　　長　 孫　　媛
■図書室

（2023年4月）

区　分
職　員

特任教授等
特定有期・有期・短時間雇用職員

所　長
1
 
 

副所長
5
1
 

所長補佐
0
 
 

教　授
29
12
 

准教授
23
9
 

講　師
 
 
 

助　教
14
13
 

小　計
72
35
 

事務系
68
 
 

計
140
35
291

（2023年度）

所　　長　 黒橋　禎夫

副 所 長　 杉本　晃宏  
相澤　彰子所長代行

／副所長

PLANAS, EmmanuelGLO Acting Director

課　　長　 田原　裕治
◇会計課

シリコンバレーオフィス（ジェトロ共同事務所）
 2017年5月、NIIとジェトロ（日本貿易振興機構）が共同で、米国のシリコンバレーにオフィスを設立しまし
た。北米、特に西海岸におけるNIIの研究成果の活用や事業化につながる国際的ニーズの把握や調査を行
い、収集した情報に基づいて、NIIの研究成果を海外に展開する取り組みを進めることを想定しています。ま
た、NIIと海外企業、大学および研究グループ等との共同研究契約や、近郊での国際学会や展示会に関わる
事務支援なども行っています。

■収入
14,296,184（単位：千円）

■支出
14,296,184（単位：千円）

雑収入
138,073

受託事業等
1,713,046

運営費交付金
12,445,065

ミッション実現戦略加速化経費等
9,513,554

大学共同利用
機関運営費等
3,069,584

運営費交付金
対象事業費

受託事業等
1,713,046

武田　英明 計　宇生
越前　功

研究主幹
（情報学プリンシプル研究系）　 

研究主幹
（アーキテクチャ科学研究系）　 

（学術基盤チーフディレクター）

佐藤　いまり研究主幹
（コンテンツ科学研究系）　 

研究主幹
（情報社会相関研究系）　 

部　　長　 平塚　昭仁

組 織・他 Organization

組織図 役職員

所員数

予算

所長補佐
運営会議
アドバイザリーボード

研究施設

研究開発連携本部

研究系

情報学プリンシプル研究系
アーキテクチャ科学研究系
コンテンツ科学研究系
情報社会相関研究系

所　長

副所長

グローバル・リエゾンオフィス研究戦略室
男女共同参画推進室

シリコンバレーオフィス（ジェトロ共同事務所）

学術研究プラットフォーム運営・連携本部
学術コンテンツ運営・連携本部

サービス・事業

大型研究プロジェクト

産官学連携

学術基盤推進部

総務部

学術基盤課

学術コンテンツ課

図書館連携・協力室
先端ICTセンター
企画課

　　　　    　社会連携推進室
総務課
会計課
図書室

／
総括チーム／SINETチーム／認証基盤・クラウド推進チーム
NII-SOCSチーム／所内LAN・CSIRTチーム

SINET利用推進室／学術認証推進室／クラウド支援室

支援チーム／学術コンテンツ整備チーム

コンテンツシステム開発室

企画チーム／国際・教育支援チーム／広報チーム
連携支援チーム／大型プロジェクト・知財チーム
総務チーム／人事チーム
財務・経理チーム／調達チーム

学術ネットワーク研究開発センター
知識コンテンツ科学研究センター
先端ソフトウェア工学・国際研究センター
社会共有知研究センター
クラウド基盤研究開発センター
データセット共同利用研究開発センター
ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター
オープンサイエンス基盤研究センター
研究データエコシステム構築事業推進センター
量子情報国際研究センター
ビッグデータ数理国際研究センター
数理的高信頼ソフトウェアシステム研究センター
医療ビッグデータ研究センター
シンセティックメディア国際研究センター
先端モバイル駆動研究センター

／研究データ基盤整備チーム

Organization

53



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

副 所 長　 片岡　洋 副 所 長　 安浦　寛人
副 所 長　 漆谷　重雄 副 所 長　 高須　淳宏

部　　長　 合田　憲人
■学術基盤推進部

次　　長　 竹谷　喜美江

課　　長　 吉田　幸苗
◇学術コンテンツ課

課　　長　 鷹野　真司
◇学術基盤課

室　　長　 山崎　裕子
◇図書館連携・協力室

センター長　 福田　健介
◇先端ICTセンター

課　　長　 持田　茂伸
◇企画課

課　　長　 青山　文彦
◇総務課

■総務部

室　　長　 孫　　媛
■図書室

（2023年4月）

区　分
職　員

特任教授等
特定有期・有期・短時間雇用職員

所　長
1
 
 

副所長
5
1
 

所長補佐
0
 
 

教　授
29
12
 

准教授
23
9
 

講　師
 
 
 

助　教
14
13
 

小　計
72
35
 

事務系
68
 
 

計
140
35
291

（2023年度）

所　　長　 黒橋　禎夫

副 所 長　 杉本　晃宏  
相澤　彰子所長代行

／副所長

PLANAS, EmmanuelGLO Acting Director

課　　長　 田原　裕治
◇会計課

シリコンバレーオフィス（ジェトロ共同事務所）
 2017年5月、NIIとジェトロ（日本貿易振興機構）が共同で、米国のシリコンバレーにオフィスを設立しまし
た。北米、特に西海岸におけるNIIの研究成果の活用や事業化につながる国際的ニーズの把握や調査を行
い、収集した情報に基づいて、NIIの研究成果を海外に展開する取り組みを進めることを想定しています。ま
た、NIIと海外企業、大学および研究グループ等との共同研究契約や、近郊での国際学会や展示会に関わる
事務支援なども行っています。

■収入
14,296,184（単位：千円）

■支出
14,296,184（単位：千円）

雑収入
138,073

受託事業等
1,713,046

運営費交付金
12,445,065

ミッション実現戦略加速化経費等
9,513,554

大学共同利用
機関運営費等
3,069,584

運営費交付金
対象事業費

受託事業等
1,713,046

武田　英明 計　宇生
越前　功

研究主幹
（情報学プリンシプル研究系）　 

研究主幹
（アーキテクチャ科学研究系）　 

（学術基盤チーフディレクター）

佐藤　いまり研究主幹
（コンテンツ科学研究系）　 

研究主幹
（情報社会相関研究系）　 

部　　長　 平塚　昭仁

組 織・他 Organization

組織図 役職員

所員数

予算

所長補佐
運営会議
アドバイザリーボード

研究施設

研究開発連携本部

研究系

情報学プリンシプル研究系
アーキテクチャ科学研究系
コンテンツ科学研究系
情報社会相関研究系

所　長

副所長

グローバル・リエゾンオフィス研究戦略室
男女共同参画推進室

シリコンバレーオフィス（ジェトロ共同事務所）

学術研究プラットフォーム運営・連携本部
学術コンテンツ運営・連携本部

サービス・事業

大型研究プロジェクト

産官学連携

学術基盤推進部

総務部

学術基盤課

学術コンテンツ課

図書館連携・協力室
先端ICTセンター
企画課

　　　　    　社会連携推進室
総務課
会計課
図書室

／
総括チーム／SINETチーム／認証基盤・クラウド推進チーム
NII-SOCSチーム／所内LAN・CSIRTチーム

SINET利用推進室／学術認証推進室／クラウド支援室

支援チーム／学術コンテンツ整備チーム

コンテンツシステム開発室

企画チーム／国際・教育支援チーム／広報チーム
連携支援チーム／大型プロジェクト・知財チーム
総務チーム／人事チーム
財務・経理チーム／調達チーム

学術ネットワーク研究開発センター
知識コンテンツ科学研究センター
先端ソフトウェア工学・国際研究センター
社会共有知研究センター
クラウド基盤研究開発センター
データセット共同利用研究開発センター
ストラテジックサイバーレジリエンス研究開発センター
オープンサイエンス基盤研究センター
研究データエコシステム構築事業推進センター
量子情報国際研究センター
ビッグデータ数理国際研究センター
数理的高信頼ソフトウェアシステム研究センター
医療ビッグデータ研究センター
シンセティックメディア国際研究センター
先端モバイル駆動研究センター

／研究データ基盤整備チーム

Organization

54



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

学術情報に関し広くかつ高い見識を有する国内外の所外者により構成され、情報学に関する研究ならびに学術情報を流通させるための基盤の
開発および整備等に関する諸問題について所長の諮問に応じます。

国立情報学研究所は、大学共同利用機関法人情報・システム研究機構を構成する機関の一つです。
大学共同利用機関とは、各研究分野における「全大学の共同利用の研究所」として、個別の大学単位では設置や維持が難しい最先端の大型装置
をはじめ、大量の学術データや貴重な資料、分析法などを全国の研究者に無償で提供し、個々の大学の枠を超えた共同研究を推進するわが国
独自の研究機関です。
情報・システム研究機構は、21世紀の重要な課題である生命、地球、自然環境、人間社会など複雑な現象に関する問題を情報とシステムという
視点から捉え直すことによって、分野の枠を超えて融合的な研究を行うことをめざしています。

国立情報学研究所
氏　名
佐和 隆光
内藤 衛亮
羽鳥 光俊
小野 欽司
山本 毅雄
末松 安晴
上野 晴樹
丸山 勝巳
根岸 正光
三浦 謙一
淺野 正一郎
小山 照夫
宮澤 彰

氏　名授与日
2002（平成14）年 4月 1日
2002（平成14）年 7月 2日
2004（平成16）年11月19日
2004（平成16）年11月19日
2005（平成17）年 4月 1日
2005（平成17）年 4月 1日
2007（平成19）年 4月 1日
2010（平成22）年 4月 1日
2010（平成22）年 4月 1日
2011（平成23）年 4月 1日
2013（平成25）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日

山田 茂樹
山本 喜久
曽根原 登
安達 淳
本位田 真一
中島 震
速水 謙
高野 明彦
橋爪 宏達
喜連川 優
米田 友洋
大山 敬三

授与日
2015（平成27）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日
2017（平成29）年 4月 1日
2018（平成30）年 4月 1日
2018（平成30）年 4月 1日
2021（令和3）年 4月 1日
2021（令和3）年 4月 1日
2022（令和4）年 4月 1日
2022（令和4）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日

情報・システム研究機構

人間文化研究機構

大学共同利用機関法人

自然科学研究機構

高エネルギー加速器研究機構

国立情報学研究所

国立極地研究所

研究機関

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

データサイエンス共同利用基盤施設

沿革
国立情報学研究所の運営に関する重要事項、例えば研究所長候補者および研究教育職員の選考、共同利用計画および情報・システム研究機構
の中期目標・中期計画のうち研究所に関することの審議を行います。

組 織・他 Organization

運営会議

アドバイザリーボード

名誉教授

大学共同利用機関

Organization
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学術情報に関し広くかつ高い見識を有する国内外の所外者により構成され、情報学に関する研究ならびに学術情報を流通させるための基盤の
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国立情報学研究所は、大学共同利用機関法人情報・システム研究機構を構成する機関の一つです。
大学共同利用機関とは、各研究分野における「全大学の共同利用の研究所」として、個別の大学単位では設置や維持が難しい最先端の大型装置
をはじめ、大量の学術データや貴重な資料、分析法などを全国の研究者に無償で提供し、個々の大学の枠を超えた共同研究を推進するわが国
独自の研究機関です。
情報・システム研究機構は、21世紀の重要な課題である生命、地球、自然環境、人間社会など複雑な現象に関する問題を情報とシステムという
視点から捉え直すことによって、分野の枠を超えて融合的な研究を行うことをめざしています。
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2004（平成16）年11月19日
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2010（平成22）年 4月 1日
2011（平成23）年 4月 1日
2013（平成25）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日

山田 茂樹
山本 喜久
曽根原 登
安達 淳
本位田 真一
中島 震
速水 謙
高野 明彦
橋爪 宏達
喜連川 優
米田 友洋
大山 敬三

授与日
2015（平成27）年 4月 1日
2015（平成27）年 4月 1日
2017（平成29）年 4月 1日
2018（平成30）年 4月 1日
2018（平成30）年 4月 1日
2021（令和3）年 4月 1日
2021（令和3）年 4月 1日
2022（令和4）年 4月 1日
2022（令和4）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日
2023（令和5）年 4月 1日

情報・システム研究機構

人間文化研究機構

大学共同利用機関法人

自然科学研究機構

高エネルギー加速器研究機構

国立情報学研究所

国立極地研究所

研究機関

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

データサイエンス共同利用基盤施設

沿革
国立情報学研究所の運営に関する重要事項、例えば研究所長候補者および研究教育職員の選考、共同利用計画および情報・システム研究機構
の中期目標・中期計画のうち研究所に関することの審議を行います。

組 織・他 Organization

運営会議

アドバイザリーボード

名誉教授

大学共同利用機関

Organization

年　月 内　容
1973年 （昭和48年）10 月 学術審議会第 3 次答申（学術振興に関する当面の基本的施策）において、基本的政策として、「学術情報の流通体制の改善について」提言
1976年 （昭和51年）5 月 東京大学情報図書館学研究センター発足
1978年 （昭和53年）11月 文部大臣から学術審議会に対し「今後における学術情報システムの在り方について」諮問があり、昭和 55 年（1980 年）1 月に答申
1983年 （昭和58年）4 月 東京大学文献情報センターの設置（情報図書館学研究センターを改組）
1984年 （昭和59年）12 月 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT）開始
1986年 （昭和61年）4 月 学術情報センターの設置（東京大学文献情報センターを改組）
1987年 （昭和62年）4 月 学術情報ネットワークの運用および情報検索サービス開始

4 月 情報検索サービス（NACSIS-IR）提供開始
1988年 （昭和63年）4 月 電子メールサービス開始
1989年 （平成元年） 1月 学術情報ネットワークの米国との国際接続（全米科学財団 :NSF）
1990年 （平成 2 年）1月 学術情報ネットワークの英国との国際接続（英国図書館 :BL）
1992年 （平成 4 年）4 月 図書館間相互貸借（ILL:Inter-Library Loan）システムの運用開始

4 月 インターネット・バックボーン（SINET）の運用開始
1993年 （平成 5 年）11月 日本科学技術情報センターとゲートウェイによるデータベースの相互利用開始
1994年 （平成 6 年）4 月 英国図書館原報提供センター（BLDSC）との ILL 接続サービス開始

11月 千葉分館（千葉県千葉市）竣工
1995年 （平成 7 年）10 月 学術情報ネットワークのタイ王国との国際接続
1996年 （平成 8 年）4 月 国立国会図書館との ILL 接続サービス開始
1997年 （平成 9 年）3 月 国際高等セミナーハウス（長野県軽井沢町）竣工

4 月 電子図書館サービス開始
12 月 文部省、情報分野における中核的な学術研究機関の在り方に関する調査協力者会議を設置

1998年 （平成10年）1月 学術審議会において「情報学研究の推進方策について」建議、情報研究の中核的な研究機関を大学共同利用機関として設置することを提言
3 月 情報分野における中核的な学術研究機関の在り方に関する調査協力者会議、報告書を提出
4 月 情報研究の中核的研究機関準備調査室が設置され、5 月に委員会が発足

1999年 （平成11年）3 月 情報研究の中核的研究機関準備調査委員会、報告を提出
4 月 情報研究の中核的研究機関創設準備室が設置され、5 月に準備委員会が発足
7 月 情報研究の中核的研究機関創設準備委員会、中間まとめ提出

2000年 （平成12年）2 月 学術総合センター（東京都千代田区一ツ橋）内に移転
3 月 情報研究の中核的研究機関創設準備委員会、報告書提出
4 月 国立情報学研究所の設置（学術情報センターを廃止・転換）

2002年 （平成14年）1月 スーパー SINET の運用開始
4 月 総合研究大学院大学情報学専攻の設置
4 月 GeNii（NII 学術コンテンツ・ポータル）の公開開始
4 月 日米ドキュメント・デリバリー・サービスの運用開始
6 月 米国 RLG との目録システム間リンクの運用開始
9 月 研究企画推進室の設置

10 月 総合研究大学院大学国際大学院コース（情報学専攻）の設置
10 月 メタデータ・データベース共同構築事業の開始

2003年 （平成15年）1月 グローバル・リエゾンオフィスの設置
4 月 国際学術情報流通基盤整備推進室の整備

2004年 （平成16年）4 月 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所の設置
2005年 （平成17年）4 月 GeNii（NII 学術コンテンツ・ポータル）の正式運用開始
2007年 （平成19年）6 月 学術情報ネットワーク「SINET3」本格運用開始
2009年 （平成21年）4 月 CiNii（NII 論文情報ナビゲータ）、KAKEN（科学研究費補助金データベース）のリニューアル、 JAIRO（学術機関リポジトリポータル）の正式公開
2011年 （平成23年）2 月 NII 湘南会議 第 1 回開催

4 月 学術情報ネットワーク「SINET4」本格運用開始
4 月 図書館連携・協力室の設置

11月 CiNii Books 正式公開
2012年 （平成24年）4 月 JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）運用開始
2015年 （平成27年）10 月 CiNii Dissertations 正式公開
2016年 （平成28年）4 月 学術情報ネットワーク「SINET5」本格運用開始
2018年 （平成30年）12 月 広域データ収集基盤（モバイル SINET）運用開始
2019年 （平成31年）3 月 世界初の単独地球一周超高速 100Gbps 学術通信回線網を構築
　　　   （令和元年）12 月 SINET5 の東京・大阪間で 400Gbps を提供開始
2020年 （令和2年）10 月 柏分館（千葉県柏市）竣工
2021年 （令和3年） 2 月 GakuNin RDM 本運用開始

3 月 JAIRO Cloud（WEKO3）先行移行完了
6 月 学認 LMS 正式運用開始

11月 人文学・社会科学総合データカタログ「JDCat」本格運用を開始
2022年 （令和4年） 4 月 学術情報ネットワーク「SINET6」運用開始

4 月 学術研究プラットフォーム本格運用開始
2023年 （令和5年） 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT ／ ILL）新システムで運用開始
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千葉
大学 東京大学

柏Ⅱキャンパス

至
秋葉原

柏分館

柏の葉
公園

つくば
エクスプレス

柏の葉
キャンパス駅
西出口

至
東京大学柏キャンパス

https://www.nii.ac.jp/

https://www.nii.ac.jp/access/karuizawa/

柏分館の外観

学術総合センター

柏分館　Kashiwa Annex

〒277-0882
千葉県柏市柏の葉6丁目2番3号　TEL 04-7135-1640（代表）
 ■建物面積  10,672㎡の内　NII占有部　3,886㎡

案内図

学際的で国際的な討論と思索の場となることを願った猪瀬博氏
（初代国立情報学研究所所長）の寄付をもとに設置された施設で
す。1997年5月に竣工しました。

利用目的
1. 学術に関する国内・国際会議、各種セミナー
2. 公開講座、社会貢献などの活動
3. 国立情報学研究所教職員の研究、研修

国際高等セミナーハウス
International Seminar House for Advanced Studies Inose Lodge

〒389-0111
長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢字長倉往還南原1052-471
TEL 0267-41-1083　FAX 0267-41-1075
■土地面積  3,339㎡　 ■建物面積  667㎡

国立情報学研究所  National Institute of Informatics

〒101-8430
東京都千代田区一ツ橋2丁目1番2号 学術総合センター内
TEL 03-4212-2000（代表）
■土地面積  6,842㎡（うち国立情報学研究所：3,036㎡）
■建物面積  40,585㎡（うち国立情報学研究所：18,145㎡）

案内図

セミナーハウスの外観

南原 南軽井沢
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至高崎 ペンション ペンション 

軽井沢
プリンスホテル  

軽井沢 

中軽井沢 国道18号 国道18号 

国道18号線軽井沢警察署横の
オーバーパスをご利用下さい。  

至小諸

至長野

しなの鉄道

新宿駅

渋谷駅

三田駅 東京駅
浜松町駅

成田空港

羽田空港

品川駅

大手町駅

神保町駅

竹橋駅

九段下駅

東京メトロ東西線
東京メトロ丸ノ内線
山手線

都営新宿線
東京メトロ半蔵門線
都営三田線

一橋大学千代田キャンパス

緊急離着陸場

Inose Lodge

施設・所在地

学術総合センターは、わが国の学術研究基盤の充実強化を図るため、
情報学などの研究、学術の交流、学術情報の発信、社会連携の拠点施
設として建設され、1999年12月に竣工しました。
高層棟は、NIIをはじめ、一橋大学千代田キャンパス、独立行政法人大
学改革支援・学位授与機構などの機関が入居し、各機関が有する学術
に関する諸機能を総合的に発揮することにより、高度な知的創造拠点
の形成をめざしています。
低層棟は、一橋講堂などの会議施設となっており、国立大学法人など
による国際会議や学会、講演会等に幅広く対応しています。

NIIが提供する学術情報ネットワーク（SINET）や各種学術情報サービ
スのための機器類の配置、ならびにNIIにおける研究開発に供するた
めの施設として、国立大学法人東京大学柏Ⅱキャンパスに2020年10
月に竣工しました。
本施設は、国立大学法人東京大学との研究・連携を図るべく合築する
ことで、さらなる研究成果向上のための施設として、運用されます。

秋葉原JR総武線

つくば
エクスプレス

JR山手線

上野

北千住

柏の葉キャンパス

東京
学術総合センター 

西日暮里

南ヶ丘

東京国立近代美術館

毎日新聞社

組織・他

学術総合センター（東京都千代田区） 柏分館（千葉県柏市）

国際高等セミナーハウス（長野県軽井沢町）

Organization

57



研
究

事
業

大
学
院
教
育

組
織
・
他

千葉
大学 東京大学

柏Ⅱキャンパス

至
秋葉原

柏分館

柏の葉
公園

つくば
エクスプレス

柏の葉
キャンパス駅
西出口

至
東京大学柏キャンパス

https://www.nii.ac.jp/

https://www.nii.ac.jp/access/karuizawa/

柏分館の外観

学術総合センター

柏分館　Kashiwa Annex

〒277-0882
千葉県柏市柏の葉6丁目2番3号　TEL 04-7135-1640（代表）
 ■建物面積  10,672㎡の内　NII占有部　3,886㎡

案内図

学際的で国際的な討論と思索の場となることを願った猪瀬博氏
（初代国立情報学研究所所長）の寄付をもとに設置された施設で
す。1997年5月に竣工しました。

利用目的
1. 学術に関する国内・国際会議、各種セミナー
2. 公開講座、社会貢献などの活動
3. 国立情報学研究所教職員の研究、研修

国際高等セミナーハウス
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長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢字長倉往還南原1052-471
TEL 0267-41-1083　FAX 0267-41-1075
■土地面積  3,339㎡　 ■建物面積  667㎡

国立情報学研究所  National Institute of Informatics

〒101-8430
東京都千代田区一ツ橋2丁目1番2号 学術総合センター内
TEL 03-4212-2000（代表）
■土地面積  6,842㎡（うち国立情報学研究所：3,036㎡）
■建物面積  40,585㎡（うち国立情報学研究所：18,145㎡）

案内図

セミナーハウスの外観
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至高崎 ペンション ペンション 

軽井沢
プリンスホテル  

軽井沢 

中軽井沢 国道18号 国道18号 

国道18号線軽井沢警察署横の
オーバーパスをご利用下さい。  

至小諸

至長野

しなの鉄道

新宿駅

渋谷駅

三田駅 東京駅
浜松町駅

成田空港

羽田空港

品川駅

大手町駅

神保町駅

竹橋駅

九段下駅

東京メトロ東西線
東京メトロ丸ノ内線
山手線

都営新宿線
東京メトロ半蔵門線
都営三田線

一橋大学千代田キャンパス

緊急離着陸場

Inose Lodge

施設・所在地

学術総合センターは、わが国の学術研究基盤の充実強化を図るため、
情報学などの研究、学術の交流、学術情報の発信、社会連携の拠点施
設として建設され、1999年12月に竣工しました。
高層棟は、NIIをはじめ、一橋大学千代田キャンパス、独立行政法人大
学改革支援・学位授与機構などの機関が入居し、各機関が有する学術
に関する諸機能を総合的に発揮することにより、高度な知的創造拠点
の形成をめざしています。
低層棟は、一橋講堂などの会議施設となっており、国立大学法人など
による国際会議や学会、講演会等に幅広く対応しています。

NIIが提供する学術情報ネットワーク（SINET）や各種学術情報サービ
スのための機器類の配置、ならびにNIIにおける研究開発に供するた
めの施設として、国立大学法人東京大学柏Ⅱキャンパスに2020年10
月に竣工しました。
本施設は、国立大学法人東京大学との研究・連携を図るべく合築する
ことで、さらなる研究成果向上のための施設として、運用されます。

秋葉原JR総武線

つくば
エクスプレス

JR山手線

上野

北千住

柏の葉キャンパス

東京
学術総合センター 

西日暮里

南ヶ丘

東京国立近代美術館

毎日新聞社

組織・他

学術総合センター（東京都千代田区） 柏分館（千葉県柏市）

国際高等セミナーハウス（長野県軽井沢町）

Organization
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連絡先本誌内容 担当部門
企画課 社会連携推進室
連携支援チーム

企画課 社会連携推進室
大型プロジェクト・知財チーム

NII湘南会議事務局

企画課 国際・教育支援チーム

企画課 国際・教育支援チーム

学術基盤課 SINET利用推進室

学術基盤課 認証基盤・クラウド推進チーム

学術基盤課 学術認証推進室

学術基盤課 NII-SOCSチーム

オープンサイエンス基盤研究センター

学術コンテンツ課機関リポジトリ担当

学術コンテンツ課CiNii担当

学術コンテンツ課CAT/ILL担当

学術コンテンツ課SPARC担当

学術コンテンツ課研修担当

学術コンテンツ課図書室担当

企画課 広報チーム

GRACEセンター

総務課 総務チーム

企画課 国際・教育支援チーム

企画課 広報チーム／
メディアリレーションズ担当

kaken@nii.ac.jp

shonan@nii.ac.jp

international@nii.ac.jp

daigakuin@nii.ac.jp

support@sinet.ad.jp

cld-office-support@nii.ac.jp

gakunin-office@nii.ac.jp

soc-office@nii.ac.jp

rcos-office@nii.ac.jp

ir@nii.ac.jp

ciniiadm@nii.ac.jp

catadm@nii.ac.jp

sparc@nii.ac.jp

edu@nii.ac.jp

library@nii.ac.jp

kouhou@nii.ac.jp

chizai@nii.ac.jp

general@topse.jp

soumu@nii.ac.jp

international@nii.ac.jp

media@nii.ac.jp / 03-4212-2164

科研費(P.22)／産官学連携(P.27)

企画課 社会連携推進室
連携支援チーム keiyaku@nii.ac.jp共同研究の推進(P.25)／研究者による学術指導(P.27)

国際交流（NII湘南会議）（P.31）

国際交流（DAAD/JFLI）（P.32）

大学院教育（P.33）

学術情報ネットワーク（P.37）

学認クラウド（P.40）

認証基盤（P.41）

大学間連携に基づく情報セキュリティ体制支援（P.42）

オープンサイエンス（P.43）

学術機関リポジトリ（P.45）

CiNii（P.46）

目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）（P.47）

SPARC Japan（P.48）

教育研修事業（P.48）

図書室（P.50）

広報活動（P.51）

トップエスイー（P.24）

施設・所在地（P.57）

知的財産（P.26）

国際交流（MOU）（P.29）／
（NII国際インターンシッププログラム）（P.29）

ニュースリリース（P.52）・取材対応

連絡先一覧

2023年4月

〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター
TEL: 03-4212-2000（代表）https://www.nii.ac.jp
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